
朱
　
子
　
礼
　
関
　
係

文
　
献
　
国
　
訳

　
『
朱
子
語
類
』
巻

�八
十
五

　
　
　
は
　
じ
　
め
　
に

　
本
稿
は
「
語
類
」
巻
八
十
四
「
礼
□
　
（
「
朱
子
礼
関
係
国
訳
－
「
朱
子
語
類
」
巻
八

十
四
」
上
局
知
大
学
学
術
研
究
報
告
・
第
二
十
七
巻
　
同
教
育
学
部
研
究
報
告
・
第
二
部
第
三

十
一
号
）
に
続
く
も
の
で
あ
っ
て
、
「
儀
礼
」
十
七
巻
を
中
心
に
問
答
し
た
筆
録
の

　
　
　
　
　
「
朱
子
語
類
」
　
巻
八
十
五
　
記
録
者
一
覧
表

山

　
　
根
　
　
三

（
教
育
学
部
漢
文
学
研
究

言芳

国
訳
で
あ
る
。
最
初
に
、
総
論
（
十
二
節
）
と
士
冠
（
七
節
）
　
・
士
昏
（
三
節
）
・
郷
飲

酒
（
一
節
）
・
聘
礼
（
一
節
）
・
公
食
大
夫
礼
（
一
節
）
・
競
礼
（
二
節
）
・
喪
服
経
伝

　
（
十
八
節
）
・
既
夕
（
一
節
）
・
少
牢
飴
食
（
二
節
）
の
九
巻
と
に
関
す
る
四
十
八
節

で
あ
る
。
次
に
参
考
と
し
て
巻
八
十
五
の
記
録
者
の
一
覧
表
を
附
記
し
て
お
く
。

（儀　ﾈL）　　　ﾈL　　　　　　二 ズ

登
載
節
数

果E

鯵間

蜜

雲

既

夕

喪
服
経
伝

競

礼

公吏

4t

聘

礼

郷
飲

酒

士

昏

士

冠

総

論

８ 63 ２ １ ３ ２ 硫黄
剛

７ 61 ３ ４，Ｐ

７ 68
？

５ １ １ 沈
偏

５ 50 １ ,１ １ １ １ 箭

４
60

2 １ ２ １ 詮

４ 58 ４ 閔李
祖

２ 64 ２・ 輔
廣

２ 58 １ １
文陳
蔚

１ 69 １ 呂
癈

１ 68 １ 溜

１
60

2
１ 娑

１ 65
？

１ 林
賜

１ ？ １ 公李
謹

１ 65
？
１ 呉

堆

１ 69 １
信幸
用

１ 64 １ 呉
振

１ ？ １ 無鬘

48 ２ １ 18 ２ １ １ １ ３ ７ 12 計

な
お
、
本
稿
は
、
昭
和
五
十
二

年
度
・
五
十
三
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
（
一
般
研
究
Ｃ
）
に
よ
る
「
朱
子
礼
思
想
の
総
合
的
研
究
」
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

七
三



七
四

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
二
十
八
巻
　
人
文
科
学

　
　
　
　
　
朱
子
語
類
巻
八
十
五
　
計
七
版

　
　
　
　
　
　
破
二

　
　
　
　
　
　
　
儀
　
破

　
　
　
　
　
　
　
　
總
　
論

　
　
倒
　
河
間
献
王
、
得
二
古
腔
五
十
六
篇
一
。
想
必
有
ｙ
可
・
観
。
但
富
時
君
臣
間
有
・
所
ｙ

　
　
　
　
不
・
暁
。
遂
至
い
無
ｙ
傅
。
故
先
儒
謂
、
聖
経
不
・
亡
二
於
秦
火
一
浪
二
於
漢
儒
一
。
其
説

　
　
‘
　
亦
好
。
『
温
公
１
　
、
景
帝
太
子
既
亡
。
嗇
時
若
立
二
献
王
‘
埓
‘
嗣
、
則
漢
比
破
楽
制

　
Ｉ
　
　
　
゛
Ｉ
Ｊ
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
ｄ
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
Ｉ

　
　
　
度
必
有
‘
可
‘
弩
又
致
堂
謂
ヽ
武
帝
若
使
三
董
仲
舒
抒
相
汲
騒
暴
初
史
大
き
、

　
　
　
則
反
治
必
盛
。
ご
某
如
’
此
差
除
、
那
良
得
来
。
廣
…
…
…
…
…
’
１

４
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｋ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｊ
　
　
　
Ｌ
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
Ｓ
ｒ
－

　
　
　
河
間
の
献
王
、
古
祓
五
十
六
篇
を
得
た
り
。
想
ふ
に
｀
必
ず
観
る
べ
き
も
の
有
ら
ん
、

　
　
と
。
’
但
だ
富
時
ヽ
君
臣
の
間
暁
ら
ざ
る
所
有
り
・
遂
に
傅
ふ
る
こ
と
無
き
に
至
る
。
‐

―
　
故
に
先
儒
謂
へ
ら
く
、
聖
経
秦
火
に
亡
び
ず
し
て
漢
儒
に
壊
さ
る
、
と
。
－
其
の
説
も

　
　
亦
好
し
。
温
公
論
ず
、
景
帝
の
太
子
既
に
亡
ぶ
。
富
時
若
し
献
王
を
立
て
嗣
と
埓
せ

　
　
ば
、
則
ち
漢
の
澄
楽
制
度
必
ず
観
る
べ
き
も
の
有
ら
ん
、
と
。
又
、
致
堂
謂
へ
ら
く
、

　
　
武
帝
若
し
董
仲
舒
を
し
て
相
と
埓
し
、
汲
賠
を
し
て
御
史
大
夫
烏
ら
し
め
ば
、
則
ち

　
　
漢
の
治
必
ず
盛
な
ら
ん
、
と
。
某
、
常
に
謂
へ
ら
く
、
若
し
此
の
如
く
差
除
せ
ば
、

　
　
か
し
こ
　
　
　
　
　
　
　
｀

　
　
那
良
に
か
得
来
た
ら
ん
、
と
。

　
　
　
河
間
の
献
王
が
、
古
礼
五
十
六
篇
を
入
手
し
た
。
そ
の
礼
の
中
に
は
、
よ
く
観
察

　
　
し
て
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
が
、
き
っ
と
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
た

　
　
だ
、
そ
の
当
時
の
君
主
も
臣
下
も
誰
も
皆
、
そ
の
礼
に
通
暁
す
る
所
が
な
か
っ
た
か

　
　
ら
、
遂
に
そ
の
礼
を
後
の
世
に
伝
承
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
か

　
　
ら
、
先
代
の
儒
者
た
ち
は
、
聖
人
の
述
べ
つ
く
っ
た
経
書
は
、
秦
の
始
皇
帝
の
焚
書

　
　
に
よ
っ
て
亡
快
し
た
の
で
は
な
く
て
、
漢
代
の
儒
者
た
ち
に
よ
っ
て
壊
滅
さ
れ
た
も

　
　
の
だ
と
、
考
え
て
い
る
。
司
馬
光
は
論
じ
て
い
る
。
景
帝
の
太
子
は
す
で
に
死
亡
し

　
　
て
い
た
。
当
時
も
し
、
献
王
を
嗣
と
し
て
い
た
な
ら
ば
、
漢
代
の
礼
楽
制
度
は
、
必

　
　
ず
観
る
こ
と
の
で
き
る
内
容
の
も
の
に
な
っ
た
に
ち
が
い
な
い
、
と
。
又
、
胡
寅
は

　
　
論
じ
て
い
る
。
武
帝
が
も
し
董
仲
舒
を
宰
相
と
な
し
、
汲
詰
を
御
史
大
夫
（
宰
相
の
補

　
　
佐
役
）
と
し
た
な
ら
ば
、
漢
代
の
政
治
は
、
必
ず
隆
盛
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
、
と
。

私
も
何
時
も
、
そ
の
当
時
、
も
し
こ
の
よ
う
に
官
を
授
け
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
き

っ
と
そ
の
よ
う
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
、
と
考
え
て
い
る
。

　
　
〈
大
意
▽
　
「
儀
礼
」
と
古
礼
と
の
関
係
を
述
べ
、
経
学
史
の
立
場
か
ら
、
先
儒
、
温
公
や

　
　
　
　
胡
寅
の
説
を
採
り
上
げ
て
、
混
儒
が
儀
礼
経
を
破
壊
し
た
と
す
る
。

　
　
注
　
○
河
間
ｍ
-
―
混
の
人
、
景
帝
（
Ｂ
.
Ｃ
.
　
１
５
１
-
1
4
1
）
の
第
三
子
。
謐
は
献
。
「
随

　
　
　
　
書
」
経
籍
志
に
「
魯
の
海
中
よ
り
礼
経
を
発
見
し
河
間
献
王
が
献
上
し
た
」
と
。
「
漠

　
　
　
　
書
」
芸
文
志
に
「
礼
古
経
五
十
六
巻
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
礼
の
古
文
経
で
、
そ
の
中

　
　
　
’
・
収
十
七
篇
は
今
文
経
（
＝
儀
礼
十
七
篇
）
と
同
一
、
そ
の
外
の
三
十
九
篇
は
亡
快
し

　
　
　
　
た
・
○
温
公
－
司
馬
光
（
Ａ
.
Ｄ
.
　
1
0
1
9
-
１
０
８
６
）
、
字
は
君
実
、
凍
水
先
生
と
称
す
。

’
〈
　
　
礼
関
伍
の
書
、
「
書
儀
」
を
著
す
。
拙
稿
「
司
馮
洸
礼
説
考
」
　
（
泰
三
樹
三
郎
博
士
叩
レ

　
　
　
　
寿
記
念
東
洋
学
論
集
、
Ｔ
九
七
九
、
朋
友
書
店
刊
）
及
び
「
司
馬
光
婚
礼
説
考
」
（
池
田
一

犬
　
　
　
末
利
博
士
古
稀
記
念
東
洋
学
論
集
、
一
九
八
〇
一
柳
盛
社
刊
）
な
ど
参
照
。
○
致
堂
－
・

　
　
　
　
胡
寅
（
１
０
９
８
-
1
1
5
6
）
、
字
臆
明
仲
、
崇
安
の
人
、
安
国
の
弟
の
子
、
致
堂
先
生
と
称
す
。

、
　
－
。
詮
は
文
忠
、
胡
安
国
（
１
０
７
４
^
1
1
3
8
）
の
養
子
で
、
武
夷
家
学
、
楊
時
に
従
学
。
「
論
辨
・

　
　
　
｀
詳
説
」
・
「
読
史
管
見
」
な
ど
著
す
。
○
武
帝
－
漢
の
景
帝
の
中
子
。
名
は
徹
、
詮
は

　
　
　
　
武
。
文
・
景
帝
の
業
を
受
け
、
太
学
を
興
し
、
儒
術
を
尊
び
、
五
経
博
士
を
置
い
た
。

　
　
　
　
○
董
仲
舒
Ｉ
紀
元
前
二
世
紀
頃
の
儒
学
者
、
河
北
省
景
県
の
人
、
春
秋
公
羊
学
を
修
め
、

　
　
　
　
景
帝
時
代
に
博
士
と
な
り
、
武
帝
に
儒
教
を
政
府
公
認
の
思
想
と
定
め
さ
せ
、
以
後

　
　
　
　
国
家
統
治
の
正
統
思
想
化
へ
の
逆
を
開
い
た
。
武
帝
へ
の
対
策
は
著
名
で
あ
り
、
官
は

　
　
　
　
江
都
国
（
武
帝
の
兄
の
易
王
が
封
ぜ
ら
れ
た
国
）
の
相
と
な
り
、
後
に
大
中
大
夫
と
な

　
　
　
　
る
。
「
春
秋
繁
露
」
を
著
す
。
伝
記
は
「
史
記
」
「
儒
林
伝
」
や
「
漢
書
」
「
董
仲
舒
伝
」

　
　
　
　
の
外
、
年
表
は
清
の
人
、
蘇
輿
の
「
董
子
年
表
」
が
あ
る
。
思
想
研
究
に
は
、
重
沢
俊

　
　
　
　
郎
「
周
漢
思
想
研
究
」
の
中
の
「
蛮
仲
舒
研
究
」
（
一
九
四
三
刊
、
弘
文
堂
）
と
、
日
原

　
　
　
　
利
国
「
春
秋
公
羊
伝
の
研
究
」
　
（
一
九
七
七
、
創
文
社
刊
）
な
ど
か
あ
る
。
○
汲
賠
－

　
　
　
　
混
の
撲
陽
の
人
、
字
は
長
轜
（
？
～
？
（
い
し
に
）
。
老
荘
の
学
を
好
み
、
游
侠
に
富
み
、

　
　
　
　
気
節
を
尊
ん
だ
。
武
帝
の
時
、
ｍ
用
さ
れ
て
淮
陽
の
太
守
と
な
る
。
○
御
史
大
夫
－
御

　
　
　
　
史
の
長
官
。
秦
・
漢
時
代
の
三
公
の
一
つ
。
前
混
末
は
、
大
司
空
と
改
め
ら
れ
宰
相
の

　
　
　
　
職
と
な
っ
た
。
こ
こ
は
、
宰
相
の
貳
と
見
る
。
○
差
除
－
任
命
し
て
仕
事
を
さ
せ
る
意
。

閲
　
先
王
之
腔
、
今
存
者
無
‘
幾
。
‐
漢
初
自
有
二
文
字
‘
。
都
無
二
人
収
拾
‘
。
河
間
献

　
王
既
得
二
雅
楽
‘
。
又
有
こ
腔
書
五
十
六
篇
‘
。
惜
乎
、
不
’
見
二
於
後
世
一
。
是
富
時

　
儒
者
、
専
門
名
家
、
自
己
経
‘
之
外
、
都
不
・
暇
ｙ
講
。
況
在
・
上
、
又
無
７
興
二
確

　
楽
‘
之
主
上
。
故
胡
氏
読
道
、
使
三
河
間
献
王
場
・
君
、
董
仲
舒
場
い
相
、
汲
賭
場
二
御

　
史
一
、
則
漢
之
破
楽
必
興
。
這
三
箇
差
除
、
豊
不
二
甚
盛
一
。
賀
孫



　
先
王
の
腔
、
今
に
存
す
る
者
幾
も
無
し
。
漢
の
初
め
自
ら
文
字
有
り
。
都
て
人
の

収
拾
す
る
と
こ
ろ
無
し
。
河
間
の
献
王
、
既
に
雅
楽
を
得
た
り
。
又
、
破
書
五
十
六

篇
を
有
せ
り
。
惜
ひ
か
な
、
後
世
に
見
へ
ざ
る
こ
と
。
是
れ
富
時
の
儒
者
は
、
専

門
０
　
名
家
、
一
経
よ
り
の
外
、
都
て
講
ず
る
に
暇
あ
ら
ず
。
況
ん
や
、
上
に
在
り
て

も
、
又
、
破
楽
を
興
す
る
主
無
し
。
故
に
胡
氏
説
道
な
ら
く
、
河
間
の
献
王
を
し
て

君
と
場
し
、
董
仲
舒
を
相
と
篤
し
、
汲
問
を
し
て
御
史
と
埓
ら
し
め
れ
ば
、
則
ち
漢

の
破
楽
は
必
ず
興
ら
ん
、
と
。
這
の
三
箇
の
差
除
あ
れ
ば
、
豊
に
甚
だ
盛
な
ら
ざ
’
ら

ん
や
。

　
先
王
が
制
作
さ
れ
た
礼
経
文
で
、
゛
今
日
現
存
す
る
も
の
は
い
く
ら
も
な
い
の
で
あ

る
。
漢
初
に
は
、
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
礼
に
関
連
す
る
文
献
を
有
し
て
い
た
で
あ
ろ
う

が
、
そ
れ
ら
を
す
べ
て
収
拾
し
て
整
理
す
る
人
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

河
間
の
献
王
は
、
も
う
す
で
に
雅
楽
を
手
に
入
れ
て
お
ら
れ
た
。
そ
の
上
、
ま
た
、

古
礼
経
五
十
六
篇
を
も
入
手
さ
れ
て
お
ら
れ
た
。
そ
れ
な
の
に
、
後
の
世
に
、
そ
れ

が
見
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
当
時
の
儒
者
た
ち

は
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
の
学
で
世
間
に
名
を
得
て
い
る
者
た
ち
で
あ
っ
て
、
各
自
の
専

門
の
一
つ
の
経
書
よ
り
以
外
は
、
全
く
講
義
す
る
余
裕
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま

し
て
や
、
朝
廷
に
あ
っ
て
も
、
礼
楽
を
興
起
さ
せ
よ
う
と
す
る
指
導
者
も
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
胡
寅
が
い
う
こ
と
に
、
河
間
の
献
王
を
君
主
と
し
、
董
仲
舒

を
宰
相
、
汲
問
を
副
宰
相
と
し
て
い
た
な
ら
ば
、
満
代
の
礼
楽
は
必
ず
や
隆
興
し
た

こ
と
で
あ
ろ
う
、
と
。
こ
の
三
人
に
適
役
を
与
え
れ
ば
、
ど
う
し
て
礼
楽
の
隆
盛
を

み
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
、
必
ら
ず
隆
盛
と
な
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

　
Λ
大
意
▽
　
先
王
の
古
礼
の
伝
承
を
見
な
い
の
は
、
満
代
儒
者
の
専
門
性
の
限
界
と
知
識
の

　
　
　
狭
陰
性
と
に
よ
る
の
は
勿
論
の
こ
と
、
朝
廷
に
も
適
切
な
指
導
者
が
な
か
っ
た
か
ら
で

　
　
　
あ
る
と
し
て
、
前
節
と
同
じ
く
、
胡
氏
の
説
を
援
引
し
て
、
経
学
史
上
の
歴
史
的
批
判

　
　
　
。
と
皮
肉
性
と
を
吐
露
し
て
い
る
。

　
注
　
○
雅
楽
－
郊
廟
朝
会
に
用
い
る
正
し
い
音
楽
。
「
論
語
」
陽
貨
に
「
悪
三
鄭
声
之
乱
‘
一
雅

　
　
　
楽
一
也
」
と
。
「
満
書
」
礼
楽
志
に
「
是
時
河
間
献
王
有
二
雅
材
一
、
亦
以
後
、
治
道
非
ニ

　
　
ー
雅
楽
一
不
い
成
。
因
献
二
所
ｙ
集
雅
楽
一
」
と
あ
る
。
「
漢
書
」
　
「
河
間
献
王
伝
」
参
照
。

七
五
　
　
朱
子
礼
関
係
文
献
国
訳
□
（
山
根
）

○
名
家
－
専
門
の
学
者
で
世
に
名
を
得
て
い
る
者
。
「
漢
書
」
芸
文
志
に
「
漢
興
有
二

斉
魯
之
説
一
。
伝
二
斉
論
一
者
…
…
唯
王
陽
名
家
。
…
…
」
（
論
語
）
と
。
ま
た
、
ヽ
「
名
家

者
流
、
蓋
出
二
於
礼
宮
一
。
古
者
名
位
不
・
同
、
礼
亦
異
‘
数
。
…
」
（
名
家
）
と
も
あ
る
。

○
説
道
－
「
と
く
」
、
「
い
ふ
」
と
読
み
、
い
う
こ
と
に
は
の
意
。

閣
　
今
儀
膿
多
是
士
腰
。
天
子
諸
侯
喪
・
祭
之
鐙
、
皆
不
ｙ
存
。
其
中
不
い
過
ｙ
有
二
些

　
小
朝
聘
・
燕
饗
之
疆
一
。
自
・
漢
以
来
、
凡
天
子
之
破
、
皆
是
誇
二
士
膿
一
来
、
増
加

　
場
ｙ
之
。
河
間
献
王
所
ｙ
得
疆
、
五
十
六
篇
、
却
有
こ
天
子
・
諸
侯
之
徽
一
。
故
班
固

　
謂
、
愈
ｙ
於
推
二
士
鐙
一
以
埓
二
天
子
・
諸
侯
之
徽
‘
者
上
。
班
固
作
二
漢
書
一
時
、
此
徽

　
猶
在
・
不
’
知
ヽ
何
代
何
年
失
了
・
可
゛
惜
・
可
゛
惜
・
皿
４
０
唄
孫

　
今
の
「
儀
疆
」
は
多
く
は
是
れ
士
の
鐙
な
り
。
天
子
・
諸
侯
の
喪
・
祭
の
殿
は
、

皆
存
せ
ず
。
其
の
中
に
些
小
の
朝
聘
・
燕
饗
の
徴
有
る
に
過
ぎ
ず
。
漢
よ
り
以
来
、

凡
そ
天
子
の
腔
は
、
皆
是
れ
士
鐙
を
将
ち
来
り
て
、
増
加
し
て
之
を
場
れ
り
。
河
間

の
献
王
、
得
る
所
の
膿
、
五
十
六
篇
、
却
っ
て
天
子
・
諸
侯
の
祓
有
り
。
故
に
班
固

　
　
　
　
　
　
　
甲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
ぐ

謂
へ
ら
く
、
「
士
の
破
を
推
し
て
以
て
天
子
・
諸
侯
の
鐙
を
埓
る
者
よ
り
愈
れ
り
」

と
。
班
固
、
「
漢
１
　
」
を
作
る
時
、
此
の
鐙
猶
ほ
在
り
。
知
ら
ず
、
何
の
代
何
の
年

に
失
ひ
了
る
か
を
・
惜
し
む
べ
し
・
惜
し
む
べ
し
ご
皺
心
四
四
吻

　
今
日
の
礼
経
「
儀
礼
」
十
七
篇
の
内
容
は
、
士
の
身
分
の
礼
が
多
い
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
天
子
や
諸
侯
の
喪
礼
や
祭
礼
な
ど
は
、
皆
存
し
て
い
な
い
が
。
そ
の
「
儀

礼
」
の
中
に
は
、
天
子
や
諸
侯
に
関
す
る
朝
聘
や
燕
饗
の
礼
な
ど
が
、
す
こ
し
ば
か

り
存
す
る
だ
け
で
あ
る
。
漢
代
よ
り
こ
の
か
た
、
凡
そ
天
子
の
礼
は
、
皆
士
の
礼
を

根
拠
と
し
て
、
そ
れ
に
準
じ
て
種
々
の
儀
節
・
度
数
な
ど
を
増
加
し
て
作
っ
た
の
で

あ
る
。
河
間
の
献
王
の
得
た
　
「
古
礼
五
十
六
篇
」
　
の
中
に
は
、
天
子
・
諸
侯
の
礼

が
、
き
ち
ん
と
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
班
固
は
言
っ
て
い
る
、
「
儀
礼
・
今
文

径
の
冠
・
・
昏
・
葬
・
祭
な
ど
を
内
容
と
す
る
士
の
礼
を
推
考
し
て
、
天
子
・
諸
侯
の

礼
を
作
る
も
の
よ
り
は
、
古
礼
の
内
容
は
、
は
る
か
に
す
ぐ
れ
て
い
る
」
と
。
こ
の

事
か
ら
す
る
と
、
班
固
が
、
「
漢
書
」
を
書
い
た
時
に
は
、
こ
の
天
子
・
諸
侯
の
礼

を
ふ
く
む
古
礼
は
、
な
お
現
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
。
と
こ
ろ
が
、
何
時
の
時
代
、



七
六
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
二
十
八
巻
　
人
文
科
学

何
時
の
年
に
か
、
そ
れ
を
亡
夫
し
て
し
ま
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
残
念

な
こ
と
で
あ
る
。
賀
孫
の
記
録
は
簡
略
で
あ
る
。

　
　
Λ
大
意
▽
　
「
今
文
儀
礼
」
と
「
古
礼
」
と
の
内
容
を
比
較
し
、
天
子
・
諸
侯
の
礼
に
言
及

　
　
　
　
し
、
「
古
礼
」
に
は
、
こ
の
礼
が
完
備
し
て
い
た
こ
と
を
、
班
固
の
説
を
推
し
て
説
き
、

　
　
　
　
更
に
、
そ
の
亡
快
を
嘆
い
て
い
る
。

　
　
注
　
○
士
鐙
ド
今
日
、
伝
わ
る
「
儀
礼
」
は
、
「
漢
書
」
芸
文
志
に
「
・
：
漢
興
り
て
、
魯
の
高

　
　
　
　
堂
生
、
士
礼
十
七
篇
を
伝
令
：
」
と
あ
る
、
所
謂
「
士
礼
十
七
篇
」
で
、
「
今
文
儀
礼
」

　
　
し
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
髪
因
み
に
「
哀
史
」
芸
文
志
に
も
、
「
儀
礼
十
七
篇
匹
皿
」

　
１
　
　
　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
″
　
、
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

　
　
　
　
（
巻
一
、
経
・
礼
類
）
と
あ
る
。
こ
の
礼
経
の
中
に
も
ヾ
天
子
・
諸
侯
・
卿
大
夫
の
礼

　
≒
。
も
ふ
く
ま
れ
亀
。
こ
れ
ら
の
具
体
的
な
考
証
は
、
池
田
末
利
訳
注
「
儀
礼
」
Ｖ
（
東
海

　
　
　
　
大
学
出
版
会
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
刊
）
。
「
解
説
二
、
礼
経
の
伝
授
」
を
参
照
さ
れ
ヽ
た

　
　
　
　
、
い
。
○
天
子
・
諸
侯
喪
・
祭
…
－
天
子
・
諸
侯
な
ど
の
喪
・
祭
の
礼
は
規
定
さ
れ
て
い

　
　
　
　
な
・
い
の
で
、
「
儀
礼
」
め
士
喪
・
既
夕
・
士
虞
・
特
牲
・
少
牢
・
有
司
徹
の
礼
か
ら
推

　
。
。
　
考
し
て
、
そ
の
内
容
を
考
え
る
こ
と
に
な
る
。
○
朝
聘
・
燕
饗
之
腔
Ｉ
朝
聘
に
は
、

　
　
　
　
聘
・
公
食
大
夫
・
観
礼
な
ど
、
燕
饗
に
は
、
大
射
・
燕
・
郷
射
礼
な
ど
か
考
え
ら
れ
る

　
　
　
　
か
、
そ
の
篇
の
分
類
に
つ
い
て
は
不
整
合
の
も
の
が
あ
る
。
前
掲
「
儀
礼
」
Ｖ
を
参
照

　
　
　
　
さ
れ
た
い
。
因
み
に
、
「
儀
礼
経
伝
通
解
」
の
分
類
で
、
該
当
す
る
も
の
を
列
挙
す
る

　
　
　
　
と
、
１
家
礼
（
士
冠
・
士
昏
礼
）
　
２
郷
礼
（
士
相
見
・
郷
飲
酒
・
郷
射
礼
）
　
３
学
礼

　
　
　
　
（
な
し
）
４
邦
国
礼
（
燕
・
大
射
・
聘
・
公
食
大
夫
礼
）
５
王
朝
礼
（
観
礼
）
６
喪
礼

　
　
　
　
（
喪
服
・
士
喪
・
士
虞
礼
）
７
祭
礼
（
特
牲
價
食
・
少
牢
債
食
礼
・
有
司
徹
）
　
で
あ

　
　
　
　
る
。
○
班
固
―
字
は
孟
堅
（
Ａ
.
　
Ｄ
.
　
３
２
-
９
２
）
、
扶
風
安
陵
の
人
。
父
の
彪
の
志
を
つ

　
　
　
　
い
で
、
二
十
余
年
間
「
漢
１
　
」
を
著
し
、
不
完
成
に
て
獄
死
し
、
妹
の
昭
か
補
っ
た
。

　
　
　
　
「
白
虎
通
」
な
ど
著
す
。
○
愈
於
推
士
徴
・
：
－
「
淡
雪
」
芸
文
志
に
「
礼
古
経
者
（
儀

　
　
　
　
礼
古
文
経
）
出
二
於
魯
直
中
‘
。
及
孔
子
学
十
七
篇
文
相
似
、
多
三
十
九
篇
。
及
明
堂
陰

　
　
　
　
陽
、
王
史
氏
記
所
見
、
多
一
天
子
諸
侯
卿
大
夫
之
制
‘
。
雖
い
不
・
能
ｙ
備
、
猶
癒
７
倉
等

　
　
　
　
推
二
士
礼
一
而
致
ｍ
於
天
子
之
説
上
。
」
と
あ
る
。

㈲
　
確
書
如
二
儀
確
一
、
尚
完
三
備
如
二
他
書
一
。
儒
用

　
膿
１
　
、
「
儀
腔
」
の
如
き
は
、
尚
ほ
他
書
如
も
完
備
す
。

　
確
関
係
の
書
物
の
中
で
、
「
儀
礼
」
は
、
や
は
り
他
の
書
物
よ
り
も
一
段
と
完
備

し
て
い
る
。

　
Λ
大
意
▽
　
礼
関
係
の
書
物
の
中
で
、
「
儀
礼
」
が
最
も
完
備
し
て
い
る
と
説
く
。

　
注
　
○
儒
用
－
李
儒
用
。
字
は
仲
秉
｛
岳
州
岳
陽
の
人
。
朱
子
六
十
九
歳
の
記
録
者
で
あ
る
。

圓
　
儀
徴
不
’
是
古
人
預
作
已
１
　
一
如
占
此
。
初
間
只
以
‘
義
起
、
漸
漸
相
襲
行
得

　
好
。
只
管
巧
至
二
於
情
文
極
細
密
極
周
経
處
一
。
聖
人
見
二
此
意
思
好
一
。
故
録
成
ｙ

　
書
。
只
看
二
古
人
君
臣
之
際
一
、
如
二
公
前
日
所
‘
査
圖
子
一
。
君
臨
二
臣
喪
一
、
坐
撫
二

　
富
心
一
、
要
経
而
踊
。
今
日
之
事
、
至
二
於
死
生
之
際
‘
、
忽
然
不
二
相
関
一
。
不
三
偕

　
如
二
路
人
一
。
所
謂
君
臣
之
恩
義
安
在
。
祖
宗
時
、
於
二
芭
執
政
喪
‘
亦
親
臨
。
渡
ｙ

　
江
以
来
、
一
向
癈
’
之
。
只
秦
檜
之
死
、
高
宗
臨
・
之
。
後
来
不
二
復
畢
‘
。
如
二
陳

　
福
公
l
'
壽
皇
春
‘
之
如
‘
此
隆
。
至
二
其
死
一
亦
不
二
親
臨
一
。
ｉ
祖
宗
凡
大
臣
死
、
遠

　
地
不
及
’
臨
者
、
必
遣
二
都
営
往
届
。
い
壽
皇
、
凡
百
提
Ｊ
撮

　
１
得
意
唇
。
這
般
處

を
以
て
起
り
、
漸
々
に
相
襲
行
し
得
て
好
く
。
‐
只
管
、
巧
に
情
文
極
め
て
細
密
、
極
ソ

め
て
１
　
経
み
る
處
に
至
る
。
聖
人
此
の
意
思
の
好
き
を
見
る
。
故
に
録
し
て
書
を
成
‘
　
。

す
。
只
だ
古
人
、
君
臣
の
際
を
看
る
に
、
公
が
前
日
斑
く
所
の
昭
子
の
如
し
。
君
、

臣
の
喪
に
臨
む
れ
ば
、
坐
し
て
富
心
を
撫
し
て
、
要
経
し
て
踊
す
。
今
日
の
事
、
死

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
１

生
の
際
に
至
り
て
、
忽
然
と
し
て
相
開
せ
ず
。
曾
だ
路
人
の
如
く
の
み
な
ら
ず
。
所

謂
君
臣
の
恩
義
、
安
に
か
在
ら
ん
。
祖
宗
の
時
、
芭
執
政
の
喪
に
も
、
亦
親
か
ら
臨

め
り
。
江
を
渡
り
し
よ
り
以
来
、
一
向
に
此
を
癈
す
。
只
だ
秦
檜
の
死
の
み
に
は
、

高
宗
之
に
臨
め
り
。
後
来
復
た
畢
げ
ず
。
陳
福
公
が
如
き
、
壽
皇
之
を
１
　
す
る
こ
と

此
の
如
く
隆
な
り
。
其
の
死
に
至
り
て
も
、
亦
親
か
ら
臨
ま
ず
。
祖
宗
、
凡
そ
大
臣

死
す
れ
ば
、
遠
地
臨
む
に
及
ば
ざ
る
者
は
、
必
ず
郎
官
を
遣
は
し
て
往
き
て
弔
せ
し

む
。
壽
皇
、
凡
一
百
意
思
を
提
接
し
得
た
り
。
這
般
の
處
、
却
っ
て
怨
地
く
に
受
え

ず
。
今
日
、
便
ち
一
向
に
癈
却
す
。

　
　
「
儀
礼
」
十
七
篇
の
１
　
は
、
古
人
が
は
じ
め
か
ら
今
の
よ
う
な
体
裁
の
一
書
に
作

っ
た
の
で
は
な
い
。
初
め
の
間
は
、
義
理
を
も
っ
て
人
情
の
自
然
に
従
う
所
か
ら
発

生
し
た
風
習
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
、
年
月
を
経
過
し
て
漸
次
に
共
に
相
い
襲
ぎ
行
な

わ
れ
て
き
て
、
そ
の
風
習
が
ひ
た
す
ら
巧
妙
に
な
り
、
時
代
を
経
過
し
て
、
情
文
が

極
め
て
細
密
に
、
極
め
て
周
経
な
る
処
に
到
達
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
聖
人
は

却
忌
地
不
以

　
「
儀
腔
」
は
是
れ
古
人
預
め
一
１
　
を
作
り
て
此
の
如
く
な
ら
ず
。
初
間
、
只
だ
舜

　
　
　
　
　
｀
ｌ
　
　
　
ｋ
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
か
｀
肖
７
　
・
″
ｌ
ｉ
ｒ
４
‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｙ



そ
０
　
１
　
習
０
　
意
腹
の
善
良
な
る
も
の
を
見
て
、
遂
に
こ
れ
を
記
録
し
て
Ｉ
書
と
な
し

た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
古
い
時
代
の
君
・
臣
の
人
倫
的
身
分
関
係
を
よ
く
見
る
と
、

貴
公
が
、
先
日
画
か
れ
た
図
子
の
よ
う
に
な
る
も
の
だ
。
も
し
、
列
国
の
諸
侯
た
る

君
主
が
、
臣
下
の
喪
に
親
し
く
臨
ん
だ
時
に
は
、
坐
っ
て
当
心
を
撫
で
、
要
経
し
て

踊
る
の
で
あ
る
。
今
日
で
は
、
人
の
生
と
か
死
と
か
の
場
合
に
は
、
さ
っ
ぱ
り
と
し

て
全
く
無
関
係
で
あ
っ
て
、
た
だ
路
上
で
あ
う
人
の
よ
う
な
関
係
で
あ
る
だ
け
で
は

な
く
て
、
’
い
わ
ゆ
る
君
臣
の
恩
義
と
か
言
う
考
え
方
は
、
ど
こ
へ
行
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
、
全
く
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
宋
の
太
祖
の
時
は
、
旧
の
執
政
が
死
ん

だ
場
合
に
は
、
夫
子
が
わ
ざ
わ
ざ
親
し
く
喪
に
臨
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
か
、

揚
子
江
を
渡
っ
て
臨
安
に
都
を
遷
し
て
か
ら
は
、
全
く
こ
の
よ
う
な
儀
礼
は
廃
止
さ

れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
秦
檜
の
死
に
際
し
て
は
、
時
の
天
子
・
高
宗

は
親
し
く
喪
に
臨
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
来
二
度
と
こ
の
よ
う
な
事
は
行
わ
れ
な

か
っ
た
。
陳
福
公
の
場
合
は
、
孝
宗
か
ら
特
別
の
愛
顧
を
蒙
っ
て
い
た
が
、
彼
が
死

ん
だ
時
に
は
、
孝
宗
は
も
う
親
し
く
喪
に
臨
ま
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
太
祖
の
場
合

は
、
大
臣
が
死
ん
だ
時
、
遠
隔
の
地
で
親
し
く
喪
に
臨
め
な
い
場
合
に
は
、
必
ず
所

管
庁
の
長
官
を
代
理
と
し
て
、
わ
ざ
わ
ざ
弔
に
行
か
せ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

孝
宗
の
時
に
は
、
も
ろ
も
ろ
の
儀
節
に
つ
い
て
の
意
見
を
ひ
き
あ
げ
る
こ
と
は
で
き

た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
こ
の
よ
う
な
儀
節
を
行
う
べ
き
だ
と
い
う

こ
と
が
、
は
っ
き
り
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
今
日
に
至
っ
て
、
諸
儀

節
は
全
く
廃
止
さ
れ
、
す
た
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
Λ
大
意
Ｖ
　
礼
の
起
源
に
関
す
る
朱
子
の
説
（
菊
子
と
異
な
る
見
解
）
を
迷
べ
、
残
礼
経

　
　
　
は
、
聖
人
か
創
作
し
た
も
の
で
は
あ
る
か
、
そ
の
具
体
的
な
事
実
た
る
礼
そ
の
も
の
ま

　
　
　
で
も
創
造
・
規
定
し
た
の
で
は
な
い
と
す
る
。
更
に
、
末
代
天
子
の
臣
下
の
喪
へ
の
親

　
　
　
臨
の
実
体
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

　
注
　
○
以
・
義
起
…
ｊ
「
論
語
」
の
集
註
に
「
礼
者
天
理
之
節
文
也
」
（
顔
淵
）
、
「
礼
者
天
理

　
　
　
之
節
文
・
人
事
之
儀
則
也
」
（
学
而
）
と
あ
る
。
○
情
文
…
－
「
礼
記
」
に
「
礼
者
因
‘
一

　
　
　
人
之
情
一
而
為
‘
一
之
節
文
‘
。
為
二
之
節
文
一
、
以
為
二
民
坊
‘
者
也
」
（
坊
記
）
と
あ
る
。
ま

　
　
　
’
た
、
「
孟
子
」
擦
文
公
上
に
「
蓋
上
世
嘗
有
７
不
ｙ
葬
二
其
親
‘
者
上
。
其
親
死
、
則
挙
而

　
　
　
委
二
之
於
迢
‘
。
他
日
過
・
之
、
…
…
」
と
あ
り
、
そ
の
集
註
に
「
…
…
於
ｙ
是
帰
而
掩
二

七
七
　
　
朱
子
礼
関
係
文
献
国
訳
口
（
山
根
）

　
　
　
其
親
之
戸
一
。
此
莽
埋
之
礼
牙
�
起
－
也
０
　
此
掩
二
其
親
一
者
、
若
所
’
当
‘
然
、
則
孝
子

　
　
　
仁
人
。
所
三
以
掩
二
其
親
一
者
、
必
有
二
其
道
一
、
而
不
二
以
’
薄
為
瓦
貝
矣
」
と
。
○
要
経
Ｉ

　
　
　
腰
に
つ
け
る
麻
の
ま
き
も
の
の
こ
と
。
詳
細
は
、
前
掲
書
「
儀
礼
」
Ⅲ
・
頁
八
の
註
２

　
　
　
と
頁
十
四
の
註
２
な
ど
参
照
。
○
君
臣
之
恩
義
・
：
君
臣
の
義
に
つ
い
て
は
、
「
礼
記
」

　
　
　
に
「
天
地
之
祭
、
宗
廟
之
事
、
父
子
之
道
、
君
臣
之
義
、
倫
也
」
と
あ
る
。
○
祖
宗
－

　
　
　
宋
の
太
祖
（
Ａ
.
Ｄ
.
９
６
０
~
９
９
７
ｊ
°
　
Ｏ
渡
’
江
－
建
炎
元
年
（
に
Ｉ
）
　
・
欽
宗
の
時
、
都

　
　
　
を
臨
安
に
遷
す
。
南
宋
・
高
宗
（
1
1
2
7
-
1
1
6
2
）
の
時
代
と
な
る
。
○
秦
檜
－
字
は
会

　
　
　
之
（
１
０
９
０
-
1
1
5
5
）
、
贈
は
申
王
、
謐
は
忠
献
。
江
蘇
省
の
人
。
高
宗
の
時
、
宰
相
と

　
　
　
な
り
金
国
と
和
議
を
主
張
し
た
。
○
陳
福
公
－
不
詳
。
○
壽
皇
－
宋
の
高
宗
の
尊
号
。

圓
　
俊
有
い
経
、
有
ｙ
受
。
経
者
常
也
。
愛
者
常
之
愛
也
。
先
儒
以
二
曲
俊
‘
場
二
愛
俊
一
。

　
看
来
、
全
以
場
二
愛
俊
一
亦
不
可
。
蓋
曲
者
委
曲
之
義
。
故
以
二
曲
腔
一
場
二
愛
腔
‘
。

　
然
母
’
不
・
敬
。
安
二
定
跡
一
、
安
ｙ
民
哉
。
此
三
句
豊
可
‘
謂
二
之
愛
俊
一
。
先
儒
以
二

　
儀
俊
一
鳥
二
経
敬
一
。
然
儀
俊
中
亦
自
有
・
愛
。
受
俊
中
又
自
有
い
経
。
不
ｙ
可
已
律

　
看
一
也
。
俊
記
、
聖
人
誕
ｙ
俊
、
及
學
者
問
答
處
。
多
是
説
二
腔
之
受
一
。
上
古
俊
書

　
極
多
。
如
三
河
間
献
王
政
Ｊ
拾
一
得
五
十
六
篇
‘
。
後
来
蔵
在
二
秘
府
一
。
鄭
玄
輩
尚

　
及
・
見
・
之
。
今
注
疏
中
有
二
引
援
處
一
。
後
来
遂
失
不
ｙ
傅
。
可
い
惜
可
い
惜
。
儀
俊

　
古
亦
多
有
。
今
所
い
飴
十
七
篇
、
但
多
二
士
敬
一
耳
。
偏

　
俊
に
経
有
り
。
愛
有
り
。
経
な
る
者
は
常
な
り
。
愛
な
る
者
は
常
の
受
な
り
。
先

儒
は
「
曲
俊
」
を
以
て
愛
俊
と
場
す
。
看
来
れ
ば
、
全
て
以
て
受
腔
と
場
す
は
亦
不

可
な
り
。
蓋
し
、
曲
と
は
委
曲
の
義
な
り
。
故
に
曲
俊
を
以
て
愛
俊
と
場
す
。
然
る

に
、
「
敬
せ
ざ
る
こ
と
母
し
。
辞
を
安
定
に
し
、
民
を
安
ず
る
哉
」
と
の
、
此
の
三

句
、
豊
に
之
を
愛
俊
と
謂
ふ
べ
け
ん
や
。
先
儒
は
「
儀
俊
」
を
以
て
極
俊
と
馬
す
。

然
る
に
、
『
儀
俊
』
の
中
に
も
亦
自
ら
受
有
り
。
愛
俊
の
中
に
も
又
自
ら
経
有
り
。

一
律
に
看
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
『
膿
記
』
は
、
聖
人
、
俊
を
誕
き
、
及
び
學
者
問
答

す
る
處
な
り
。
多
く
は
是
れ
俊
の
受
を
説
け
り
。
上
古
に
は
俊
書
極
て
多
し
。
河
間

の
献
王
、
五
十
六
篇
を
収
拾
し
得
る
が
如
き
も
、
後
来
蔵
し
て
秘
府
に
在
る
。
鄭
玄

が
輩
、
尚
ほ
之
を
見
る
に
及
ぶ
。
今
の
「
注
・
疏
」
の
中
に
も
引
援
す
る
處
有
り
。

後
来
遂
に
失
ひ
て
傅
ら
ず
。
惜
む
べ
し
惜
む
べ
し
。
「
儀
俊
」
も
古
に
は
亦
多
く
有

り
。
今
、
能
る
所
十
七
篇
に
は
、
但
だ
士
俊
多
き
の
み
。
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礼
の
内
容
に
は
、
本
質
的
に
経
礼
と
変
礼
と
が
あ
る
。
経
と
は
常
礼
の
意
で
あ

り
、
変
と
は
常
礼
の
変
容
と
の
意
で
あ
る
。
先
儒
が
、
曲
礼
を
変
礼
だ
と
考
え
て
い

る
。
と
こ
ろ
か
、
そ
の
曲
礼
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
内
容
を
よ
く
考
察
し
て
み
る
と
、

そ
れ
が
す
べ
て
変
礼
だ
と
考
え
る
の
は
、
よ
ろ
し
く
な
い
こ
と
で
あ
る
。
思
う
に
、

曲
礼
の
曲
と
は
、
委
曲
の
意
味
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
曲
礼
を
変
礼
だ
と
す
る
の
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
曲
礼
」
の
「
敬
せ
ざ
る
な
か
れ
。
辞
を
安
定
に
し
、
民
を
安

。
ず
る
か
な
」
ノ
と
の
、
こ
の
三
部
は
、
礼
の
本
質
的
な
根
本
復
を
述
べ
た
も
の
で
あ
っ

　
　
　
Ｉ
　
　
ｄ
－
　
Ｉ
　
ｅ
　
″
　
　
　
　
　
、
　
　
　
一
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
Ｆ

で
、
ど
う
し
て
も
変
礼
と
い
う
呉
と
は
で
き
な
い
吋
容
の
も
の
で
あ
名
。
先
儒
は

　
「
儀
礼
」
を
経
礼
だ
と
規
定
し
た
。
。
と
こ
ろ
が
、
こ
’
の
「
儀
礼
」
の
中
に
も
、
ま
。
だ
Ｉ

一
自
か
ら
変
礼
も
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
反
対
に
、
変
礼
の
中
に
も
、
ま
た
自
か
ら

　
ｅ
　
　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
　
　
　
　
　
｀
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

・
経
礼
を
ふ
く
ん
で
い
る
の
で
、
一
律
に
そ
の
よ
う
に
規
定
す
る
こ
。
と
は
で
き
な
い
も

の
で
あ
る
。
『
・
「
礼
記
」
は
、
聖
人
が
礼
の
根
本
義
（
大
体
）
と
そ
の
効
用
と
を
説
い
た
こ

も
の
や
、
学
者
が
礼
に
つ
い
て
問
答
し
た
も
の
な
ど
が
集
録
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
多

く
は
礼
の
変
に
言
及
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
昔
に
は
、
礼
に
関
す
る
１
　
が
大
変
多
く

あ
っ
た
。
河
間
の
献
王
が
、
古
礼
五
十
六
篇
を
収
拾
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
な
ど

も
、
そ
の
後
、
秘
府
に
秘
蔵
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
後
漢
の
鄭
玄
た
ち
ま
で
は
、
そ
の
古

礼
を
直
接
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
現
存
の
「
注
・
疏
」
の
中

に
、
多
く
そ
れ
が
援
引
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
後
に
な
っ
て
、
遂
に
失
わ
れ
て

後
世
に
伝
わ
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
残
念
至
極
の
こ
と
で
あ
る
。
同
様

に
、
「
儀
徽
」
も
ま
た
古
く
は
多
く
の
内
容
が
あ
っ
た
。
今
日
残
存
し
て
い
る
十
七
篇

に
は
、
た
だ
、
士
の
儀
礼
に
関
す
る
も
の
だ
け
が
多
く
載
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
Λ
大
意
Ｖ
　
礼
の
本
質
的
内
容
に
は
、
そ
の
体
を
な
す
経
礼
と
用
を
な
す
変
礼
と
か
あ
る
。

　
　
　
　
「
礼
記
」
の
曲
礼
は
、
す
べ
て
変
礼
で
は
な
い
と
し
て
、
「
礼
記
」
の
概
念
規
定
を
行

　
　
　
　
い
、
更
に
、
「
儀
礼
」
の
経
学
史
的
立
場
に
言
及
し
て
、
現
行
「
儀
礼
」
は
、
士
礼
を

　
　
　
　
多
く
内
容
と
し
て
含
ん
で
い
る
と
す
る
。

　
　
注
　
○
礼
有
‘
経
・
：
－
「
礼
記
」
中
庸
に
「
礼
儀
三
百
、
威
儀
三
千
」
（
章
句
に
「
礼
儀
、
経

　
　
　
　
礼
也
。
威
儀
、
曲
礼
也
」
と
）
、
礼
器
に
「
経
礼
三
百
、
曲
礼
三
千
」
　
（
鄭
注
に
「
経

　
　
　
　
礼
周
二
周
礼
一
也
。
周
礼
六
篇
、
其
官
有
二
三
百
六
十
一
。
曲
猶
い
事
也
。
事
礼
周
二
今
礼
一

　
也
・
ト
：
」
と
）
。
な
お
、
朱
子
の
経
・
変
に
関
す
る
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
朱
子
の

　
’
倫
理
思
想
に
於
け
る
権
の
意
義
」
（
日
本
中
国
学
会
報
第
十
輯
二
九
五
八
年
刊
）
参
照
。

　
○
曲
者
・
：
－
「
礼
記
」
鄭
注
に
、
「
曲
礼
者
是
儀
礼
之
旧
名
、
委
曲
説
礼
之
事
」
と
。

　
○
曲
礼
Ｉ
こ
の
曲
礼
は
「
礼
記
」
首
篇
の
曲
礼
の
こ
と
を
指
す
。
○
母
‘
不
・
敬
…
－

　
　
「
礼
記
」
曲
礼
に
、
「
曲
礼
日
、
母
‘
不
・
敬
、
側
若
思
、
安
二
定
辞
一
、
安
’
民
哉
。
」
と

　
あ
る
・
鄭
注
に
「
此
上
三
句
、
可
‘
一
以
安
・
民
。
説
二
曲
礼
一
者
美
’
之
云
耳
」
と
。
陳
湯

　
　
「
礼
記
集
説
」
に
「
朱
子
日
、
首
章
言
７
君
子
修
身
、
’
其
要
在
二
此
三
者
一
、
而
其
奴
足
巾

　
以
安
去
民
。
乃
礼
之
本
。
『
故
以
冠
‘
篇
プ
：
伯
（
祖
萬
）
氏
日
、
経
礼
三
百
、
曲
礼
三

　
午
｝
可
７
以
已
言
一
蔽
吉
之
。
’
日
母
皐
蔽
。
上
と
あ
る
。
○
礼
記
Ｉ
周
末
か
ら
漢

’
代
諸
９
　
の
古
礼
説
を
集
め
た
経
書
・
本
書
’
の
成
立
に
は
異
説
多
し
・
１
　
説
で
は
ヽ
漢
の

　
、
戴
聖
（
「
大
戴
礼
」
｀
八
十
五
箆
を
集
め
た
威
徳
の
甥
）
か
、
・
「
大
戴
礼
」
な
ど
を
中
心
に
・

　
佃
編
し
て
作
っ
た
も
め
で
あ
っ
て
、
四
十
九
編
あ
り
。
’
○
注
疏
―
後
漢
の
鄭
玄
撰
。
。
「
礼

　
記
注
二
十
巻
」
や
、
唐
の
孔
頴
逮
等
奉
勅
撰
「
礼
記
正
義
七
十
巻
」
　
（
こ
れ
は
、
鄭
注
’

　
を
底
本
と
し
て
、
梁
の
１
　
侃
や
後
周
0
1
熊
安
生
の
礼
記
義
疏
を
参
酌
し
て
作
っ
た
も

　
。
の
）
を
指
す
。
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
　
・
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
万

剛
　
儀
腔
是
経
、
位
記
是
解
二
儀
昏
‘
。
如
’
儀
昏
有
二
冠
位
‘
、
位
記
便
有
二
冠
義
一
、
儀

　
位
有
二
昏
腔
一
、
昏
記
便
有
ｍ
昏
義
上
。
以
至
二
燕
・
射
之
類
一
、
莫
‘
不
二
皆
然
一
。
只

　
是
儀
腔
有
二
士
相
見
一
、
昏
記
却
無
二
士
相
見
義
一
。
後
来
劉
原
父
補
二
成
一
篇
‘
。
文

　
蔚
問
、
補
得
如
何
。
日
、
他
亦
學
二
膿
記
一
下
二
言
語
一
。
ロ
ハ
是
解
二
他
儀
位
‘
。
文
蔚

　
『
儀
位
』
は
是
れ
経
、
「
昏
記
」
は
是
れ
「
儀
位
」
を
解
す
。
「
儀
位
」
に
は
「
冠

位
」
有
り
て
、
「
位
記
」
に
は
便
ち
「
冠
義
」
有
り
、
「
儀
昏
」
に
は
「
畳
位
」
有

り
て
、
「
腔
記
」
に
は
便
ち
「
昏
義
」
有
る
が
如
し
。
以
て
燕
・
射
の
類
に
至
る
ま

で
、
皆
然
ら
ざ
る
こ
と
莫
し
。
只
だ
是
れ
「
儀
位
」
に
は
「
士
相
見
」
有
り
て
、
「
位

記
」
に
は
却
っ
て
士
相
見
義
無
し
。
後
来
、
劉
原
父
、
一
篇
を
補
成
す
。
文
蔚
問

ふ
、
補
ひ
得
て
如
何
ん
、
と
。
日
く
、
他
も
亦
「
位
記
」
を
學
び
て
言
語
を
下
す
。

只
だ
是
れ
他
の
「
儀
腔
」
を
解
せ
る
の
み
、
と
。

　
「
儀
礼
」
は
礼
の
経
を
述
べ
、
『
礼
記
』
は
経
と
し
て
「
儀
礼
」
を
解
説
し
た
も

の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
「
儀
礼
」
に
は
「
冠
礼
」
が
あ
り
、
「
礼
記
」
に
は
、
そ
れ

に
対
す
る
「
冠
義
」
が
あ
り
、
「
儀
礼
」
に
は
「
昏
礼
」
が
あ
っ
て
、
「
礼
記
」
に
は

「
畳
義
」
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
、
燕
礼
や
射
礼
の
類
に
至
っ
て



も
、
皆
そ
う
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
士
相
見
礼
」
は
、
「
儀
礼
」
だ
け
に
見

え
て
、
む
し
ろ
、
「
礼
記
」
に
は
、
そ
れ
に
対
応
す
る
「
士
相
見
義
」
は
な
い
の
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
後
、
劉
原
父
が
そ
の
欠
を
補
う
た
め
に
「
補
亡
記
」
な
る
一

篇
を
補
成
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
関
し
て
、
文
蔚
が
朱
子
に
問
う
た
。
劉
氏

の
補
成
は
ど
ん
な
も
の
で
し
ょ
う
か
、
と
。
言
う
、
劉
氏
も
「
礼
記
」
の
内
容
の
本

質
を
よ
く
学
び
得
て
、
文
章
を
作
っ
て
い
る
。
た
だ
経
で
あ
る
「
儀
礼
」
を
解
釈
し

た
こ
と
に
な
る
だ
け
だ
、
と
。

　
Λ
大
意
▽
　
礼
経
た
る
「
儀
礼
」
と
「
礼
記
」
と
の
内
容
的
本
質
に
言
及
し
、
す
な
わ
ち

　
　
　
　
「
礼
記
」
は
、
経
と
し
て
の
「
儀
礼
」
の
解
説
書
で
あ
る
と
、
劉
敵
の
「
補
亡
記
」
の

　
　
　
内
容
に
も
言
及
し
て
い
る
。

　
注
　
○
劉
原
父
－
「
語
類
」
巻
八
十
四
、
叫
節
の
注
を
参
照
。
○
一
篇
－
劉
氏
著
「
補
亡
記
」

　
　
　
の
こ
と
。
後
節
�
を
参
照
。
な
お
、
前
巻
叫
節
に
も
言
及
す
る
。
○
文
蔚
－
陳
文
蔚
。

　
　
　
字
は
才
卿
、
号
は
克
斎
。
信
州
上
饒
の
人
。
朱
子
五
十
八
才
（
戊
申
）
以
後
の
記
録
者
。

圓
　
魯
共
王
壊
二
孔
子
宅
一
、
得
二
古
文
儀
腔
五
十
六
篇
一
。
其
中
十
七
篇
呉
二
高
堂
生

　
所
‘
傅
十
七
篇
一
同
。
鄭
康
成
注
二
此
十
七
篇
一
、
多
畢
二
古
文
作
７
某
、
則
是
他
富
時

　
亦
見
二
此
壁
中
之
書
一
。
不
’
知
如
何
、
只
解
二
此
十
七
篇
‘
、
而
三
十
九
篇
不
・
解
。

　
竟
無
ｙ
傅
・
焉
。
義
剛

　
魯
の
共
王
、
孔
子
の
宅
を
壇
し
て
、
「
古
文
儀
徽
」
五
十
六
篇
を
得
た
り
。
其
の

中
十
七
篇
、
高
堂
生
傅
ふ
る
所
の
十
七
篇
と
同
じ
。
鄭
康
成
、
此
の
十
七
篇
に
注
す

る
に
、
多
く
「
古
文
某
に
作
れ
り
」
と
畢
る
れ
ぱ
、
則
ち
是
れ
他
の
富
時
に
も
亦
此
。

の
壁
中
の
書
を
見
る
。
知
ら
ず
、
如
何
に
し
て
只
だ
此
の
十
七
篇
を
解
す
る
の
み
に

て
、
三
十
九
篇
を
解
せ
ざ
る
か
を
。
竟
に
焉
を
傅
ふ
る
こ
と
無
し
。

　
景
帝
の
時
、
魯
の
共
王
は
孔
子
の
旧
宅
を
壊
っ
て
、
「
亡
儀
礼
五
十
六
篇
」
い
わ
ゆ

る
「
古
文
儀
礼
」
を
得
た
。
そ
の
中
の
十
七
篇
は
、
漢
初
に
魯
の
高
堂
生
が
伝
え
た

と
こ
ろ
の
十
七
篇
と
同
一
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
。
後
漢
の
鄭
玄
が
、
こ
の
十
七
篇

に
注
し
て
、
多
く
「
古
文
は
某
に
作
れ
り
」
と
を
列
挙
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ

ば
、
鄭
氏
も
そ
の
当
時
こ
の
壁
中
の
書
・
五
十
六
篇
を
直
接
に
見
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
な
の
に
、
ど
う
し
て
、
た
だ
こ
の
十
七
篇
の
み
に
注
解
を
ほ
ど
こ
し
て
、
残
り

七
九
　
　
朱
子
礼
関
係
文
献
国
訳
□
（
山
根
）

の
三
十
九
篇
に
注
解
を
な
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
不
明
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
’

と
う
と
う
こ
の
三
十
九
篇
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
〈
大
意
▽
　
「
今
・
古
文
儀
礼
」
に
関
し
て
言
及
し
、
更
に
、
「
古
文
儀
礼
」
ヽ
の
中
の
三
十

　
　
　
九
篇
と
鄭
注
と
の
関
係
に
言
及
す
る
。

　
注
　
○
古
文
作
某
－
例
え
ば
、
士
冠
礼
「
布
席
干
門
中
関
西
閣
外
西
面
」
の
鄭
注
に
「
閲
門

　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
　
薇
、
闘
閥
也
。
古
文
閲
為
渠
、
岡
為
燈
」
と
あ
る
。

囲
　
儀
緩
疏
、
説
得
不
二
甚
分
明
一
。
温
公
緩
有
二
疎
漏
處
一
。
高
氏
送
終
緩
勝
二
得
温

　
公
緩
一
。
義
剛

　
　
「
儀
緩
疏
」
は
、
説
漣
得
て
甚
だ
分
明
な
ら
ず
。
温
公
の
腔
、
疎
漏
の
處
有
り
。

高
氏
の
「
送
終
膿
」
、
温
公
の
緩
よ
り
勝
り
得
た
り
。

　
唐
の
頁
公
彦
の
「
儀
礼
疏
」
の
説
明
は
、
大
変
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。
司
馬
光

の
礼
説
も
、
疎
で
手
お
ち
の
と
こ
ろ
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
高
氏
の
「
送
終
礼
」

は
、
温
公
の
『
書
儀
』
の
中
に
見
え
る
「
喪
儀
」
の
礼
説
よ
り
は
、
ず
っ
と
す
ぐ
れ

て
い
る
よ
う
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
・
’

　
〈
大
意
▽
　
「
儀
礼
」
に
関
す
る
諸
説
、
頁
疏
・
温
公
礼
説
や
高
氏
の
「
送
終
礼
」
な
ど
に

　
　
　
言
及
し
て
、
喪
礼
に
関
し
て
は
、
高
氏
説
が
、
温
公
説
よ
り
す
ぐ
れ
る
と
批
評
す
る
。

　
　
　
な
お
、
温
公
礼
説
に
っ
い
て
は
本
稿
前
削
節
の
注
参
照
。

　
注
　
○
高
氏
・
：
上
尚
閲
（
宇
は
抑
崇
）
。
「
宋
志
」
に
「
高
閲
「
送
終
礼
」
　
一
巻
」
　
（
史
・

　
　
　
儀
注
類
）
と
あ
る
。

�
　
劉
原
父
補
亡
記
、
如
二
士
相
見
義
・
公
食
大
夫
義
一
俵
好
。
蓋
偏
會
‘
學
こ
人
文

　
字
‘
。
如
７
今
入
善
埓
二
百
家
書
一
者
上
。
又
如
ｙ
學
二
古
楽
府
一
、
皆
好
。
意
林
是
専

　
學
一
公
羊
一
。
亦
似
二
公
羊
‘
。
其
他
所
二
自
埓
一
文
章
、
如
二
雑
著
等
一
、
却
不
二
甚

　
佳
‘
。
人
傑

　
劉
原
父
の
「
補
亡
記
」
、
「
士
相
見
義
・
公
食
大
夫
義
」
の
如
き
は
俵
好
し
。
蓋

し
偏
に
人
の
文
字
を
學
ぶ
こ
と
を
會
す
。
今
人
、
善
く
百
家
の
書
を
埓
る
者
の
如
し
。

　
　
　
　
こ
が
ふ

又
、
「
古
楽
府
」
を
學
ぶ
が
如
き
も
、
皆
好
し
。
「
意
林
」
は
是
れ
専
ら
公
羊
を
學

ぶ
。
亦
、
公
羊
に
似
た
り
。
其
の
他
自
ら
鳥
る
所
　
０
文
章
、
雑
著
等
の
如
は
、
却
っ



八
〇
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
二
十
八
巻
　
人
文
科
学

て
甚
だ
佳
な
ら
ず
。

　
劉
原
父
の
著
「
補
亡
記
」
の
中
で
、
「
士
相
見
義
」
や
「
公
食
大
夫
義
」
な
ど
は
、

ま
あ
ま
あ
好
い
内
容
で
あ
る
。
だ
が
、
た
だ
た
だ
他
人
の
文
章
を
学
う
こ
と
が
で
き

る
も
の
だ
。
今
日
の
人
々
が
、
多
く
の
学
者
の
書
を
作
る
の
と
同
じ
よ
う
な
も
の
で

あ
る
。
ま
た
、
古
い
「
楽
府
」
を
学
う
こ
と
な
ど
も
、
皆
好
い
こ
と
で
あ
る
。
と
こ

ろ
で
、
、
「
意
林
」
は
、
公
羊
を
学
う
た
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
文
章
も
ま
た

公
羊
に
似
て
い
る
の
で
あ
＆
。
’
ぞ
の
他
の
良
分
自
身
で
創
作
し
た
文
章
や
雑
著
な
ど

ぱ
ヽ
叉
対
拓
砂
く
な
い
も
の
で
あ
乱
。
ｊ
　
　
　
　
　
　
ト
。
。
！
　
　
☆
　
～
～
。

　
　
Λ
大
意
▽
　
劉
氏
の
「
捕
亡
記
」
を
通
じ
て
、
文
章
表
現
の
内
容
・
形
式
の
在
り
方
に
論
及

　
　
。
す
　
○
　
　
　
’
‘
　
”
　
　
　
　
　
　
‘
”
　
　
　
　
　
　
　
’

ハ
　
　
｀
’
る
　
　
　
　
　
　
　
｀
‘
　
　
　
　
　
＾
　
　
　
　
　
゛

　
注
　
○
劉
原
父
・
：
―
前
剛
節
及
び
「
語
類
」
巻
八
十
四
御
節
参
照
。
朱
子
は
『
儀
礼
経
伝
通

。
。
。
　
解
』
巻
第
六
・
士
相
見
義
第
十
・
郷
礼
一
之
下
に
劉
敞
補
亡
と
し
て
、
更
に
、
。
第
二
十

　
　
　
一
一
丁
公
食
大
夫
義
、
第
四
十
・
邦
国
礼
四
之
下
に
劉
敞
補
亡
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。
○

　
　
　
古
楽
府
Ｉ
楽
府
に
採
集
さ
れ
た
民
謡
で
、
音
楽
に
あ
わ
せ
て
歌
っ
た
も
の
。
唐
以
後
は
、

　
　
　
古
い
楽
府
題
に
よ
っ
て
作
詩
し
た
が
、
歌
う
こ
と
な
く
、
た
だ
古
体
詩
と
な
っ
た
も

　
　
　
の
。
○
意
林
－
書
名
で
五
巻
（
「
四
庫
提
要
」
子
・
雑
歌
類
に
あ
り
）
唐
の
馬
総
編
。

聞
　
永
嘉
張
忠
甫
所
い
校
儀
膿
、
甚
子
細
。
然
却
於
二
目
録
中
冠
鐙
玄
端
處
一
、
便
錯

　
了
。
但
此
本
較
二
他
本
一
、
尽
一
最
勝
‘
。
賀
孫

　
永
嘉
の
張
忠
甫
、
校
す
る
所
の
「
儀
鐙
」
甚
だ
子
細
な
り
。
然
れ
ど
も
却
っ
て
目

録
中
の
「
冠
腔
」
玄
端
の
處
に
、
便
ち
錯
り
了
る
。
但
だ
此
の
本
、
他
本
に
較
べ
れ

ば
、
最
も
勝
れ
り
と
鳥
す
。

　
永
嘉
の
張
淳
の
校
定
し
た
「
儀
礼
識
誤
」
は
、
大
変
詳
細
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の

目
録
中
の
「
冠
礼
」
玄
端
の
処
に
は
、
錯
誤
が
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
本
は
、
他
の
礼

関
係
の
書
に
比
較
す
る
と
、
最
も
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
〈
大
意
▽
　
「
儀
礼
識
語
」
に
つ
い
て
言
及
す
る
。

　
注
　
○
永
嘉
張
忠
甫
－
永
嘉
は
、
浙
江
省
温
州
永
嘉
郡
永
嘉
県
で
、
こ
こ
に
は
、
朱
・
陸
学

　
　
　
派
に
対
す
る
永
嘉
功
利
学
派
（
浙
州
学
派
）
が
あ
っ
た
。
張
淳
に
つ
い
て
は
、
前
稿
「
語

　
　
　
顛
」
巻
八
十
四
旬
節
の
注
参
照
。

�
　
陳
振
叔
亦
倫
得
。
其
説
二
儀
敬
一
云
、
此
乃
是
儀
。
更
須
ｙ
有
二
敬
書
‘
。
儀
敬
只

　
　
載
二
行
・
敬
之
威
儀
一
。
所
謂
威
儀
三
千
、
是
也
。
敬
書
如
‘
云
二
天
子
七
廟
・
諸
侯

　
　
五
・
大
夫
三
・
士
二
Ｉ
之
類
、
是
誕
二
大
経
一
處
。
這
是
趨
。
須
三
自
有
二
箇
文
字
‘
。

　
　
賀
孫

　
　
陳
振
叔
も
亦
値
得
た
り
。
其
の
「
儀
敬
」
を
説
き
て
云
ふ
、
此
れ
乃
ち
是
れ
儀
な

り
。
更
に
須
ら
く
腔
書
有
る
べ
し
。
「
儀
敬
」
は
只
だ
敬
を
行
ふ
の
威
儀
を
載
す
。

所
謂
威
儀
三
千
、
是
れ
な
り
、
と
。
腔
書
に
、
天
子
七
廟
・
諸
侯
五
・
大
夫
三
・
ナ

　
　
－
　
　
　
　
　
　
Ｊ
　
　
　
ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
－

三
と
云
ふ
が
如
き
の
類
、
是
れ
太
経
を
説
く
處
な
り
。
這
れ
是
れ
敬
な
り
。
須
ら
く
’

　
　
　
　
　
　
　
ｉ
　
　
　
ｌ
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
ｊ
　
　
　
　
－
Ｉ
　
　
　
　
Ｉ
『
　
　
　
　
　
一
　

自
’
レ
箇
の
文
一
子
有
¨
る
べ
１
　
・
ノ
’
　
　
　
　
　
ド
　
　
　
　
～
　
。
＼
　
　
ご
　
ご

　
　
陳
振
叔
も
、
ま
た
「
儀
礼
」
に
関
す
る
説
は
、
ま
あ
ま
あ
要
領
を
得
’
て
い
’
る
。
そ
’

　
の
「
儀
礼
」
を
説
い
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
儀
礼
」
は
儀
節
を
説
い
た
も
の
で
あ

　
る
。
だ
か
ら
、
更
に
当
然
礼
の
経
を
説
く
と
こ
ろ
の
「
礼
書
」
が
あ
る
べ
き
な
の
だ
。

　
「
儀
礼
」
は
、
た
だ
礼
を
行
う
た
め
の
威
儀
を
具
体
的
に
載
せ
て
い
る
も
の
で
、
い

わ
ゆ
る
「
中
庸
」
の
「
威
儀
三
千
」
が
、
そ
れ
で
あ
る
の
だ
、
と
。
礼
書
に
廟
に
関

し
て
「
天
子
は
七
廟
、
諸
侯
は
五
、
大
夫
は
三
、
士
は
両
廟
」
と
あ
る
よ
う
な
類
は
、

礼
の
太
経
を
説
く
処
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
儀
に
対
す
る
礼
で
あ
る
の
だ
。
そ
こ
に

は
、
自
然
に
そ
れ
を
説
明
す
る
た
め
の
文
章
が
、
必
要
と
な
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
〈
大
意
Ｖ
　
「
儀
礼
」
は
威
儀
・
儀
節
を
説
い
た
も
の
で
あ
り
、
「
中
庸
」
の
「
威
儀
三

　
　
　
　
千
」
が
そ
れ
だ
と
す
る
陳
氏
説
を
述
べ
、
朱
子
は
礼
書
の
中
に
も
、
礼
の
根
本
に
な
る

　
　
　
　
儀
に
対
す
る
経
を
説
く
処
が
あ
る
こ
と
を
列
挙
し
て
い
る
。

　
　
注
　
○
陳
振
叔
－
不
明
。
○
所
謂
…
ｊ
「
中
庸
」
に
「
礼
儀
三
百
、
威
儀
三
千
」
と
。
○
天

　
　
　
　
子
七
廟
・
：
－
「
礼
記
」
礼
器
に
「
礼
有
二
以
・
多
為
‘
貴
者
‘
。
天
子
七
廟
・
諸
侯
五
・
大

　
　
　
　
夫
三
・
士
こ
と
、
更
に
、
王
制
に
も
「
天
子
七
廟
・
諸
侯
五
廟
・
大
夫
三
廟
・
士
一

　
　
　
　
廟
」
と
あ
る
。

　
　
　
　
　
士
　
冠

�
　
問
、
士
冠
確
策
二
于
廟
門
一
。
其
確
甚
詳
。
而
昏
確
止
云
、
将
い
加
二
諸
ト
ー
。
占

　
日
、
吉
。
既
無
‘
篁
而
ト
。
確
略
何
也
。
日
、
恐
ト
箆
通
言
‘
之
。
又
問
、
確
家
之

　
意
、
莫
７
是
冠
確
既
詳
二
其
篁
‘
、
則
於
二
昏
腔
‘
、
不
二
必
更
詳
一
、
且
従
ゆ
省
文
之

　
一
－
　
　
　
一
　
　
ｌ
　
　
ｆ
１
　
１
■
　
　
■
　
　
一
一
　
　
　
一
　
ｌ
　
　
　
　
ｊ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
咽



゛
義
上
。
如
何
。
日
、
亦
恐
如
・
此
。
然
儀
膿
中
、
亦
自
有
二
不
ｙ
備
處
一
。
如
ｙ
父
母

　
戒
ｙ
女
、
止
有
二
其
僻
一
、
而
不
ｙ
言
二
於
某
處
一
之
類
上
。
人
傑

　
問
ふ
、
「
士
冠
破
」
、
廟
門
に
笙
ふ
。
其
の
鐙
甚
だ
詳
な
り
。
而
る
に
・
「
昏
徴
」

に
は
止
だ
云
ふ
、
「
将
に
諸
を
ト
に
加
へ
ん
と
す
。
占
に
日
く
、
「
吉
な
り
」
」

と
。
既
に
篁
ふ
こ
と
無
く
し
て
ト
す
。
疆
略
な
る
は
何
ぞ
や
。
日
く
、
恐
く
は
ト
笙

通
じ
て
之
を
言
ふ
な
り
、
と
。
又
、
問
ふ
、
祓
家
の
意
、
是
れ
冠
腔
既
に
其
の
篁
を

詳
ら
か
に
す
れ
ば
、
則
ち
昏
徴
に
於
い
て
、
必
ず
し
も
更
に
詳
か
ら
に
せ
ず
、
且
つ

文
を
省
く
の
義
に
従
ふ
こ
と
莫
き
や
。
如
何
ん
、
と
。
日
く
、
亦
恐
く
は
此
の
如
く

な
ら
ん
。
然
し
て
「
儀
祓
」
の
中
に
も
亦
自
ら
備
ら
ざ
る
處
有
り
。
父
母
、
女
を
戒

ぐ
る
に
、
止
だ
其
の
辞
の
み
有
り
て
、
某
處
を
言
は
ざ
る
の
類
の
如
し
、
と
。

　
問
う
、
「
儀
礼
」
の
「
士
冠
礼
」
に
、
士
が
は
じ
め
て
冠
を
加
え
る
礼
で
、
冠
礼
の

日
を
禰
廟
の
門
で
篁
う
儀
節
に
つ
い
て
は
、
大
変
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
と
こ

ろ
が
、
同
じ
く
「
士
昏
礼
」
に
は
、
女
の
名
を
問
う
礼
（
問
名
）
の
場
合
は
、
「
こ
れ

　
（
女
の
名
）
の
吉
凶
を
ト
お
う
と
思
い
ま
す
」
と
、
更
に
、
ト
の
吉
を
女
の
家
に
告
げ

る
礼
（
納
吉
）
の
場
合
は
、
た
だ
「
占
に
「
吉
」
と
出
ま
し
た
」
と
の
み
言
っ
て
い
る
。

こ
の
場
合
、
箆
の
儀
節
は
な
く
て
ト
だ
け
を
述
べ
ヽ
て
い
て
、
礼
の
内
容
が
簡
略
で
あ

る
の
は
、
ど
う
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
、
と
。
言
う
、
恐
ら
く
、
ト
と
篁
と
を
通
じ

て
言
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
、
と
。
再
び
問
う
、
礼
経
学
家
の
考
え
と
し
て
は
、
冠

礼
で
、
も
う
す
で
に
箆
の
儀
節
に
つ
い
て
詳
述
し
て
お
れ
ば
、
俗
礼
の
場
合
に
は
、

再
床
そ
の
事
に
つ
い
て
詳
細
に
言
及
す
る
こ
と
も
な
い
の
で
、
そ
れ
は
同
時
に
文
章

を
省
略
す
る
方
法
に
従
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
、
ど
う
で
し
ょ
う

か
、
と
。
恐
ら
く
、
省
文
の
意
義
に
従
っ
た
も
の
で
し
ょ
。
う
。
然
し
な
が
ら
、
『
儀

礼
』
の
中
に
も
、
ま
た
自
然
と
不
備
な
点
も
あ
る
。
例
え
ば
、
「
士
昏
礼
」
の
新
迎

　
（
夫
親
ら
婦
を
迎
え
る
礼
）
の
儀
節
で
、
父
母
艦
対
に
を
げ
る
場
合
に
、
た
だ
「
必
ず

正
す
こ
と
有
り
て
、
衣
の
如
く
算
の
若
く
あ
れ
」
と
の
戒
辞
の
み
あ
っ
て
、
そ
れ
を

行
う
場
所
が
、
何
処
で
あ
る
か
を
明
記
し
て
い
な
い
の
が
、
そ
れ
で
あ
る
、
と
。

　
Λ
大
意
▽
「
儀
礼
」
経
文
の
表
現
上
、
通
言
の
立
場
で
の
表
現
と
、
不
備
な
点
と
の
あ
る
こ
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と
を
指
摘
し
、
士
冠
・
士
昏
礼
一
の
卜
箆
の
儀
節
に
関
す
る
表
現
内
容
に
つ
い
て
言
及
す

　
注
　
○
士
冠
礼
・
：
ｊ
「
儀
礼
」
士
冠
礼
の
文
。
○
将
加
…
Ｉ
士
俗
礼
の
問
名
に
関
す
る
記
文

　
　
　
に
「
問
・
名
目
、
某
既
受
ｙ
命
、
将
’
加
‘
海
ト
一
。
敢
請
、
女
為
こ
誰
氏
一
。
・
：
」
と
。
更

　
　
　
に
ヽ
納
吉
に
関
す
る
記
文
に
　
「
納
吉
日
、

。
吾
子
有
・
肌
’
命
。
某
加
一
海
卜
‘
、
占
日
、

　
　
　
吉
。
使
二
某
也
敢
告
一
。
・
：
」
と
あ
る
。
○
父
母
戒
‘
女
…
－
士
昏
礼
の
親
迎
に
関
す
る

　
　
　
記
文
に
「
父
醒
・
女
、
而
侯
こ
迎
者
‘
。
。
‐
一
父
西
面
戒
ｙ
之
、
必
有
Ｅ
正
焉
、
若
‘
衣
若
・
算
。

　
　
　
母
戒
二
諸
西
階
上
一
。
不
・
降
」
と
あ
る
。

㈲
　
問
・
宿
‘
賓
。
日
、
是
戒
二
言
賓
一
也
。
是
隔
い
宿
戒
‘
之
。
暇

　
賓
を
宿
む
る
を
問
う
。
日
く
、
是
れ
賓
を
戒
蕭
す
る
な
り
。
是
れ
宿
を
隔
て
之
に

戒
ぐ
、
と
。

　
問
ふ
、
賓
に
宿
め
る
と
は
、
ど
う
い
う
意
味
な
の
で
し
ょ
う
か
、
と
。
言
う
、
冠

を
加
え
る
賓
に
、
あ
ら
か
じ
め
知
ら
せ
来
る
よ
う
に
戒
げ
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ

の
宿
賓
の
儀
節
は
、
笙
日
の
翌
日
戒
げ
る
の
で
あ
る
、
と
。

　
　
Λ
大
意
▽
　
士
冠
礼
の
「
宿
賓
」
の
意
義
と
そ
の
儀
節
の
日
と
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　
　
注
　
○
宿
賓
－
士
冠
礼
の
宿
賓
に
関
す
る
経
文
に
「
乃
宿
ｙ
賓
。
賓
如
二
主
人
服
一
。
…
」
と
、

　
　
　
鄭
注
に
「
宿
進
也
、
宿
者
必
先
戒
。
戒
不
い
必
’
宿
。
其
不
い
宿
者
為
二
衆
賓
‘
…
…
」
と

　
　
　
あ
る
。
○
隔
宿
－
一
晩
と
め
お
く
の
意
で
、
笈
日
の
翌
日
の
こ
と
。
○
熊
－
呂
振
、
字

　
　
　
は
徳
昭
、
号
は
月
披
。
弟
（
字
は
徳
遠
）
と
朱
子
の
門
に
学
ぶ
。
南
康
（
或
本
に
は
建

　
　
　
。
昌
）
の
人
。
朱
子
六
十
九
歳
の
記
録
者
で
あ
る
。

闘
　
古
朝
服
用
‘
布
。
祭
則
用
ｙ
絲
。
詩
絲
衣
拝
賓
・
戸
也
。
皮
弁
素
積
。
皮
弁
、
以
二

　
白
鹿
皮
‘
馬
匹
之
。
累
積
、
白
布
場
い
継
。
泳
『

　
古
の
朝
服
に
は
布
を
用
ふ
。
祭
に
は
則
ち
絲
を
用
ふ
。
詩
に
「
絲
衣
は
、
拝
し
て

戸
を
賓
す
る
な
り
」
と
。
皮
弁
に
は
素
積
な
り
。
皮
弁
は
、
白
鹿
の
皮
を
以
て
之
を

馬
る
。
素
積
は
白
布
も
て
裾
と
馬
す
。

　
古
い
時
代
の
士
の
礼
服
た
る
朝
服
に
は
、
麻
製
の
布
を
用
い
た
。
祭
服
に
は
絹
製

の
布
（
＝
絲
）
を
用
い
た
の
で
あ
る
。
「
詩
経
」
　
の
「
絲
衣
」
篇
の
　
「
詩
序
」
に
、

　
「
士
が
王
の
祭
を
助
け
て
、
祭
の
翌
日
、
絲
衣
し
て
、
拝
祭
に
戸
を
賓
客
と
し
て

祭
り
宴
す
る
」
と
あ
る
。
皮
弁
の
服
に
は
素
積
を
著
る
の
で
あ
る
。
そ
の
皮
弁
は
、
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白
鹿
の
皮
で
つ
く
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
素
積
は
、
白
い
絹
製
の
布
を
材
料
と

し
て
裾
を
つ
く
る
の
で
あ
る
。

　
　
Λ
大
意
▽
　
士
の
朝
服
に
つ
い
て
言
及
す
る
。

　
　
注
　
○
朝
服
Ｉ
士
の
礼
服
で
、
十
五
升
の
布
衣
と
累
裳
と
か
ら
な
る
。
士
冠
礼
経
文
に
「
主

　
　
　
　
人
玄
冠
・
朝
服
・
細
帯
・
素
峰
：
・
」
と
あ
る
。
そ
の
色
は
、
冠
と
同
色
で
あ
る
。
「
礼

　
　
　
　
記
」
雑
記
に
「
朝
服
十
五
升
」
と
。
○
詩
－
「
詩
経
」
・
周
頌
・
閔
予
小
子
之
什
の
絲

　
　
　
　
衣
の
序
に
「
絲
衣
、
鐸
賓
戸
也
・
：
」
と
、
鄭
注
に
ヽ
「
拝
又
祭
也
。
天
子
諸
侯
日
‘
棒
。

　
　
　
　
・
：
」
と
あ
り
、
本
文
に
「
絲
衣
其
杯
丿
載
’
弁
球
球
・
：
」
と
、
毛
伝
・
集
伝
に
「
絲
衣
祭

　
　
゛
服
也
」
と
あ
る
。
○
皮
弁
・
・
：
－
士
冠
礼
の
冠
日
陳
股
に
関
す
ゐ
経
文
に
、
「
皮
弁
服
、

ｊ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
素
積
・
細
帯
・
素
節
。
ミ
」
と
．
、
皮
弁
服
に
つ
い
て
は
、
、
鄭
注
に
「
此
奥
・
君
視
‘
朔
之

ド
ミ
服
也
。
皮
弁
者
以
‘
【
白
鹿
皮
一
為
‘
冠
、
象
・
玉
古
一
也
」
と
あ
る
。
素
積
μ
一
　
冠
と
同
じ
．

　
　
　
　
白
色
の
衣
と
、
十
五
升
β
布
で
作
っ
て
、
腰
の
ま
わ
り
に
ひ
だ
が
あ
る
裳
（
＝
祐
）
と

ｌ
　
ｌ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
り

　
　
査
く
と
作
す
。
看
来
れ
ば
亦
只
だ
是
れ
皮
弁
の
模
様
な
り
。
皆
白
皮
を
以
て
之
を
鳥

　
　
‘
る
。
細
布
の
冠
は
、
古
来
之
を
有
せ
り
。
初
め
は
是
れ
細
布
の
冠
な
り
。
斉
す
る
と
き

　
　
は
則
ち
之
を
紺
く
す
。
次
の
皮
弁
な
る
者
は
、
只
だ
是
れ
朝
服
な
り
。
爵
弁
は
士
の

　
　
祭
服
な
り
。
周
の
膿
に
は
、
爵
弁
は
五
冤
の
下
に
居
る
、
と
。
又
、
問
ふ
、
「
美
を
散
冤

　
　
に
致
す
」
の
注
に
「
皆
祭
服
な
り
」
と
言
う
。
眠
冤
は
恐
く
は
全
て
是
れ
祭
服
に
あ

　
　
ら
ざ
る
や
否
や
、
と
。
。
日
く
、
祭
服
に
は
之
を
祓
１
　
と
謂
ひ
、
朝
服
に
は
之
を
仰
と

　
　
謂
ふ
。
詩
の
「
郡
埠
秘
た
る
有
り
」
、
内
則
の
「
端
し
節
七
紳
す
」
と
、
皆
是
な
句
。

　
。
問
ふ
、
士
。
冠
腔
句
一
加

‘ ・
再
加
に
、
「
吉
月
・
令
月
」
と
言
い
、
三
加
に
至
れ
ば
、
し

　
　
㎞
　
　
　
！
　
　
　
　
　
『
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―

　
｛
　
「
歳
の
正
を
以
て
」
と
言
ｉ
・
。
知
ら
ず
ぃ
是
れ
奏
１
　
伺
じ
バ
す
る
や
否
や
を
、
ど
。
に

　
曰
く
、
只
だ
是
れ
一
時
節
に
行
ふ
な
’
り
。
此
の
’
文
自
ら
此
の
如
く
説
け
り
。
絹
布
の

　
　
冠
を
加
え
、
。
少
頃
し
て
、
又
、
更
に
皮
弁
を
加
ぶ
。
少
頃
し
て
、
又
、
更
に
爵
弁
を
イ
。

ミ
加
ふ
。
然
し
て
後
に
膿
を
成
す
。
量
公
の
冠
鐙
の
如
き
も
、
亦
此
に
倣
ふ
。
初
め
は
　
。
。

　
　
艮
巾
、
次
は
帽
、
次
は
啖
頭
な
り
、
と
。
又
、
問
ふ
、
散
長
の
散
は
膝
を
蔽
ふ
な
り
。

　
　
阜
を
以
て
之
を
焉
る
。
舜
の
衣
裳
に
征
く
に
、
創
散
締
組
有
り
。
知
ら
ず
、
又
、
如

　
　
何
に
服
の
上
に
辺
く
や
、
と
。
日
く
、
亦
暁
る
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
有
り
。
散
は
、
裳

　
　
の
前
に
在
り
。
亦
僣
を
其
の
上
に
査
く
、
と
。

　
　
　
問
う
、
「
士
冠
礼
」
に
い
わ
ゆ
る
三
度
の
冠
礼
の
中
の
始
の
加
冠
（
＝
始
加
）
・

二
度
目
の
加
冠
（
＝
再
加
）
・
三
度
目
の
加
冠
（
且
二
加
）
が
あ
る
の
は
、
ど
う
し
て

で
し
ょ
う
か
、
と
。
言
う
、
「
士
冠
礼
」
の
記
文
に
「
三
加
し
て
（
一
加
よ
り
も
二
加
・

三
加
と
次
第
に
尊
い
冠
を
用
い
て
）
弥
尊
く
す
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
三
度
冠
を
加
え

る
の
で
あ
る
。
初
め
て
加
え
る
冠
は
、
絹
布
の
冠
で
あ
る
。
そ
の
冠
は
座
布
で
作
る

も
の
で
あ
る
。
二
度
目
に
は
白
鹿
の
皮
製
の
皮
弁
で
あ
る
。
三
度
目
に
は
爵
弁
で
あ

る
。
諸
家
は
皆
雀
の
頭
の
よ
う
な
形
を
な
す
と
し
て
い
る
。
よ
く
看
る
と
、
こ
れ
も

亦
皮
弁
の
模
様
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
等
は
皆
白
い
鹿
の
皮
で
作
る
の
で
あ
る
。
と

こ
ろ
で
、
絹
布
の
冠
は
、
古
い
時
代
か
ら
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
初
め
て
加
え
る
冠

に
は
、
絹
布
の
冠
を
用
い
る
。
こ
れ
は
太
古
で
は
、
平
素
は
今
の
喪
冠
の
よ
う
な
白

布
の
冠
を
冠
し
、
斉
戒
す
る
時
に
は
、
こ
れ
を
染
め
て
絹
く
し
た
も
の
で
あ
る
。
二



度
目
に
加
え
る
皮
弁
は
、
朝
服
で
あ
る
。
三
度
目
に
加
え
る
爵
弁
は
、
士
が
君
の
祭

を
助
け
る
際
に
着
用
す
る
と
こ
ろ
の
祭
服
な
の
で
あ
る
。
周
代
の
礼
で
は
、
爵
弁

は
、
天
子
が
祭
祀
に
用
い
る
五
種
の
冠
の
中
で
下
位
に
あ
る
も
の
な
の
で
あ
る
、
と
。

再
び
問
う
、
「
論
語
」
の
「
美
を
散
竟
に
致
す
」
の
先
生
の
「
集
注
」
に
「
皆
祭
服

な
り
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
散
屍
は
恐
ら
く
全
て
祭
服
で
は
な
い
の
で
す
か
、

ど
う
で
す
か
、
と
。
言
う
、
祭
服
の
場
合
に
は
、
散
見
と
云
い
、
朝
服
に
は
蝉
と
云

う
の
で
あ
る
。
「
詩
経
」
に
「
牌
や
璋
の
飾
り
が
泌
燦
然
と
輝
い
て
い
る
」
と

か
、
「
礼
記
」
内
則
の
「
玄
端
の
服
を
着
、
譚
を
つ
け
、
大
帯
を
結
ぶ
」
と
あ
る
な

ど
は
、
皆
こ
れ
を
云
う
の
で
あ
る
、
と
。
問
う
、
「
士
冠
礼
」
の
一
加
・
再
加
の
時
の
祈

祝
の
辞
に
は
「
吉
月
令
辰
…
」
と
か
「
令
月
吉
日
・
・
・
」
と
か
云
っ
て
い
る
が
、
三
度

目
の
加
冠
の
時
に
な
る
と
、
「
歳
の
正
含
を
以
て
・
：
」
と
云
っ
て
い
る
が
、
同
時
の

儀
節
な
の
で
し
ょ
う
か
、
よ
く
理
解
で
き
ま
せ
ん
、
と
。
言
う
、
こ
れ
等
は
、
一
時

節
に
と
り
行
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
士
冠
礼
」
の
文
章
に
は
、
自
然
と
そ
の
よ
う

に
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
最
初
に
絹
布
冠
を
加
へ
、
し
ば
ら
く
し
て
、
更

に
あ
ら
た
め
て
皮
弁
を
加
え
、
そ
れ
か
ら
し
ぱ
ら
く
し
て
、
ま
た
更
に
爵
弁
を
加
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
冠
礼
が
完
成
す
る
の
で
あ
る
。
司
馬
温
公
が
、
『
書

儀
』
の
「
冠
儀
」
の
中
で
も
、
こ
の
加
冠
の
儀
節
に
従
っ
て
規
定
し
て
い
る
。
そ
れ

に
よ
る
と
、
初
め
に
は
褒
巾
、
次
に
は
帽
、
三
加
に
は
幌
頭
を
用
い
て
い
る
の
で
あ

る
、
と
。
又
問
う
、
散
見
の
散
は
、
膝
を
蔽
う
も
の
で
あ
る
。
章
皮
を
合
し
て

作
る
も
の
で
あ
る
。
。
舜
の
衣
と
裳
と
に
飾
り
を
画
く
の
に
、
齢
散
と
締
と
繍
と
が

ほ
ど
こ
し
て
あ
る
。
こ
の
文
飾
も
服
の
上
に
ど
の
よ
う
に
画
か
れ
た
の
か
、
理
解
が

で
き
ま
せ
ん
、
と
。
言
う
、
私
に
も
よ
く
理
解
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
敵
は
裳

の
前
に
か
け
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
散
の
上
に
耐
を
画
く
の
で
あ
る
、
と
。

　
Λ
大
意
Ｖ
　
士
冠
礼
の
始
加
・
再
加
・
三
加
の
礼
に
着
用
す
る
冠
す
な
わ
ち
絹
布
冠
・
皮

　
　
　
弁
・
爵
弁
に
つ
い
て
述
べ
、
温
公
も
、
礼
経
に
従
っ
て
加
冠
の
礼
を
規
定
す
る
と
し
。

　
　
　
更
に
、
祝
辞
に
言
及
し
、
繊
の
内
容
に
も
言
及
し
て
い
る
。

　
注
　
○
所
謂
・
：
－
「
儀
礼
」
士
冠
礼
の
始
加
・
再
加
及
び
三
加
の
礼
の
こ
と
。
○
所
謂
三

　
　
　
加
…
－
三
加
に
関
す
る
記
文
に
「
三
加
弥
尊
、
論
こ
其
志
一
也
…
」
と
。
ま
た
「
礼
記
」

八
三
　
　
朱
子
礼
関
係
文
献
国
訳
口
（
山
根
）

冠
儀
に
「
三
加
弥
尊
、
加
い
有
い
成
・
：
」
と
あ
る
。
○
初
是
…
－
始
加
に
関
す
る
記
文
に

　
「
冠
義
、
始
冠
、
絹
布
之
冠
也
。
太
古
冠
・
布
、
斉
則
絹
い
之
。
…
」
と
あ
る
。
○
爵
Ｉ

爵
弁
の
爵
と
同
じ
、
雀
の
意
で
、
赤
黒
色
。
○
爵
弁
Ｉ
冠
名
。
冤
に
似
て
施
か
な

い
。
雀
の
頭
に
似
て
い
る
。
士
冠
礼
「
爵
弁
服
」
の
鄭
注
に
「
爵
弁
者
、
冤
之
次
、
其

色
赤
而
微
黒
、
如
一
爵
頭
一
。
・
：
」
と
あ
る
。
○
周
礼
…
－
「
周
礼
」
夏
官
・
弁
師
に

　
「
掌
二
王
之
五
冤
‘
、
皆
玄
冤
、
朱
裏
延
紐
、
’
・
：
」
と
あ
る
。
そ
の
爵
弁
は
、
冤
に
つ
い

で
尊
い
も
の
で
あ
る
。
○
致
美
…
－
「
論
語
」
泰
伯
に
「
子
日
、
萬
吾
無
二
間
然
一
矣
。

…
…
謳
’
衣
服
一
、
而
致
こ
美
乎
敵
冤
一
、
…
…
萬
吾
無
‘
一
間
然
一
矣
」
と
。
何
れ
も
祭
礼
用

の
礼
服
。
敵
は
前
掛
け
、
冤
は
冠
で
、
布
を
包
ん
だ
長
方
形
の
板
が
上
に
つ
い
て
い

て
、
板
か
ら
飾
り
が
垂
れ
て
い
る
も
の
。
○
譚
－
朱
駿
声
撰
「
説
文
通
訓
定
声
」
に

　
「
蝉
、
朝
服
日
・
榔
、
祭
服
日
’
祓
（
敵
）
…
」
と
あ
る
。
な
お
、
敵
に
つ
い
て
は
、
巻

八
十
四
・
第
関
節
参
照
。
○
詩
・
：
－
「
詩
経
」
甫
田
之
什
・
噌
彼
洛
矣
に
「
庭
こ
彼
洛
－

矣
、
維
水
渋
渋
。
君
子
至
止
。
鞠
璋
有
ｙ
泌
。
…
…
」
と
。
毛
伝
に
「
鞠
容
刀
抑
也
。

璋
上
飾
、
泌
下
飾
也
。
・
：
」
と
、
「
集
伝
」
に
「
肺
容
刀
之
稗
。
今
刀
鞘
也
。
璋
上

飾
、
泌
下
飾
。
亦
戎
服
也
」
と
あ
る
。
肺
は
刀
宝
、
玲
は
刀
削
の
上
部
の
飾
、
泌
は
下

部
の
飾
で
あ
る
。
○
内
則
…
－
「
礼
記
」
の
文
。
○
言
吉
月
・
：
－
加
冠
祝
辞
の
経
文
に

　
「
始
加
、
祝
日
、
令
月
吉
日
、
始
加
二
元
服
一
。
…
…
再
加
日
、
吉
月
令
辰
、
乃
申
二
爾

服
一
。
…
…
一
一
一
加
日
、
以
二
歳
之
正
一
、
以
二
月
之
令
一
、
咸
加
二
爾
服
一
。
…
」
と
あ
る
。
○

温
公
…
「
書
儀
」
巻
二
「
冠
儀
」
に
見
え
る
。
○
尉
敵
結
締
－
天
子
の
礼
服
の
半
黒
半

白
の
斧
の
形
の
ぬ
い
と
り
の
美
し
い
模
様
を
齢
敞
と
い
い
、
「
書
経
」
益
稜
に
「
藻
火

粉
米
、
齢
皺
締
綿
」
と
、
そ
の
蔡
伝
に
「
創
若
こ
斧
形
一
。
取
二
其
断
一
也
。
繊
為
‘
両
己
相

背
一
。
取
二
其
辨
‘
也
。
締
、
鄭
氏
読
為
ｙ
布
、
紋
也
。
紋
以
為
い
繍
也
。
・
：
六
者
絵
‘
一
之
於

衣
一
、
宗
彝
也
。
・
上
ハ
者
綿
二
之
於
裳
一
。
所
謂
十
二
章
也
…
…
。
」
と
あ
る
。
○
寓
－
徐

寓
。
字
は
居
父
、
号
は
盤
洲
叟
。
永
嘉
の
人
。
朱
子
六
十
歳
以
後
の
記
録
者
で
あ
る
。

㈲
　
陳
仲
蔚
問
二
冠
儀
一
。
日
、
凡
婦
人
見
二
男
子
一
、
毎
先
一
河
。
男
河
則
又
答
辞
。

　
再
拝
亦
然
。
若
子
冠
則
見
い
母
亦
如
ｙ
之
。
重
二
成
人
一
也
。
尋
常
則
不
ｙ
如
‘
此
。
但

　
古
人
無
二
受
ｙ
河
疆
一
。
雖
・
兄
亦
答
辞
。
君
亦
然
。
但
諸
侯
見
‘
君
、
則
雨
辞
還
二

　
河
‘
。
義
剛

　
陳
仲
蔚
、
冠
儀
を
問
ふ
。
曰
く
、
凡
そ
婦
人
、
男
子
に
見
ゆ
れ
ば
、
毎
に
先
づ
Ｉ

河
す
。
男
河
す
れ
ば
則
ち
又
答
河
す
。
再
拝
に
も
亦
然
り
。
若
し
子
冠
す
れ
ば
則
ち

母
に
見
る
も
亦
之
の
如
く
す
。
成
人
を
重
ず
れ
ば
な
り
。
尋
常
に
は
則
ち
此
の
如
く

な
ら
ず
。
但
だ
古
人
に
は
河
を
受
け
る
の
徽
無
し
。
兄
と
雖
も
亦
答
河
す
。
君
に
も



　
八
四
　
　
高
知
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亦
然
り
。
但
だ
諸
侯
、
君
に
見
ゆ
れ
ぱ
、
則
ち
雨
奔
す
る
に
一
河
を
還
す
、
と
。

　
　
陳
仲
蔚
が
、
冠
礼
の
儀
節
に
つ
い
て
問
う
た
。
言
う
、
一
般
に
、
婦
人
が
男
子
に

　
見
え
る
場
合
に
は
、
何
時
も
ま
ず
婦
人
が
一
拝
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
男
子

　
が
拝
す
れ
ば
、
婦
人
は
又
そ
れ
に
答
え
て
拝
す
る
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
再
拝
の

　
場
合
に
も
、
ま
だ
男
子
、
答
え
て
再
拝
す
る
の
、
で
あ
る
。
若
し
子
が
冠
し
た
場
合
に
、

　
冠
者
で
あ
る
子
が
母
に
。
見
え
る
場
合
に
も
、
亦
こ
の
よ
う
に
侠
拝
す
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
は
、
子
が
成
人
じ
た
こ
と
を
重
ん
ず
る
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
普
通
の
時

　
に
は
ヽ
子
ば
対
し
て
は
、
そ
の
よ
う
な
丈
夫
に
対
す
る
拝
は
し
な
い
の
で
恚
る
。
た

　
、
だ
、
古
の
人
に
は
、
受
拝
の
礼
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
兄
に
対
し
て
も
、
冠
者
は

　
兄
の
拝
に
対
し
て
ま
だ
答
拝
す
る
の
で
あ
る
。
君
主
に
対
し
て
も
ま
た
ぞ
の
よ
う
に

　
す
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
諸
侯
が
君
主
『
（
＝
天
子
）
に
見
え
る
場
合
に
は
、
・
諸
侯
は

Ｌ
一
度
拝
す
る
が
、
君
主
は
一
杯
を
か
え
す
だ
け
で
あ
る
、

”

と
。
　
　

ド

　
　
Λ
大
意
▽
　
婦
人
か
丈
夫
に
対
す
る
侠
拝
（
二
度
の
拝
）
は
、
丈
夫
か
一
度
、
婦
人
か
二
度

　
　
　
　
拝
す
る
よ
う
に
、
冠
者
た
る
子
が
、
母
に
見
え
る
時
に
も
、
母
が
侠
拝
す
る
こ
と
を
述

　
　
　
　
べ
、
冠
者
に
対
す
る
拝
と
、
諸
侯
対
君
主
の
拝
と
に
言
及
す
る
。

　
　
注
　
○
陳
仲
蔚
－
不
詳
。
○
若
子
冠
…
－
士
冠
礼
の
冠
者
か
母
に
見
え
る
経
文
に
「
冠
者
・
…

：
北
面
見
二
于
母
一
。
母
拝
受
。
子
拝
送
。
母
又
拝
」
と
、
鄭
注
に
「
婦
人
於
‘
受
夫
‘
、

　
　
　
　
雖
二
其
子
‘
、
猶
侠
拝
」
と
あ
る
。
更
に
、
冠
者
か
兄
弟
に
見
え
る
経
文
に
「
冠
者
見
一
’

　
　
　
　
于
兄
弟
‘
。
兄
弟
再
拝
。
冠
者
答
拝
…
」
と
あ
る
。
「
礼
記
」
冠
義
に
｛
見
‘
一
於
母
一
、
母

　
　
　
　
拝
・
之
。
見
‘
一
於
兄
弟
｝
、
兄
弟
拝
・
之
。
成
人
而
典
成
‘
礼
也
。
…
」
と
あ
る
。

�
　
冠
者
見
三
母
良
二
兄
弟
一
。
而
母
良
二
兄
弟
‘
、
皆
先
秤
。
此
一
節
亦
差
異
。
昏
膿

　
亦
然
。
婦
始
見
二
舅
姑
一
、
舅
姑
亦
芦
。
義
剛

　
冠
者
、
母
と
兄
弟
と
に
見
ゆ
。
而
し
て
母
と
兄
弟
と
は
、
皆
先
づ
奔
す
。
此
の
一

節
も
亦
差
異
あ
り
。
昏
疆
も
亦
然
り
。
婦
、
始
め
て
舅
姑
に
見
ゆ
れ
ば
、
舅
姑
も
亦

芦
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
゛

　
冠
者
が
、
母
と
兄
弟
と
に
見
え
る
時
に
は
、
母
と
兄
弟
と
が
先
に
拝
す
る
の
で
あ

る
。
こ
の
場
合
の
拝
の
儀
節
は
、
普
通
の
場
合
の
拝
と
は
差
異
が
あ
る
の
で
あ
る
。

昏
礼
の
場
合
に
も
そ
の
よ
う
な
拝
を
す
る
の
で
あ
る
。
新
婦
が
始
め
て
舅
姑
に
見
え

る
時
に
も
、
舅
姑
も
ま
た
新
婦
の
拝
に
答
え
て
拝
す
る
の
で
あ
る
、
と
。

　
　
Λ
大
意
Ｖ
　
冠
者
に
対
す
る
母
と
兄
弟
の
拝
と
、
新
婦
か
舅
姑
に
見
え
る
時
の
拝
と
が
同
一

　
　
　
　
性
格
を
も
つ
侠
拝
に
当
る
こ
と
を
述
べ
る
。

　
　
注
　
○
冠
者
…
－
冠
者
か
母
に
見
え
る
こ
と
に
つ
い
て
は
前
節
参
照
。
冠
者
か
兄
弟
に
見
え

　
　
　
　
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
経
文
に
「
冠
者
見
二
于
兄
弟
一
。
兄
弟
再
拝
。
冠
者
答
拝
・
：
」
と

　
　
　
　
あ
る
。
○
婦
始
・
：
－
士
俗
礼
の
新
婦
か
舅
姑
に
見
え
る
礼
に
関
す
る
経
文
に
「
…
婦

　
　
　
　
執
二
部
東
・
栗
一
、
自
’
門
入
、
升
‘
自
二
西
階
一
、
進
拝
蓼
一
于
席
‘
。
舅
坐
撫
‘
之
、
興
答

　
　
　
　
拝
。
婦
還
又
拝
。
。
・
：
」
と
、
鄭
注
に
「
還
又
拝
者
、
還
二
於
先
拝
処
一
拝
。
婦
人
与
‘
受

　
　
　
　
夫
一
為
ｙ
礼
則
侠
拝
」
と
あ
ぢ
。
　
　
　
　
　
－
‐
　
　
　
　
　
　
ヽ
バ
　
　
Ｌ

㈲
　
士
冠
破
始
冠
゛
一
縫
布
冠
ｙ
冠
而
弊
ｉ
-
之
。
＼
弊
１
　
限
ｙ
用
也
。
義
隆
士
〈
　
　
、
＼
’

　
う

れ
用
ひ
。
ざ
れ
ば
な
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
。

　
１
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ａ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４

　
　
「
士
冠
礼
」
　
で
は
、
三
度
の
加
冠
の
儀
節
の
中
で
、
始
め
て
の
冠
を
加
え
る
に

は
、
絹
布
の
冠
を
冠
ら
せ
る
。
そ
の
場
合
、
冠
礼
が
終
了
し
た
ら
、
こ
れ
を
弊
て
る

の
で
あ
る
。
弊
て
る
の
は
、
こ
れ
を
用
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
　
〈
大
意
▽
　
始
加
の
冠
は
、
繩
布
冠
で
あ
っ
て
、
儀
礼
終
了
後
は
、
不
用
と
し
て
棄
て
る
と

　
　
　
　
す
る
。

　
　
注
　
○
始
冠
…
―
士
冠
礼
の
始
加
に
関
す
る
記
文
に
「
冠
義
、
始
冠
、
細
布
之
冠
也
。
…
…

　
　
　
　
冠
而
敵
’
之
可
也
」
と
あ
る
。
な
お
、
こ
の
文
は
、
「
礼
記
」
・
郊
特
牲
に
引
く
も
の

　
　
　
　
と
同
一
で
あ
る
。
買
疏
は
、
士
以
上
は
敞
つ
る
が
、
庶
人
は
こ
れ
を
著
用
す
る
（
聶
崇

　
　
　
　
義
同
じ
）
と
い
い
、
江
永
は
そ
の
理
由
を
、
後
世
の
玄
冠
は
紛
を
用
い
て
布
を
用
い
な

　
　
　
　
い
か
ら
だ
と
し
て
い
る
。
前
掲
「
儀
礼
」
Ｉ
の
四
五
頁
参
照
。

　
　
　
　
　
　
士
　
昏

�
　
儀
破
昏
破
、
下
達
用
‘
高
。
注
謂
’
在
‘
下
之
人
、
達
二
二
家
之
好
一
而
用
表
鷹
、

　
非
也
。
此
只
是
公
卿
・
大
夫
下
達
二
庶
人
一
、
皆
用
・
高
。
後
得
二
陸
農
師
解
一
、
亦

　
如
・
此
誕
。
陸
解
多
二
杜
撰
‘
。
亦
鮑
有
二
好
處
一
。
但
簡
略
難
い
看
。
陳
祥
道
破
書
考

　
得
亦
ほ
也
・
淳
○
義
剛
録
云
、
揮
之
云
、
自
二
通
典
‘
後
、
牙
一
入
理
二
會
破
一
。
本
朝
但
有
二

　
´
´
穏
　
　
ｎ
　
陳
祥
道
・
陸
佃
略
理
會
宗
一
。
日
、
陳
祥
道
理
會
得
也
穏
也
。
陸
農
師

　
也
有
二
好
處
一
。
但
杜
撰
處

　
多
。
如
二
儀
鐙
一
云
云
。

　
　
「
儀
破
」
の
（
士
）
昏
破
に
、
「
下
達
し
て
鷹
を
用
ふ
」
と
。
注
に
「
下
に
在
る



０
　
人
、
二
家
の
好
を
達
し
て
、
局
を
用
ふ
」
と
謂
ふ
は
、
非
な
り
ご

公
卿
・
大
夫
よ
り
下
庶
人
に
達
す
る
ま
で
、
皆
　
通
じ
て
肩
を
用
ふ
る
な
り
。
後
、

陸
農
師
の
解
を
得
る
に
、
亦
此
の
如
く
誕
け
り
。
陸
の
解
は
杜
撰
多
し
。
亦
鮑
好
き

處
有
り
。
但
だ
簡
略
に
し
て
看
難
し
。
陳
祥
道
の
『
殿
書
』
考
へ
得
て
亦
穏
な
り
。

○
義
剛
か
録
に
云
ふ
、
揮
之
云
ふ
、
「
通
典
」
よ
り
後
、
人
の
趨
を
理
會
す
る
こ
と
尤
し
。
本
朝
、

　
但
だ
陳
祥
道
・
陸
佃
の
み
略
理
曾
し
来
る
有
り
、
と
。
日
く
、
陳
祥
道
は
、
理
會
し
得
て
也

た
穏
な
り
。
陸
農
師
も
也
た
好
き
處
有
り
。
但
だ

杜
撰
な
る
處
多
し
。
「
儀
饅
」
の
如
き
云
云
、
と
。

　
　
「
儀
礼
」
の
士
の
結
昏
の
礼
に
、
「
媒
介
者
を
通
じ
て
女
の
家
へ
結
婚
の
意
志
を

通
達
し
、
納
采
に
は
生
き
た
厠
を
用
い
る
」
と
あ
る
注
釈
に
、
下
に
在
る
人
が
、
婿
の

家
は
結
婚
の
意
志
を
、
女
の
方
は
許
諾
す
る
と
の
両
家
の
好
を
通
達
す
る
の
に
鷹
を

用
い
る
と
云
っ
て
い
る
の
は
、
間
違
い
で
あ
る
。
こ
の
文
意
は
、
上
は
三
公
・
九
卿

や
大
夫
か
ら
、
下
は
一
般
庶
人
に
至
る
ま
で
、
納
采
の
意
を
示
す
た
め
、
皆
筒
を
用

い
る
の
だ
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、
陸
農
師
の
礼
解
釈
書
を
見
得
た
と
こ
ろ
が
、

彼
も
ま
た
そ
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。
陸
氏
の
理
解
に
は
不
正
確
で
間
違
い
が
多
い

が
、
そ
の
反
面
、
ま
た
好
い
処
も
多
く
見
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
説
明
が

簡
略
で
あ
る
の
で
、
よ
く
理
解
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
。
陳
祥
道
の
「
礼
書
」
は
、

よ
く
考
え
ら
れ
て
い
て
ヽ
そ
の
説
は
穏
当
で
あ
る
・
　
○
皿
丿
句
皿
瞬
｝
心
と
。
一
　
　
　
一
一
に
匹

後
、
人
々
は
礼
を
理
解
し
な
か
っ
た
。
た
だ
本
朝
の
陳
祥
道
と
陸
佃
と
は
、
大
体
礼
を
理
会
す

る
こ
と
か
で
き
て
い
た
、
と
。
朱
子
言
う
、
陳
祥
道
は
礼
説
を
よ
く
理
解
す
る
こ
と
か
で
き
て

い
て
、
そ
の
説
は
穏
当
で
あ
る
。
ま
た
、
陸
佃
の
礼
説
も
好
い
処
も
多
く
あ
る
か
、
た

だ
杜
撰
な
処
が
多
く
存
す
る
。
例
え
ば
、
「
儀
礼
」
の
何
々
の
よ
う
で
あ
る
、
と
。

〈
大
意
Ｖ
　
昏
礼
の
「
下
連
用
蕩
」
の
意
味
を
述
べ
、
末
代
の
礼
学
者
、
陳
祥
道
・
陸
佃
な

　
　
ど
の
礼
書
に
つ
い
て
の
所
見
を
説
く
。

注
　
○
下
達
…
－
士
昏
礼
の
納
采
に
関
す
る
経
文
に
「
昏
礼
、
下
達
、
納
采
用
・
鴎
」
と
、

　
　
鄭
注
に
「
達
通
也
。
将
・
欲
三
与
‘
彼
合
二
昏
姻
一
い
必
先
使
三
媒
氏
下
二
通
其
言
一
。
女
氏

　
　
許
’
之
、
乃
後
使
三
人
納
二
其
采
択
之
礼
で
・
」
と
あ
る
。
頁
疏
に
「
言
二
下
達
一
者
、
男

　
　
為
’
上
、
女
為
’
下
、
取
二
陽
侶
陰
和
之
義
一
。
故
云
二
下
達
‘
。
謂
以
‘
一
言
辞
’
、
下
二
通
於

　
　
女
氏
‘
也
。
・
：
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
昏
礼
に
は
身
分
の
如
何
に
関
せ
ず
蕩
を
用
い

　
゛
る
こ
と
の
意
。
○
注
謂
…
－
「
礼
記
」
昏
義
に
｛
昏
礼
者
将
７
合
二
二
姓
之
好
‘
、
上
以

　
　
事
二
宗
廟
｝
、
而
下
以
継
申
後
世
上
也
」
と
あ
る
。
○
陸
農
師
－
「
語
類
」
巻
八
十
四
・
㈲

八
五
　
　
朱
子
礼
関
係
文
献
国
訳
口
（
山
根
）

節
注
参
照
０
　
恐
ら
く
「
礼
２
　
解
」
か
、
「
儀
礼
６
　
」
に
見
え
る
も
０
　
で
あ
ろ
う
０
　
○
陳

祥
道
－
字
は
用
之
（
１
０
５
３
-
１
０
９
３
）
。
福
州
の
人
。
礼
関
係
の
著
に
、
「
礼
書
」
百
五

十
巻
が
あ
る
。
○
通
典
－
巻
八
十
四
・
皿
節
の
本
文
と
注
参
照
。
○
択
之
－
林
用
中
。

古
田
の
人
、
朱
子
は
畏
友
と
す
る
。
「
朱
子
文
集
」
巻
七
十
五
に
「
林
用
中
字
序
」
が

見
え
る
。

剛
　
問
、
昏
徴
用
い
鷹
。
婿
執
‘
鷹
。
或
謂
、
取
・
‘
】
其
不
二
再
偶
一
。
或
謂
、
取
’
其
順
二
陰

　
陽
‘
往
来
之
義
上
。
日
、
士
昏
破
謂
二
之
価
乗
‘
。
蓋
以
・
士
而
服
二
大
夫
之
服
‘
爵
弁
、

　
乗
二
大
夫
之
車
一
墨
車
、
則
富
‘
執
二
大
夫
之
賢
一
。
前
説
恐
傅
會
。
又
日
、
重
二
其
徴
一

　
而
盛
二
其
服
一
。
賜

　
問
ふ
、
昏
徴
に
薦
を
用
ひ
、
婿
、
薗
を
執
る
、
と
。
或
ひ
と
謂
ふ
、
其
の
再
び
偶

せ
ざ
る
に
取
る
、
と
。
或
ひ
と
謂
ふ
、
其
の
陰
陽
に
順
ひ
て
往
来
の
義
に
取
る
、

と
。
日
く
、
「
士
昏
徴
」
に
之
を
価
乗
と
謂
ふ
。
蓋
し
士
を
以
っ
て
し
て
大
夫
の
服

爵
弁
を
服
し
、
大
夫
の
車
墨
車
に
乗
れ
ば
、
則
ち
富
に
大
夫
の
賢
を
執
る
べ
し
。
前

説
、
恐
く
は
傅
會
な
ら
ん
、
と
。
又
日
く
、
其
の
徴
を
重
ん
じ
て
其
の
服
を
盛
に

す
、
と
。

　
問
う
、
結
婚
の
礼
の
納
采
・
納
吉
・
請
期
な
ど
に
摯
と
し
て
鷹
を
用
い
、
ま
た
、

親
迎
の
時
に
、
婿
が
高
を
執
る
こ
と
に
つ
い
て
、
或
る
人
は
、
婦
が
再
度
配
偶
者
を

か
え
な
い
意
味
だ
と
い
い
、
或
る
人
は
、
陰
陽
の
変
化
に
順
応
し
て
規
則
正
し
い
結

婚
の
順
序
を
明
示
す
る
意
味
に
取
っ
た
の
だ
と
、
云
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
う
で
し
ょ

う
か
、
と
。
言
う
、
「
士
昏
礼
」
で
は
、
こ
れ
を
摂
乗
と
云
っ
て
い
る
。
よ
く
考
え

て
見
る
と
、
士
の
身
分
で
あ
っ
て
、
士
の
上
等
の
祭
服
で
大
夫
の
服
で
あ
る
爵
弁
を

つ
け
、
主
人
（
＝
婿
）
討
普
通
な
ら
ば
、
士
の
車
で
あ
る
検
車
に
乗
る
が
、
礼
を
盛

大
に
し
て
、
大
夫
の
乗
る
革
の
つ
い
た
墨
車
に
乗
る
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
大
夫
の

賢
で
あ
る
肩
を
執
る
べ
ぎ
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
前
の
説
は
、
恐
ら
く
こ
じ
つ
け
で
あ

ろ
う
、
と
。
又
言
う
、
昏
礼
は
重
大
な
儀
礼
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
重
ん
じ
て
、
大

夫
の
服
を
つ
け
て
盛
大
な
も
の
に
し
た
の
で
あ
る
、
と
。

　
Λ
大
意
Ｖ
　
「
鄭
注
・
頁
疏
」
や
程
伊
川
の
説
を
批
判
し
て
、
昏
礼
の
摯
に
鵬
を
用
い
る
こ

　
　
　
と
の
意
味
を
述
べ
て
い
る
。
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注
　
○
用
・
肩
・
：
－
士
昏
礼
の
納
采
に
「
昏
礼
、
下
達
、
納
采
用
‘
両
・
：
」
、
納
吉
に
「
納
吉

　
　
用
・
○
、
如
こ
納
采
礼
一
」
、
請
期
に
「
請
期
用
’
両
…
」
と
あ
る
。
○
婿
執
・
・
・
－
親
迎

　
　
に
「
賓
執
‘
○
従
。
・
：
」
と
あ
る
。
朱
子
「
家
礼
」
に
は
、
簡
省
に
従
っ
て
、
親
迎
の

　
　
み
に
○
を
用
い
る
と
す
る
。
○
或
調
…
－
「
工
程
遺
書
」
に
「
婚
礼
執
‘
両
者
、
取
三
其

　
　
不
二
再
偶
一
爾
。
非
二
随
ｙ
陽
之
物
一
」
（
巻
二
十
四
）
と
、
伊
川
の
考
え
方
。
○
順
陰
陽
…

　
　
－
士
昏
礼
の
鄭
注
に
≒
用
ｙ
両
為
・
摯
者
、
取
其
順
‘
一
陰
陽
一
往
来
…
」
と
、
頁
疏
に
「
案

　
　
周
礼
大
宗
伯
云
、
・
以
ｙ
禽
作
二
六
摯
一
。
卿
執
旨
～
大
夫
執
ｙ
両
、
士
執
‘
誰
。
此
昏
礼

　
　
無
ｙ
問
二
尊
卑
一
、
皆
用
‘
両
。
故
鄭
注
谷
一
言
云
、
取
三
其
順
二
陰
陽
一
往
来
也
。
陰
陽
往
来

。
『
　
・
者
、
、
両
木
落
南
翔
、
泳
沖
北
狙
、
夫
為
‘
陽
婦
為
‘
陰
。
『
今
用
ｉ
両
者
、
亦
取
二
婦
人
従
で

　
　
夫
之
義
一
。
・
１
　
以
昏
礼
用
‘
焉
。
…
』
と
あ
る
。
「
白
虎
通
」
　
・
ぜ
娶
篇
に
ら
礼
日
、
。
女
ヽ
・

待
ち
て
后
に
廟
見
す
、
と
。
或
ひ
と
日
く
、
未
だ
廟
見
せ
ず
し
て
死
す
れ
ば
、
則
ち

妾
の
膿
を
以
っ
て
之
を
葬
る
、
と
。
曰
く
、
婦
氏
の
黛
に
蹄
葬
す
、
と
。

　
或
る
人
が
問
う
、
礼
経
書
で
あ
る
「
礼
記
」
曽
子
問
に
「
婦
は
三
ヶ
月
の
後
に
廟

見
す
る
の
で
あ
る
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
「
春
秋
左
氏
伝
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
廟

見
の
儀
節
と
同
一
で
は
な
い
か
、
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
か
、
と
。
言
う
、
「
左
伝
」

で
説
い
て
い
る
礼
節
で
、
礼
経
１
　
の
内
容
と
同
じ
く
な
い
も
の
が
多
く
あ
る
。
そ
れ

は
、
多
分
そ
句
当
時
の
俗
礼
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
必
ず
し
も
礼
経
書
の
内
容
と
合

Ｌ・
雙
為
む
数
」
と
あ
る
。
乗
と
は
一
対
と
か
そ
ろ
い
の
意
味
で
あ
る
か
、
こ
こ
で
は
瓜
を

　
お
さ
め
る
の
意
か
？
○
服
大
夫
之
服
・
：
－
夫
親
ら
婦
を
迎
え
る
親
迎
の
礼
に
関
す
る

　
経
文
に
　
「
主
人
爵
弁
、
総
裳
絹
柚
。
従
者
畢
玄
端
。
乗
二
墨
車
一
、
…
…
」
と
あ
る
。

　
○
賜
－
林
賜
。
宇
は
聞
一
。
朱
子
六
十
五
歳
の
記
録
者
で
あ
る
。

討
Ｐ
り
勁
丿
筆
虹
≒
Ｕ
八
割
Ｕ

鴛

引
証
一
封
乱
…
…
致
レ
々
い
占
ご
ろ
も
あ
る
の
’
だ
/
:
と
。
又
問
う
ぐ
す
で
に
嫁
し
て
皿
ど
な
フ
だ
力
ぴ
ノ

ｙ
用
・
」
川
者
≒
恥
二
其
膀
時
南
北
ヽ
不
良
二
其
節
・
。
明
京
阪
二
女
子
之
昨
一
也
・
又
　
　
ト
ご
ぱ
、
当
然
廟
見
す
づ
き
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
に
は
ヽ
一
必
ず
三
ヶ
月
の
久
し
い
期
間
‘

取
＝
飛
成
行
東
成
ふ
地
。
‘
明
暗
一
哩
之
礼
・
長
幼
有
・
序
、
不
’
一
相
蹟
越
一
也
」
と
。
　
　
ノ
’
、
を
経
な
け
れ
ば
尨
ぴ
な
い
の
は
ヽ
ど
ぅ
い
う
ぉ
け
な
の
で
し
ょ
う
か
ヽ
。
と
・
影
っ
ヽ

力
１
－
摂
た
、
個
々
冷
冷
心
一
諾
ぷ
恣
゛
呻
唯
津
ド
に
ぽ
〈
Ｊ
順
二
　
三
ヶ
月
経
過
し
た
後
に
昏
礼
の
儀
事
が
一
段
落
す
る
宅
あ
る
ご
ご
ヶ
月
ざ
過
す
ぞ
〈

昌
　
或
降
、
服
経
婦
三
月
而
後
廟
見
。
良
二
左
氏
一
不
ｙ
同
。
日
、
左
氏
坦
ｙ
服
處
、
多

　
屏
一
服
経
一
不
・
同
。
恐
是
富
時
俗
服
。
非
三
必
合
二
於
服
経
‘
。
又
問
、
既
場
’
婦
、

　
便
富
二
廟
見
一
。
必
三
月
之
久
、
何
邪
。
日
、
三
月
而
後
事
定
。
三
月
以
前
、
恐
更

　
有
二
可
ｙ
去
等
事
一
。
至
二
三
月
一
不
い
可
・
去
、
則
鳥
・
婦
定
矣
。
故
必
待
こ
三
月
一
而
后

　
廟
見
。
或
日
、
未
二
廟
見
一
而
死
、
則
以
二
妾
腹
‘
葬
・
之
。
日
、
節
Ｊ
葬
於
婦
氏
之

　
窯
一
。
文
蔚

　
或
ひ
と
問
ふ
、
服
経
に
「
婦
三
月
に
し
て
後
に
廟
見
す
」
と
。
左
氏
と
同
じ
か
ら

ず
、
と
。
日
く
、
左
氏
、
服
を
誕
く
處
、
多
く
服
経
と
同
じ
か
ら
ず
。
恐
く
は
是
れ

富
時
の
俗
服
な
ら
ん
。
必
ず
し
も
磁
経
に
合
ふ
に
あ
ら
ず
、
と
。
又
問
ふ
、
既
に
婦

と
篤
ら
ば
、
便
ち
富
に
廟
見
す
べ
し
。
必
ず
三
月
の
久
は
、
何
ぞ
や
、
と
。
日
く
、

三
月
に
し
て
後
に
事
定
ま
る
。
三
月
以
前
、
恐
く
は
更
ち
去
る
べ
き
等
の
事
有
り
。

三
月
に
至
り
て
去
る
べ
か
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
婦
埓
る
こ
と
定
る
。
故
忙
必
ず
三
月
を

ま
で
は
、
去
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
事
件
が
、
起
る
こ
’
と
も
あ
る
だ
ろ
う

し
。
三
ヶ
月
経
過
し
て
去
る
べ
き
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
正
式
の
婦
と
な
る
こ
と
は
、

必
定
で
あ
る
の
で
、
必
ず
三
ヶ
月
経
過
し
て
か
ら
廟
見
す
る
の
で
あ
る
、
と
。
或
る

人
が
言
う
、
嫁
し
て
来
て
か
ら
ま
だ
廟
見
し
な
い
で
す
な
わ
ち
正
式
な
婦
と
な
ら
な

い
で
死
ん
だ
場
合
に
は
、
妾
の
礼
で
も
っ
て
葬
る
と
云
う
の
は
、
ど
う
で
し
ょ
う

か
、
と
。
言
う
、
そ
の
場
合
は
、
女
氏
の
党
に
帰
葬
す
る
の
で
あ
る
、
と
。

　
〈
大
意
▽
　
廟
見
を
存
し
て
い
る
時
の
通
礼
と
し
て
、
昏
礼
は
、
廟
見
に
よ
っ
て
終
了
す
る

　
　
　
と
す
れ
ば
、
廂
見
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
種
々
の
問
題
か
存
す
る
。
三
ヶ
月
し
て
嘲
見
す

　
　
　
る
意
義
に
言
及
し
、
更
に
、
未
だ
廟
見
し
な
い
時
に
死
亡
す
る
婦
の
喪
礼
に
も
言
及
し

　
　
　
て
い
る
。

　
注
　
○
礼
経
…
－
「
礼
記
」
曽
子
問
に
「
三
月
而
廟
見
、
称
二
来
婦
一
也
。
択
’
日
而
祭
二
於
禰
‘
、

　
　
　
成
二
婦
之
義
一
也
」
と
あ
る
。
「
儀
礼
」
士
昏
礼
に
、
舅
姑
が
没
し
て
い
る
時
に
婦
か
廟

　
　
　
見
す
る
礼
の
経
文
に
「
若
舅
姑
既
没
、
則
婦
入
三
月
、
乃
莫
‘
菜
・
：
」
（
若
し
も
舅
姑
が

　
　
　
既
に
没
し
て
い
れ
ば
、
婦
が
夫
の
室
に
入
っ
て
、
昏
礼
か
す
ん
で
最
大
限
三
ヶ
月
の
後

　
　
　
に
、
祖
廟
に
菜
を
莫
え
る
礼
を
行
う
。
Ｉ
女
が
来
て
、
舅
姑
存
す
れ
ば
、
明
日
舅
姑
に

　
　
　
見
え
る
の
で
あ
る
Ｉ
）
と
あ
り
。
更
に
、
記
に
「
婦
入
三
月
、
然
後
祭
行
」
（
婦
が
室
に

　
　
　
入
っ
て
か
ら
三
ヶ
月
し
て
、
は
じ
め
て
四
時
の
常
祭
が
あ
れ
ば
、
助
祭
の
こ
と
を
行
う

　
　
　
こ
と
が
で
き
る
）
と
あ
る
。
朱
子
は
、
「
儀
礼
経
伝
通
解
」
巻
二
・
士
昏
礼
第
三
・
家
礼

　
　
　
之
上
に
「
右
祭
行
塁
」
と
し
て
、
上
掲
の
記
の
文
を
経
文
「
若
舅
姑
云
々
」
の
前
に
移



　
　
　
し
て
い
る
０
　
前
掲
「
儀
礼
Ｊ
Ｉ
・
士
昏
礼
頁
一
六
九
註
参
照
０
　
○
左
氏
ｊ
「
春
秋
左
氏

　
　
　
伝
」
に
「
鄭
公
子
忽
如
・
陳
、
逆
I
I
婦
嬬
‘
。
陳
鍼
子
送
‘
女
、
先
配
而
后
祖
。
鍼
子
日
、

　
　
　
是
不
ｉ
為
i
ｒ
f
K
i
s
i
i
、
胚
一
其
祖
‘
矣
。
非
‘
礼
也
。
何
以
能
育
。
今
世
俗
新
婦
入
‘
門
、
既

　
　
　
先
拝
’
祖
而
後
成
‘
昏
。
往
々
挙
・
此
以
籍
‘
口
」
（
ほ
公
八
年
）
と
あ
る
。
朱
子
は
、
「
此

　
　
　
説
与
‘
礒
礼
‘
不
ｙ
同
。
疑
左
氏
不
・
足
・
信
。
或
所
’
拠
者
、
当
時
之
俗
礼
、
而
言
非
二
先

　
　
　
王
之
正
法
‘
也
（
「
家
礼
」
昏
礼
考
証
引
）
と
、
云
っ
て
い
る
。
○
可
・
去
等
事
－
「
大

　
　
　
戴
礼
」
に
｛
婦
有
二
七
去
｝
、
ネ
ｙ
順
二
父
母
‘
去
、
無
’
子
去
、
淫
去
、
炉
去
、
有
‘
一
悪
疾
一

　
　
　
去
、
口
多
言
去
、
輛
盗
去
」
　
（
本
命
篇
）
と
あ
る
。
○
或
日
・
：
－
「
礼
記
」
曽
子
問
に

　
　
　
　
「
曽
子
間
日
、
女
朱
二
廟
見
一
面
死
、
則
如
‘
一
之
何
一
。
孔
子
日
、
不
・
遁
二
於
祖
一
、
不
‘

　
　
　
鮮
一
於
皇
姑
‘
、
一
－
Ｉ
帰
二
葬
于
女
氏
之
党
一
、
示
ｙ
未
・
成
‘
婦
也
」
と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
郷
飲
酒

回
　
郷
飲
酒
云
、
笙
入
、
楽
二
南
咳
・
白
華
・
華
黍
‘
。
想
是
笙
入
、
吸
二
此
詩
‘
、
而

　
楽
亦
奏
二
此
詩
‘
。
楽
便
是
衆
楽
皆
奏
ｙ
之
也
。

　
　
「
郷
飲
酒
」
　
に
云
ふ
、
「
笙
入
り
、
南
咳
・
白
華
・
華
黍
を
楽
す
」
と
。
想
ふ

に
、
是
れ
笙
入
り
て
、
此
の
詩
を
吸
り
て
、
而
し
て
楽
も
亦
此
の
詩
を
奏
す
る
な
ら

ん
。
楽
は
便
ち
是
れ
衆
楽
、
皆
之
を
奏
す
る
な
り
。

　
　
「
儀
礼
」
の
「
郷
飲
酒
」
の
経
文
に
「
笙
を
吹
く
者
が
門
を
入
り
、
小
雅
の
南
該
・

白
華
・
華
黍
の
三
篇
の
詩
を
吹
き
楽
で
る
」
と
云
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
よ
く
考
え

て
見
る
と
、
笙
を
吹
く
者
が
入
っ
て
、
こ
れ
等
の
三
篇
の
詩
を
取
っ
て
吹
き
楽
で
、

堂
上
の
彦
歌
の
楽
も
、
ま
た
こ
れ
等
の
三
篇
の
詩
を
奏
す
る
の
で
あ
る
。
楽
と
は
、

も
ろ
も
ろ
の
楽
器
を
云
う
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
等
は
皆
詩
を
合
奏
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
Λ
大
意
▽
　
郷
飲
酒
の
礼
に
お
け
る
楽
人
の
吹
奏
に
つ
い
て
言
及
す
る
。

　
　
注
　
○
郷
飲
酒
－
郷
大
夫
か
三
年
（
三
年
大
比
）
に
一
回
正
月
に
、
選
ん
だ
賢
者
・
能
者
を

　
　
　
賓
七
す
る
礼
で
嘉
礼
に
属
す
。
朱
子
は
「
儀
礼
経
伝
通
解
」
巻
七
・
郷
礼
三
之
上
に
入

　
　
　
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
「
…
以
ｙ
笙
吹
二
此
詩
‘
以
為
‘
楽
也
。
小
雅
篇
也
。
今
亡
。
其
義

　
　
　
未
・
聞
・
：
」
と
も
云
っ
て
い
る
。
○
笙
入
・
：
－
郷
飲
酒
礼
の
「
笙
奏
Ｅ
二
終
‘
及
献
’
笙
」

　
　
　
に
関
す
る
経
文
に
、
「
笙
入
、
堂
下
磐
南
北
面
立
、
楽
‘
一
南
該
・
白
華
・
華
黍
一
。
…
」

　
　
　
と
あ
る
。
朱
子
は
、
こ
の
場
合
、
笙
の
楽
だ
け
で
、
歌
詞
は
な
か
っ
た
と
す
る
。
前
掲

　
　
　
　
「
儀
礼
」
Ｉ
・
郷
飲
酒
礼
頁
二
八
八
註
参
照
。

　
　
　
　
　
　
聘
　
磯

剛
　
周
二
聘
膿
所
’
言
君
行
乙
、
・
臣
行
」
一
之
唇
。
日
、
君
行
歩
凹
而
遅
、
臣
行
歩

八
七
　
　
朱
子
礼
関
係
文
献
国
訳
口
（
山
根
）

　
狭
而
疾
。
故
君
行
一
歩
而
臣
行
雨
歩
。
蓋
下
’
敢
同
二
君
之
行
一
而
賤
巾
其
跡
上
也
。

　
國
語
、
斉
君
晏
予
行
、
子
貢
怪
’
之
。
問
二
孔
子
君
臣
交
際
之
膿
二
段
、
説
得
甚

　
分
暁
。
偏

　
　
「
聘
疆
」
に
言
ふ
所
の
「
君
は
一
を
行
ひ
、
臣
は
二
行
く
」
　
の
義
を
問
ふ
。
日

く
、
君
は
行
歩
凹
く
し
て
遅
く
、
臣
は
行
歩
狭
く
し
て
疾
し
。
故
に
君
行
く
こ
と
一

歩
に
し
て
’
臣
行
く
こ
と
雨
歩
な
り
。
蓋
し
敢
へ
て
君
の
行
に
同
じ
く
し
て
其
の
跡
を

践
ま
ざ
ら
ん
。
「
國
語
」
に
、
斉
の
君
、
晏
予
と
行
く
、
子
貢
が
之
を
怪
む
。
孔
子

に
君
臣
交
際
の
鐙
を
問
ふ
の
一
段
、
説
き
得
て
甚
だ
分
暁
な
り
、
と
。

　
　
「
儀
礼
」
聘
礼
の
聘
を
行
い
享
を
奉
る
礼
の
処
で
、
「
公
は
賓
に
揖
し
て
先
に
入

り
、
中
庭
に
南
面
し
て
立
っ
て
、
賓
を
侯
つ
」
と
の
経
文
に
対
す
る
鄭
注
に
、
「
君

主
が
進
み
行
く
こ
と
一
の
場
合
に
、
臣
は
二
進
み
行
く
」
と
あ
る
そ
の
意
味
を
問
う

た
。
言
う
、
君
主
は
、
そ
の
歩
み
は
歩
幅
が
闘
く
し
て
そ
の
速
度
は
遅
い
。
そ
れ
に

対
し
て
、
臣
は
狭
く
し
て
疾
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
君
主
が
一
歩
行
け
ば
、
臣
は

二
歩
行
く
こ
と
に
な
る
。
思
う
に
、
臣
は
君
主
の
歩
み
に
同
調
し
て
、
あ
え
て
そ
の

足
跡
を
践
ま
な
い
よ
う
に
し
た
の
で
あ
る
。
「
国
語
」
に
斉
の
国
の
君
主
が
、
そ
の

臣
の
晏
嬰
と
と
も
に
歩
い
て
い
た
。
こ
れ
を
見
た
子
貢
が
不
思
議
に
思
っ
た
。
そ
こ

で
、
師
で
あ
る
孔
子
に
君
臣
間
の
交
際
に
つ
い
て
の
礼
容
を
質
問
し
た
一
段
は
、
大

変
は
っ
き
り
と
説
明
さ
れ
て
あ
る
、
と
。

　
△
大
意
Ｖ
　
君
臣
の
歩
行
の
礼
容
に
つ
い
て
言
及
す
る
。

　
注
　
○
聘
礼
…
－
「
儀
礼
」
聘
礼
の
聘
享
に
関
す
る
経
文
「
…
…
大
夫
納
・
賓
。
賓
入
‘
門

　
　
　
左
。
公
再
拝
。
賓
跡
不
二
答
拝
一
。
公
揖
入
、
毎
・
門
毎
‘
曲
揖
。
及
二
廟
門
一
、
公
揖
入
、

　
　
　
立
二
于
中
庭
‘
。
賓
立
接
こ
西
塾
一
。
・
：
」
と
の
鄭
注
に
「
公
揖
先
入
省
二
内
事
‘
也
。
既
則

　
　
　
立
二
於
中
庭
一
以
侯
・
賓
、
不
二
復
出
一
如
・
此
。
得
‘
一
君
行
乙
臣
行
三
一
、
於
ｙ
礼
可
矣
。
・
：

　
　
　
…
」
と
、
頁
疏
に
「
君
行
巴
、
臣
行
’
二
者
、
見
‘
一
君
行
近
、
臣
行
遠
一
。
尊
者
宜
ｙ
逸
、

　
　
　
卑
者
宜
ｙ
労
也
・
：
」
と
あ
る
。
○
国
語
圭
一
十
一
巻
、
左
丘
明
の
編
と
い
わ
れ
る
。
春

　
　
　
秋
時
代
の
八
国
（
周
・
魯
・
斉
・
晋
・
鄭
・
楚
・
呉
・
越
）
の
歴
史
書
。
○
晏
子
－
斉

　
　
　
の
名
宰
相
の
晏
嬰
。
宇
は
仲
、
謐
は
平
。
霊
・
荘
・
景
の
三
公
に
歴
任
す
。
○
子
貢
Ｉ

　
　
　
姓
は
端
木
（
Ｂ
.
Ｃ
.
　
５
２
０
-
４
５
６
）
の
字
、
名
は
賜
で
孔
門
十
哲
の
一
人
。
朱
子
は
「
儀

　
　
・
　
礼
経
伝
通
解
」
巻
二
十
一
丁
聘
礼
第
三
十
七
・
邦
国
礼
三
之
上
に
、
「
…
又
日
、
君
行

　
　
　
二
、
臣
行
ｙ
二
、
出
‘
【
斉
語
晏
子
辞
一
。
今
按
、
斉
語
無
二
此
辞
一
。
今
見
二
曲
礼
・
雑
記



　
八
八
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
二
十
八
巻
　
人
文
科
学

　
　
　
　
章
こ
と
、
云
っ
て
い
る
。
、

　
　
　
　
　
　
　
公
食
大
夫
膿

　
戟
　
公
食
大
夫
徽
、
乃
是
専
饗
二
大
夫
一
、
焉
二
主
人
一
者
、
時
出
勧
い
賓
。
賓
辞
而
褐

　
　
饗
。
人
傑

　
　
公
食
大
夫
の
疆
は
、
乃
ち
是
れ
専
ら
大
夫
を
饗
し
、
主
人
烏
る
者
、
時
に
出
て
賓

』
に
勧
む
。
賓
餅
す
る
も
而
も
濁
り
饗
す
る
な
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
：

”
‘
　
主
君
で
あ
る
公
が
、
大
夫
に
食
を
与
え
る
礼
は
、
臣
下
で
あ
る
大
夫
を
酒
と
食
と
。

　
で
専
ら
饗
を
す
右
の
で
あ
私
か
ら
、
主
人
で
あ
る
公
は
い
時
々
賓
の
席
め
中
央
に
出

　
て
来
て
は
、
賓
に
酒
食
を
勧
め
る
た
め
に
、
親
ら
饌
を
設
け
る
の
で
あ
る
。
そ
の
時

’
に
、
賓
は
そ
れ
を
辞
退
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
独
り
饗
の
も
の
を

　
設
け
る
の
で
あ
る
・

　
　
Λ
大
意
▽
　
公
食
大
夫
の
礼
で
、
主
人
た
る
公
が
、
正
・
加
饌
を
親
設
す
る
こ
と
に
言
及
し

　
　
　
　
て
い
る
。

　
　
注
　
○
公
食
大
夫
礼
―
こ
の
礼
は
、
聘
礼
を
受
け
て
、
公
が
大
夫
に
食
を
与
え
る
礼
で
あ

　
　
　
　
る
。
賓
客
を
待
遇
す
る
礼
に
は
、
饗
と
食
と
燕
と
が
あ
り
、
饗
は
飯
を
す
す
め
る
食

　
　
　
　
と
、
酒
を
す
す
め
る
燕
と
を
兼
ね
た
も
の
で
あ
る
。
詳
細
は
前
掲
「
儀
礼
」
1
1
・
公
食

　
　
　
　
大
夫
礼
の
解
題
を
参
照
。
○
時
出
勧
ｙ
賓
…
―
「
儀
礼
」
公
食
大
夫
礼
の
賓
の
た
め
に

　
　
　
　
正
饌
を
設
け
る
こ
と
に
関
す
る
経
文
に
「
宰
夫
自
二
東
方
‘
授
こ
醵
醤
一
。
公
設
’
之
。

　
　
　
　
賓
辞
・
：
」
と
、
ま
た
、
賓
の
た
め
に
更
に
賠
憩
を
示
す
た
め
、
加
饌
を
設
け
る
こ
と
に

　
　
　
　
関
す
る
経
文
に
「
宰
夫
授
二
公
飲
梁
‘
。
公
設
こ
之
于
洽
西
一
。
賓
北
面
辞
・
：
」
と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
親
　
瞼

　
　
　
　
　
　
　
ｔ
一
　
　
を
！

　
閤
　
天
子
常
服
二
皮
弁
一
。
惟
諸
侯
来
朝
、
見
二
於
廟
中
一
、
服
二
晃
服
一
、
用
二
懲
巴
之

　
　
酒
一
湛
’
神
。
人
傑

　
　
天
子
は
常
に
皮
弁
を
服
す
。
惟
だ
諸
侯
来
朝
し
て
、
廟
中
に
見
ゆ
れ
ば
、
畏
服
を

　
服
し
、
壁
函

　
　
天
子
は
、
何
時
も
朝
の
礼
の
朝
服
で
あ
る
皮
弁
す
な
わ
ち
白
鹿
皮
の
冠
を
か
ぷ
り
、

　
素
絵
の
衣
裳
（
＝
素
服
）
を
着
用
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
た
だ
諸
侯
が
天
子
に
朝
し
、
宗

　
廟
の
中
で
朝
享
の
礼
を
行
う
時
に
な
る
と
、
畏
服
を
服
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
礼
が

　
ｌ
ｓ
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
Ｉ
　
　
、
Ｉ
　
　
ｆ
　
　
・
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
Ｉ
　
を
　
　
　
ｓ
　
－
　
　
　
　
｀
　
ｒ
一
　
■

お
わ
っ
て
か
ら
、
密
吃
の
酒
を
も
っ
て
、
神
霊
に
そ
そ
ぐ
の
で
あ
る
。

　
Λ
大
意
Ｖ
　
観
礼
の
時
の
天
子
の
服
制
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　
注
　
○
観
礼
－
観
礼
は
、
諸
侯
か
天
子
に
、
秋
謁
見
す
る
儀
礼
で
あ
る
。
「
礼
記
」
王
制
に

　
　
　
「
諸
侯
之
於
‘
一
天
子
‘
也
、
比
年
一
小
聘
、
三
年
一
大
聘
、
五
年
一
朝
」
と
、
ま
た
、
「
天

　
　
　
子
無
・
事
、
与
‘
－
諸
侯
一
相
見
日
ｙ
朝
・
：
」
と
あ
る
。
「
周
礼
」
大
宗
伯
に
　
「
以
二
賓
礼
一

　
　
　
親
二
邦
国
一
。
春
見
日
・
朝
。
夏
見
日
い
佃
。
冬
見
日
ｙ
遇
。
時
見
日
‘
会
。
。
殷
見
日
‘
同
。
時

　
　
　
聘
日
’
問
。
殷
賤
日
・
視
」
・
と
も
あ
る
。
競
礼
に
つ
い
て
は
前
掲
書
「
儀
礼
」
Ⅱ
・
「
観

　
　
　
礼
」
の
解
題
参
照
。
○
皮
弁
１
「
観
礼
」
、
の
皮
弁
の
鄭
注
に
［
皮
弁
者
、
天
子
之
朝
、
朝

　
　
　
服
也
］
と
、
貫
疏
に
「
司
服
云
、
匝
朝
則
皮
弁
。
故
知
在
’
朝
服
二
皮
弁
一
。
至
‘
入
’
廟

　
’
　
乃
稗
見
也
」
と
あ
る
。
○
倶
発
服
一
－
「
競
礼
」
。
経
文
の
「
天
子
資
気
負
‘
一
斧
依
て
。
」

　
　
　
必
鄭
注
に
・
「
Ｉ
衣
者
、
稗
之
上
怠
。
’
禎
・
之
細
’
之
、
・
為
二
九
章
一
。
其
龍
天
子
有
二
升
。

　
　
゛
龍
一
ヽ
有
二
降
龍
一
・
。
衣
二
此
衣
一
而
冠
ｙ
冤
。
南
郷
而
立
、
八
以
俊
二
諸
侯
見
ご
’
と
あ
る
・
○
｛

　
　
　
世
巴
之
酒
－
。
｝
。
種
の
香
草
で
、
こ
の
草
を
租
に
合
せ
て
造
っ
た
酒
。
　
「
礼
記
」
郊
特
性

　
　
　
に
｛
諸
侯
為
ｙ
賓
、
混
用
二
唇
巴
‘
、
漣
用
’
臭
也
｝
と
あ
る
。

固
　
題
是
正
二
君
臣
之
祓
一
較
巌
。
天
子
富
い
依
而
立
、
不
三
下
ｙ
堂
而
見
二
諸
侯
一
。
朝

　
是
講
二
賓
主
之
儀
一
。
天
予
言
に
丁
而
立
、
在
二
路
設
門
之
外
一
、
相
良
揖
遜
而
入
。

　
義
剛

　
荻
は
是
れ
君
臣
の
鐙
を
正
す
こ
と
較
服
な
り
。
天
子
は
依
に
富
り
て
立
ち
、
堂
を

下
り
て
諸
侯
に
見
へ
ず
。
朝
は
是
れ
賓
主
の
儀
を
講
ず
。
天
子
は
宇
に
富
り
て
立

ち
、
路
寝
門
の
外
に
在
り
て
、
相
良
に
揖
遜
し
て
入
る
。

　
荻
の
礼
は
、
天
子
に
対
し
て
諸
侯
が
臣
で
あ
る
所
以
の
君
臣
の
礼
を
正
す
こ
と
に

あ
り
、
す
こ
し
厳
格
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
天
子
は
堂
上
の
依
の
と
こ
ろ
に
南
面
し
て

立
ち
、
諸
侯
を
、
臣
を
待
つ
客
礼
で
遇
し
な
い
た
め
に
、
堂
を
下
り
な
い
で
北
面
し

て
い
る
諸
侯
に
見
え
る
の
で
あ
る
。
朝
の
礼
は
、
賓
（
諸
侯
）
と
主
（
天
子
）
と
の
儀

礼
を
講
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
天
子
は
諸
侯
を
客
礼
で
応
接
す
る
の
で
、

路
門
の
外
、
応
門
の
内
の
宇
の
と
こ
ろ
に
立
っ
て
諸
侯
を
迎
え
る
の
で
あ
り
、
そ
の

路
寝
門
の
外
の
と
こ
ろ
か
ら
、
互
に
揖
譲
し
て
門
内
に
入
る
の
で
あ
る
。

　
　
Λ
大
意
▽
　
観
礼
中
の
い
わ
ゆ
る
観
の
礼
と
朝
の
礼
と
の
本
質
的
差
異
を
述
べ
て
い
る
。
観

　
　
　
は
君
臣
の
礼
を
正
し
、
朝
は
賓
主
の
儀
を
述
べ
た
も
の
だ
と
す
る
。

　
　
註
　
瑕
・
・
・
－
「
礼
記
」
郊
峙
牲
に
「
競
１
　
、
天
子
否
・
下
脊
而
見
‘
一
諸
侯
一
。
下
公
而
見
二
諸



　
　
　
侯
一
、
天
子
之
失
礼
也
。
由
二
夷
王
一
以
下
」
と
あ
り
、
ま
た
、
祭
義
に
　
「
朝
観
所
三
以

　
　
　
教
二
諸
侯
之
臣
一
也
」
と
か
、
楽
記
に
「
朝
個
、
然
後
諸
侯
知
ｙ
所
‘
一
以
臣
こ
と
あ
る
。
更

　
　
　
に
、
曲
礼
下
に
「
天
子
当
ｙ
依
而
立
。
諸
侯
北
面
而
見
二
天
子
一
、
日
ｙ
観
天
子
当
い
宇
而

　
　
　
立
。
諸
侯
東
面
、
諸
侯
西
面
、
日
ｙ
朝
」
と
の
鄭
注
に
「
諸
侯
春
見
日
・
朝
。
受
二
摯
於

　
　
　
朝
一
、
受
二
享
於
廟
‘
、
生
気
文
也
。
秋
見
日
ｙ
観
。
一
受
二
之
於
廟
一
、
殺
気
質
也
。
朝
者

　
　
　
位
二
於
内
朝
‘
而
序
進
。
観
者
位
二
於
廟
門
外
一
而
序
入
。
王
南
而
立
二
於
依
宇
一
而
受
焉
。

　
　
　
夏
宗
依
い
春
。
冬
遇
依
ｙ
秋
。
春
秋
時
、
斉
侯
嗜
二
魯
昭
公
一
、
以
二
遇
礼
一
相
見
。
取
二
易

　
　
　
略
一
也
。
個
礼
今
存
。
朝
・
宗
・
遇
礼
今
亡
」
と
あ
る
。
○
路
寝
門
－
天
子
は
五
門

　
　
　
で
、
朱
子
は
「
王
宮
之
外
門
五
。
一
日
皐
門
。
二
日
庫
門
。
三
日
電
門
。
四
日
応
門
。

　
　
　
五
日
路
門
」
と
い
う
。
路
寝
門
は
、
こ
の
路
門
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
喪
服
経
傅

啼
　
今
人
斉
衰
用
・
布
太
細
。
又
大
功
・
小
功
皆
用
二
苧
布
一
。
恐
皆
非
い
膿
。
大
功

　
須
い
用
二
市
中
所
’
責
火
麻
布
梢
細
者
‘
。
或
熟
麻
布
亦
可
。
小
功
須
・
用
二
虔
布
之

　
扇
一
。
古
者
布
帛
精
粗
皆
有
二
升
敬
一
。
所
以
説
二
布
帛
精
強
不
ｙ
中
・
度
、
不
・
周
二
於

　
市
‘
。
今
更
無
二
此
制
一
。
聴
二
民
之
所
・
埓
。
所
以
倉
卒
難
い
得
二
中
ｙ
度
者
一
。
ロ
ハ
得
二

　
買
来
自
以
ｙ
意
挿
製
’
之
爾
。
個

　
今
の
人
、
寄
衰
に
布
を
用
ふ
る
こ
と
太
だ
細
な
り
。
又
、
大
功
・
小
功
に
も
皆
苧

布
を
用
ふ
。
恐
く
は
皆
疆
に
あ
ら
ず
。
大
功
は
、
須
ら
く
市
中
に
責
る
所
の
火
麻
布

の
梢
細
き
者
を
用
ふ
べ
し
。
或
ひ
は
、
熟
麻
布
も
亦
可
な
り
。
小
功
は
、
須
ら
く
虔

布
の
扇
を
用
ふ
べ
し
。
古
者
、
布
帛
の
精
粗
皆
升
敬
有
り
。
所
以
に
布
帛
の
精
強
、

度
に
中
ら
ざ
れ
ば
、
市
に
周
が
ず
と
説
け
り
。
今
、
更
に
此
の
制
無
し
。
民
の
埓
る

所
に
聴
す
。
所
以
に
倉
卒
に
度
に
中
る
者
を
得
難
し
。
只
買
ひ
来
て
自
ら
意
を
以
て

挿
び
て
之
を
製
す
る
こ
と
を
得
る
爾
。

　
今
日
の
人
々
が
、
斉
衰
の
服
に
使
用
す
る
布
は
、
大
変
き
め
の
細
い
も
の
に
な
っ

て
い
る
。
又
、
大
功
・
小
功
の
場
合
で
も
、
皆
苧
麻
の
布
を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
ら

は
皆
礼
制
に
適
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
大
功
の
場
合
は
、
市
販
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
の
火
麻
布
の
や
や
き
め
の
細
い
布
を
用
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
熟
麻
布
で

も
よ
ろ
し
い
。
小
功
の
場
合
は
、
虔
布
の
属
を
用
う
べ
き
で
あ
る
。
古
い
時
代
で

は
、
布
帛
の
精
・
粗
に
、
皆
一
定
の
升
数
が
定
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
だ
か

八
九
　
　
朱
子
礼
関
係
文
献
国
訳
�
（
山
根
）

ら
、
布
帛
の
精
鹿
が
、
定
め
ら
れ
た
規
格
に
あ
わ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
ら
、
市
場
で

う
れ
な
い
と
説
か
れ
た
の
で
あ
る
。
今
日
で
は
、
こ
の
よ
う
な
制
度
は
な
く
な
っ
た

の
で
、
民
衆
が
製
作
し
て
い
る
も
の
を
い
ろ
い
ろ
と
聴
取
し
て
決
め
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
現
状
だ
か
ら
、
規
格
に
合
致
し
た
も
の
を
入
手
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
布
を
買
い
求
め
て
来
て
、
自
分
の
お
の
が
じ
じ
の
考
え
で
適
当
に
喪

服
を
製
定
す
る
こ
と
に
な
る
だ
け
の
事
で
あ
る
。

　
Λ
大
意
▽
　
喪
服
の
用
布
に
つ
い
て
の
所
見
を
述
べ
、
升
数
に
も
言
述
し
て
、
朱
子
時
代
の

　
　
　
　
喪
服
の
あ
り
方
に
も
論
及
し
て
い
る
。

　
注
　
○
斉
衰
…
－
「
喪
服
」
の
斎
衰
杖
期
に
「
疏
衰
・
裳
斉
、
…
…
」
と
あ
る
。
○
大
功
・

　
　
　
　
小
功
…
Ｉ
大
功
殤
九
月
・
七
月
に
「
大
功
布
衰
・
裳
…
…
」
と
、
ま
た
、
小
功
殤
五
月

　
　
　
　
に
　
「
小
功
布
衰
・
裳
…
…
」
と
あ
る
。
○
火
麻
布
－
火
麻
は
大
麻
の
こ
と
で
、
そ
の

　
　
　
　
布
。
○
熟
麻
布
Ｉ
火
麻
と
異
っ
て
い
て
、
よ
く
煮
た
胡
麻
（
芝
麻
）
の
布
の
こ
と
か
。

　
　
　
　
○
虔
布
Ｉ
虔
は
乾
で
、
か
た
い
か
わ
い
た
布
の
こ
と
か
。
○
有
升
数
…
Ｉ
「
喪
服
伝
」

　
　
　
　
に
Ｔ
・
衰
三
升
。
…
…
。
伝
日
、
大
功
布
九
升
、
小
功
布
十
一
升
・
：
」
と
見
え
る
。

　
　
　
　
「
礼
記
」
間
伝
に
「
斬
衰
三
升
。
斉
衰
四
升
、
五
升
、
六
升
。
大
功
七
升
、
八
升
、

　
　
　
　
九
升
。
小
功
十
升
、
十
一
升
、
十
二
升
。
總
麻
十
五
升
。
去
二
其
半
‘
。
有
ｙ
事
二
其
核
’
、

　
　
　
　
無
・
事
二
其
布
一
日
い
總
。
此
哀
之
発
二
於
衣
服
一
者
也
」
と
あ
る
。
一
般
に
は
、
五
服
の
布

　
　
　
　
は
、
皆
纒
（
八
十
絃
を
一
升
と
す
る
）
の
精
粗
で
順
序
づ
け
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
粗

　
　
　
　
な
る
者
は
服
が
重
く
、
細
い
者
は
服
が
軽
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
間
の
経
緯
に
つ
い
て

　
　
　
　
は
、
谷
田
孝
之
「
中
国
古
代
喪
服
の
基
礎
的
研
究
」
　
（
風
間
書
房
・
昭
和
四
十
五
年
五

　
　
　
　
月
刊
）
第
三
部
・
第
三
章
衣
裳
の
項
に
詳
細
な
る
論
考
か
見
え
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た

　
　
　
　
い
。
な
お
、
前
掲
「
儀
礼
」
Ⅲ
を
も
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

隔
　
喪
服
葛
布
極
粗
。
非
ｙ
若
二
今
之
細
一
也
。
個

　
喪
服
の
葛
布
は
極
め
て
粗
し
。
今
の
細
き
が
若
き
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。

　
喪
服
の
五
服
の
用
布
の
な
か
で
、
葛
の
布
は
、
き
わ
め
て
粗
い
も
の
な
の
で
あ

る
。
今
日
の
よ
う
な
き
め
の
細
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　
Λ
大
意
▽
　
喪
服
の
用
布
の
葛
布
に
つ
い
て
言
及
す
る
。

　
注
　
○
喪
服
－
喪
服
と
は
喪
中
に
着
る
麻
製
の
衣
服
の
こ
と
で
あ
る
か
、
広
く
は
衣
食
住
全

　
　
　
　
般
に
わ
た
る
謹
慎
生
活
の
一
般
的
な
等
級
を
も
指
す
の
で
あ
る
。
死
者
と
の
親
近
関
係

　
　
　
　
に
よ
っ
て
、
斬
衰
・
斉
衰
・
大
功
・
小
功
・
総
麻
の
五
等
に
大
別
さ
れ
、
更
に
、
そ
れ

　
　
　
　
に
関
連
し
て
、
服
制
や
期
間
の
長
短
に
よ
っ
て
細
分
化
さ
れ
て
構
想
さ
れ
て
い
る
。



九
〇

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
二
十
八
巻
　
人
文
科
学

　
圀
　
總
十
五
升
、
抽
二
其
牛
‘
者
、
是
一
萱
。
只
用
乙
経
一
。
如
一
‘
・
今
廣
中
有
乙
種
疎

　
　
布
一
。
又
如
二
軍
経
黄
草
布
‘
。
皆
只
一
経
也
。
然
小
功
十
一
升
、
則
其
緋
反
多
二
於

　
　
總
一
矣
。
又
不
’
知
二
是
如
何
‘
。
閔
祖

　
　
総
は
十
五
升
に
し
て
、
其
の
牛
を
抽
る
と
は
、
是
れ
一
箔
な
り
、
只
だ
一
経
を
用

　
ふ
る
の
み
。
今
、
廣
中
に
一
種
の
疎
布
有
る
が
如
し
。
又
、
翠
経
の
黄
草
の
布
の
如

　
し
。
皆
只
だ
［
経
な
り
。
然
し
て
小
功
十
一
升
な
れ
ば
、
則
ち
其
の
纏
反
っ
て
總
よ

　
り
も
多
し
。
又
是
れ
如
何
な
る
か
を
知
ら
ず
。

　
・
総
の
用
布
ぼ
十
五
升
の
布
を
用
い
て
、
ヽ
其
の
単
分
を
と
り
抽
っ
で
。
、
’
七
。
升
半
の
声

を
用
い
る
の
は
、
こ
れ
が
一
逞
で
あ
っ
て
、
ぞ
の
場
合
の
一
つ
の
経
す
な
わ
ち
六
百

｀
雄
を
用
い
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
今
日
、
広
の
中
に
あ
る
種
の
疎
布
が
あ
る
よ

う
な
も
の
で
あ
る
。
又
、
一
つ
の
経
の
黄
草
の
布
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
等
ミ

は
皆
一
つ
の
経
だ
け
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
そ
う
な
る
と
、
小
功
の
用
布
は
十

　
一
升
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
桃
の
数
は
、
總
の
場
合
よ
り
、
反
対
に
多
く
な
る
こ
と
に

な
る
。
こ
の
理
由
に
つ
い
て
も
、
ま
た
ど
う
し
て
そ
の
よ
う
に
す
る
の
か
、
よ
く
わ

か
ら
な
い
。

　
　
〈
大
意
▽
　
総
の
用
布
の
升
数
に
つ
い
て
述
べ
、
小
功
の
用
布
と
比
較
し
て
、
そ
の
雄
の
多

　
　
　
　
寡
に
つ
い
て
論
及
す
る
。

　
　
注
　
○
岬
；
－
喪
服
の
「
紹
麻
三
月
」
に
関
す
る
経
文
に
　
「
総
麻
、
三
月
者
」
と
、
伝
に

　
　
　
　
「
伝
日
、
総
者
十
五
升
、
抽
二
其
半
‘
、
有
・
事
二
其
雄
一
、
無
‘
事
二
共
布
一
日
’
紹
」
と
あ

　
　
　
　
る
。
「
礼
記
」
雑
記
上
に
「
朝
服
十
五
升
、
去
二
其
半
‘
而
紹
。
加
’
灰
錫
也
」
と
、
そ

　
　
　
　
の
鄭
注
に
「
總
精
晶
与
二
朝
服
一
同
。
去
二
其
半
‘
、
則
六
百
級
而
疏
也
。
又
無
’
事
二
其

　
　
　
　
布
一
。
不
’
加
‘
灰
焉
」
と
あ
る
。
前
掲
「
儀
礼
」
Ⅲ
・
頁
二
八
一
を
参
照
。
○
勉
１
機

　
　
　
　
の
具
。
○
閔
祖
－
李
閔
祖
。
字
は
守
約
、
号
は
綱
斎
。
光
沢
の
人
。
。
朱
子
五
十
八
歳
以

　
　
　
　
後
の
記
録
者
で
あ
る
。

剛
　
問
、
温
公
儀
、
首
経
綴
二
於
冠
‘
。
而
儀
膿
疏
説
、
別
ｙ
材
而
不
二
相
綴
‘
。
日
、

　
綴
也
得
丿
不
・
綴
也
得
。
無
二
緊
要
一
。
淳

　
問
ふ
、
温
公
の
儀
に
、
首
経
は
冠
に
綴
る
と
。
而
し
て
「
儀
朧
」
の
疏
に
説
く
、

　
「
材
を
別
に
し
て
相
綴
ら
ず
、
」
と
。
日
く
、
綴
る
も
也
た
得
。
綴
ら
ざ
る
も
也
た

得
た
り
。
緊
要
無
し
、
と
。

　
司
馬
温
公
の
「
喪
儀
」
の
五
服
制
度
の
項
に
、
首
経
は
冠
に
武
に
綴
る
と
、
云

χ
Ｉ
Ｓ

’
＞

「
儀
礼
」
頁
疏
は
、
首
経
と
冠
と
は
、
そ
の
材
料
が
別
々
の
も
の
で
あ
っ
て
、

そ
れ
を
綴
り
合
わ
せ
る
こ
と
は
な
い
、
と
云
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
う
な
の
で
し
よ
・
う

か
、
と
問
う
た
。
言
う
、
そ
れ
は
綴
っ
て
も
よ
い
し
、
綴
ら
な
く
て
も
よ
い
の
で
あ

っ
て
、
’
た
い
し
て
大
事
な
こ
と
で
は
な
い
の
だ
『
、
と
。

　
　
〈
大
意
▽
　
首
経
と
冠
と
を
綴
り
合
わ
せ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
所
見
を
述
べ
る
。

　
　
注
　
○
温
公
儀
・
・
向
馬
光
「
書
儀
」
巻
第
六
に
見
ゆ
。
○
首
経
－
「
儀
礼
」
の
斬
衰
三
年
に

　
　
ｊ
　
　
　
ｔ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
ざ

　
　
　
　
関
す
る
経
文
に
「
喪
服
、
斬
衰
‘
裳
、
亘
経
・
杖
、
・
絞
帯
・
冠
縄
侵
・
’
菅
履
者
」
”
の
貧
？

　
　
　
ヽ
経
で
、
’
鄭
注
に
「
首
縫
、
象
こ
絹
布
冠
之
峡
項
こ
と
、
首
縫
の
こ
と
で
、
麻
の
ま
き
も

　
～
　
　
の
で
あ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
前
掲
書
谷
田
氏
「
中
国
古
代
喪
服
の
基
礎
的
研
究
」
ブ

　
　
　
。
’
及
び
「
儀
礼
」
ｍ
を
参
照
。
な
お
、
梗
を
経
（
武
）
に
連
結
す
る
の
で
な
く
し
て
、
冠

　
　
　
　
に
連
結
す
る
の
で
あ
る
と
か
、
種
々
問
題
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。
○
儀
礼

　
　
　
　
疏
…
１
「
礼
記
」
雑
記
上
に
「
喪
冠
条
属
。
以
別
一
－
吉
凶
一
。
三
年
之
練
冠
。
亦
条
属
右

　
　
　
　
縫
」
と
の
鄭
注
に
「
条
属
者
、
通
二
屈
一
条
繩
若
布
‘
為
い
武
。
垂
下
為
い
綬
、
属
こ
之

　
　
　
　
冠
一
。
象
こ
太
古
‘
、
喪
事
略
也
。
吉
冠
則
楼
武
異
・
材
焉
。
右
縫
者
、
右
跡
而
縫
い
之
」

　
　
　
　
と
あ
り
、
更
に
、
前
掲
「
儀
礼
」
経
文
の
貿
疏
に
「
・
：
今
喪
之
首
経
与
二
冠
縄
緩
一
、

　
　
　
　
別
レ
材
而
不
二
相
綴
一
…
…
」
と
あ
る
に
よ
る
。

図
　
尭
卿
問
二
経
・
帝
之
制
一
。
日
、
首
経
太
一
裕
。
只
是
栂
指
良
二
第
二
指
二
回
。

　
腰
桂
較
小
。
絞
帝
又
小
二
於
腰
桂
一
。
腰
桂
象
二
大
帯
一
。
両
頭
長
垂
ｙ
下
。
絞
帝
象
二

　
革
帯
一
。
一
頭
有
二
拍
子
‘
。
以
已
頭
一
串
二
於
中
一
而
束
’
之
。
總
如
二
今
之
馨
巾
一
。

　
括
髪
是
束
ｙ
髪
馬
ｙ
蓉
。
安
卿
問
、
鄭
氏
儀
膿
注
及
疏
、
以
二
男
子
括
髪
筒
・
免
、
及

　
婦
人
屋
一
、
皆
云
、
如
ｙ
著
二
惨
頭
一
然
。
所
謂
物
頭
何
也
。
日
惨
頭
只
如
二
今
之
掠

　
頭
絹
子
‘
。
自
い
項
而
前
交
二
於
額
上
一
、
却
続
‘
番
也
。
免
或
讃
如
’
字
。
謂
い
去
‘

　
冠
。
又
問
二
婦
人
首
桂
之
制
‘
。
日
、
亦
只
是
大
麻
索
作
已
環
一
耳
。
０
９
皿
一
匹

　
尭
卿
、
経
・
帝
の
制
を
問
ふ
。
日
く
、
首
詮
は
大
さ
一
揃
な
り
。
只
だ
是
れ
栂
指

と
第
二
指
と
一
団
す
る
な
り
。
腰
桂
は
較
小
な
り
。
絞
帝
は
又
腰
詮
よ
り
も
小
な
り
。

腰
経
は
大
帝
に
象
る
。
雨
頭
長
く
し
て
下
に
垂
る
。
絞
帯
は
革
帯
に
象
る
。
一
頭
に

拍
子
有
り
。
一
頭
を
以
て
中
に
串
て
之
を
束
ぬ
。
總
て
今
の
馨
巾
の
如
し
。
括
髪
は



是
れ
髪
を
束
ね
て
偕
と
鳥
る
な
り
、
と
。
安
卿
問
ふ
、
鄭
氏
が
「
儀
腔
」
の
注
及
び

疏
に
、
男
子
の
括
髪
と
免
と
、
及
び
婦
人
の
量
を
以
て
、
皆
云
ふ
。
、
惨
頭
を
著
す
る

が
如
く
然
り
、
と
。
所
謂
惨
頭
と
は
何
ぞ
や
、
と
。
日
く
、
惨
頭
は
只
だ
今
の
掠
頭

絹
子
の
如
し
。
項
自
り
し
て
前
し
、
額
上
に
交
へ
却
け
て
香
を
続
る
な
り
。
免
は
或

は
讃
み
て
字
の
如
し
。
冠
を
去
る
を
謂
ふ
、
と
。
又
、
婦
人
首
経
の
制
を
問
ふ
。
日

く
、
亦
只
だ
是
れ
大
麻
索
、
一
環
を
作
る
の
み
、
と
。
惨
は
音
鯵
な
り
。

　
｀
尭
卿
は
、
男
子
の
場
合
の
経
と
帯
と
の
制
式
に
つ
い
て
問
う
た
。
言
う
、
首
に
つ

け
る
麻
の
ま
き
も
の
で
あ
る
亘
色
の
首
経
の
大
き
さ
は
、
一
錨
で
あ
る
。
’
そ
の
寸
法

は
、
栂
指
と
人
さ
七
指
と
で
作
っ
た
輪
の
大
き
さ
｀
な
の
で
あ
る
。
腰
に
つ
け
る
要
経

は
、
そ
の
首
経
よ
り
わ
ず
か
に
小
さ
目
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
葺
麻
を
絢
っ
て
作
っ

た
絞
帯
は
、
ま
た
そ
の
要
経
よ
り
は
小
さ
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
要
経
は
大
帯
に
ま

ね
て
作
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
両
端
を
長
く
垂
ら
し
て
下
げ
る
の
で
あ
る
。
ま

た
、
絞
帯
は
革
帯
に
ま
ね
て
作
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
一
端
に
環
が
つ
い
て
い

て
、
そ
の
一
端
を
そ
の
中
に
通
し
て
束
ね
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
こ
と
ご
と
く

今
日
・
の
馨
巾
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
括
髪
と
は
、
髪
を
束
ね
て
馨
と
す
る
の
で

あ
る
、
と
。
安
卿
が
問
う
、
鄭
氏
が
「
儀
礼
」
喪
服
の
注
や
、
そ
の
買
疏
に
「
男
子

が
麻
で
括
髪
し
た
り
、
布
で
免
し
た
り
す
る
こ
と
や
、
婦
人
が
喪
中
に
結
ぶ
髪
す
な

わ
ち
髪
す
る
こ
と
な
ど
は
、
皆
惨
頭
を
著
け
た
よ
う
に
す
る
の
で
あ
る
」
と
、
云
っ

て
い
ま
す
が
、
世
に
云
う
、
伶
頭
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
す
か
、
と
。
言
う
、

惨
頭
と
は
、
今
日
の
あ
の
掠
頭
編
子
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
だ
。
麻
を
も
っ
て
項

よ
り
前
に
出
し
て
、
額
の
上
を
交
え
て
、
却
け
て
馨
を
続
ら
し
て
、
惨
頭
を
著
け
た

よ
う
に
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
免
の
意
味
は
、
そ
の
字
の
読
み
の
通
り
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
冠
を
と
り
去
る
こ
と
の
意
味
で
あ
る
、
と
。
次
い
で
、
婦
人
の
首
縫
の
制

式
に
つ
い
て
問
う
た
。
言
う
、
こ
れ
も
ま
た
大
き
な
麻
の
索
で
、
一
つ
の
環
を
作
る

だ
け
の
こ
と
で
あ
る
、
と
。
袷
は
音
は
鯵
で
あ
る
。

　
Λ
大
意
Ｖ
　
男
子
と
婦
人
と
の
経
と
帯
と
の
制
式
に
つ
い
て
論
及
し
、
満
代
の
鯵
頭
の
内
容

　
　
　
及
び
免
の
意
味
に
も
言
及
し
て
い
る
。

九
」

朱
子
礼
関
係
文
献
国
訳
□
。
（
山
根
）
＝

注
　
○
尭
卿
－
李
唐
客
。
朱
子
は
持
循
雅
筋
と
称
す
。
○
首
経
・
：
―
「
儀
礼
」
喪
服
の
斬
衰

　
　
三
年
の
項
の
経
文
に
「
喪
服
。
斬
衰
・
裳
、
茲
経
・
杖
・
絞
帯
・
冠
縄
梗
・
菅
履
者
」

　
　
と
、
伝
に
「
首
組
者
、
麻
之
有
ｋ
匯
者
也
。
葺
経
犬
掃
、
左
’
本
在
ｙ
下
。
…
…
絞
帯
者

　
　
縄
帯
也
。
・
・
・
」
と
あ
る
。
萱
組
に
は
、
首
に
廻
す
首
組
（
環
経
）
と
腰
に
廻
す
腰
組

　
　
　
（
経
帯
）
と
の
二
つ
か
あ
る
。
な
お
、
要
経
と
麻
を
絞
っ
た
縄
状
の
絞
帯
と
は
別
物
で

　
・
　
は
な
い
と
す
る
説
（
谷
ｍ
氏
「
中
国
古
代
喪
服
の
基
礎
的
研
究
」
も
あ
る
か
、
朱
子

　
　
は
別
物
と
見
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
前
掲
「
儀
礼
」
Ⅲ
・
喪
服
参

　
　
照
。
○
大
帯
Ｉ
「
儀
礼
」
の
鄭
注
に
「
要
経
象
こ
大
帯
一
」
と
あ
る
。
「
礼
記
」
雑
記
上

　
　
に
「
朱
緑
帯
甲
、
加
二
大
帯
之
上
こ
と
、
祭
服
に
つ
け
る
帯
で
大
帯
と
革
帯
と
あ
り
、

　
　
大
帯
は
革
帯
の
上
に
加
え
る
も
の
。
○
革
帯
－
「
儀
礼
」
の
鄭
注
に
「
有
二
絞
帯
一
象
こ

　
　
革
帯
こ
と
あ
る
。
「
礼
記
」
玉
藻
に
「
肩
革
帯
博
二
寸
」
と
、
鄭
注
に
「
凡
佩
繁
二
於

　
　
革
帯
こ
と
あ
り
、
革
で
造
っ
た
帯
で
あ
る
。
○
相
子
－
ボ
タ
ン
Ｋ
６
ｕ
　
ｔ
ｚ
ｕ
　
･
環
の
類
。

　
　
○
偕
巾
－
詳
細
は
不
明
。
も
と
ど
り
ぬ
の
。
○
安
卿
－
林
学
覆
。
学
蒙
（
字
は
正
卿
）

　
　
の
弟
。
福
州
永
福
の
人
。
朱
子
六
十
九
歳
の
問
答
の
記
録
者
で
あ
る
。
○
括
髪
－
「
礼

　
　
記
」
喪
服
小
記
に
「
斬
衰
・
括
髪
以
・
麻
。
為
い
母
括
髪
以
・
麻
。
免
而
以
・
布
」
と
あ

　
　
り
、
麻
で
頭
髪
を
束
ね
る
こ
と
。
○
儀
礼
・
：
－
喪
服
の
経
文
に
「
女
子
子
在
・
室
、
為
・

　
　
父
。
布
総
、
箭
算
、
屋
、
衰
、
三
年
」
と
、
鄭
注
に
「
屋
、
露
・
紛
也
。
猶
一
‘
男
子
之
括

　
　
髪
一
。
斬
衰
括
髪
以
ｙ
麻
。
則
屋
亦
用
ｙ
麻
。
以
’
麻
者
自
’
項
而
前
、
交
二
於
額
上
一
、
祁

　
　
僥
ｙ
紛
如
’
著
二
惨
頭
‘
焉
。
小
記
日
、
男
子
冠
而
婦
人
節
。
男
子
免
而
婦
人
髪
。
…
…
」

　
　
と
。
更
に
、
そ
の
頁
疏
に
「
鄭
引
乱
戻
法
惨
頭
一
況
者
、
古
之
括
髪
、
其
髪
之
状
亦
如
・

　
　
此
。
故
鄭
注
二
士
冠
礼
一
云
、
其
用
二
麻
布
一
亦
如
ｙ
著
二
惨
頭
一
也
。
…
…
亦
引
二
小
記
括
髪

　
　
及
漢
惨
頭
‘
為
ｙ
説
、
則
及
髪
及
免
与
い
屋
三
者
、
雖
ｙ
用
二
麻
布
一
不
占
同
、
皆
如
ｙ
著
二
惨
、

　
　
頭
一
不
占
別
。
…
」
と
あ
る
。
亦
、
士
喪
礼
の
記
文
に
「
婦
人
屋
二
于
室
一
」
の
鄭
注
に

　
　
「
始
死
、
婦
人
将
二
斬
衰
一
者
、
去
ｙ
弄
而
細
、
…
…
Ａ
「
一
一
一
一
一
い
屋
者
、
亦
去
二
算
級
一
而
紛

　
　
也
。
…
」
と
あ
る
。
「
礼
記
」
檀
弓
上
に
「
魯
婦
人
之
鬘
而
弔
也
」
。
の
鄭
注
に
「
去
・
綴

　
　
而
紛
、
日
ｙ
屋
」
と
あ
る
。
な
お
、
「
家
礼
」
巻
四
「
喪
礼
」
の
文
に
「
具
二
括
髪
麻
・

　
　
免
布
・
屋
麻
こ
と
も
あ
る
。
○
咲
頭
－
拙
稿
「
朱
子
礼
関
係
文
献
国
訳
」
巻
八
十
四

　
　
口
�
節
注
参
照
。
一
般
に
は
、
後
周
の
武
帝
の
作
と
云
う
沈
括
「
夢
漢
筆
談
」
に
｛
霞

　
　
頭
一
謂
二
之
四
脚
一
、
乃
四
帯
也
。
二
帯
繁
‘
一
脳
後
一
垂
い
之
、
折
’
帯
反
繁
‘
一
頭
上
｝
、
令
二
曲

　
　
折
附
じ
頂
。
故
亦
謂
二
之
折
上
巾
‘
。
唐
制
唯
人
主
得
・
用
孔
嫂
脚
一
。
晩
唐
方
鎮
檀
い
命
。

　
　
始
僣
二
用
硬
脚
一
。
本
朝
霞
頭
有
二
直
脚
・
局
脚
・
交
脚
・
朝
天
・
順
風
八
五
等
一
。
唯
直

　
　
脚
貴
賤
通
服
‘
之
。
又
庶
入
所
い
戴
頭
巾
。
唐
人
亦
謂
二
之
四
脚
一
。
蓋
両
脚
繁
二
脳
後
一
、

　
　
両
脚
繁
二
頷
丁
。
取
二
其
服
い
労
不
む
脱
也
。
無
ｙ
事
則
反
繁
こ
于
頂
上
一
。
今
人
不
三
復
繁
’
一

　
　
頷
下
一
。
両
帯
遂
為
こ
虚
設
こ
　
（
巻
一
）
と
あ
る
。
○
掠
頭
編
子
－
詳
細
に
つ
い
て
は

　
　
不
明
。



　
九
二
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
二
十
八
巻
　
人
文
科
学

　
圀
　
或
問
二
服
制
一
。
日
、
儀
鐙
事
事
都
載
在
二
裏
面
‘
。
其
間
曲
折
難
・
行
處
、
他
都

　
　
有
二
箇
措
置
得
恰
好
‘
。
因
畢
二
項
一
。
父
卒
纏
母
嫁
。
後
場
ｙ
之
服
。
報
。
傅
口
、

　
　
何
以
期
也
。
貴
’
終
也
。
嘗
鳥
二
母
子
一
、
貴
・
終
二
其
恩
‘
。
此
鳥
二
鶴
母
‘
服
之
義
。

　
　
賀
孫

　
　
或
ひ
と
服
の
制
を
問
ふ
。
日
く
、
「
儀
喧
」
は
事
事
都
て
載
て
裏
面
に
在
り
。
其

　
の
間
の
曲
折
行
ひ
難
き
處
、
他
都
て
箇
の
措
置
し
得
て
恰
好
な
る
こ
と
有
り
。
因
に

。
「
項
を
畢
ぐ
つ
「
父
卒
し
て
縫
母
・
嫁
す
。
後
は
之
が
場
め
に
服
す
。
報
ゆ
」
と
。
。
「
傅

　
に
日
’
く
¨
、
’
「
｀
何
を
以
て
期
す
る
‘
や
。
終
ふ
る
。
を
貴
’
ぶ
な
力
」
～
と
」
。
嘗
て
母
子
鳥
れ

　
ば
、
其
の
恩
を
終
ふ
る
を
貴
ぶ
。
此
れ
徽
母
の
鳥
め
に
服
す
る
の
義
な
り
、
と
。
ヽ

　
　
或
る
人
が
、
「
喪
服
」
の
制
度
に
つ
い
て
問
う
た
。
言
う
、
’
そ
れ
ら
の
事
に
つ
い

ご
て
は
、
ど
れ
も
こ
れ
も
皆
礼
経
書
「
儀
礼
」
喪
服
篇
の
中
に
、
記
載
さ
れ
て
あ
る
。

　
そ
の
中
に
は
、
こ
み
い
っ
て
実
行
で
き
な
い
よ
う
な
も
の
ま
で
も
、
す
べ
て
適
切
に

　
措
置
し
得
ら
れ
て
あ
る
。
そ
こ
で
、
つ
い
で
に
、
一
つ
の
喪
服
に
つ
い
て
の
事
例
を

　
挙
げ
て
み
よ
う
。
「
喪
服
」
　
の
「
斉
衰
杖
期
」
　
の
経
文
の
中
に
「
父
が
卒
し
て
、

　
継
母
が
嫁
し
、
子
が
継
母
に
従
っ
て
ゆ
け
ば
、
後
た
る
子
は
、
継
母
の
た
め
に
斉

　
衰
・
杖
・
期
に
服
す
る
。
も
し
、
そ
の
子
が
先
に
死
ね
ば
、
継
母
も
報
い
て
、
同
じ

　
く
斉
衰
・
杖
・
期
に
服
す
る
」
と
あ
る
。
更
に
、
「
伝
に
い
う
に
、
継
母
が
嫁
す
る

　
の
は
、
出
母
の
時
と
は
異
る
の
に
、
何
ゆ
え
に
斉
衰
・
杖
・
期
に
服
す
る
の
か
。
そ

　
れ
は
継
母
が
嫁
し
て
も
、
よ
く
撫
育
の
恩
を
終
え
た
の
を
貴
ぶ
の
で
あ
る
」
と
あ

　
る
。
１
　
つ
て
は
母
親
と
子
と
の
間
柄
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
恩
を
終
え
た
こ
と
を
貴

　
ぶ
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
継
母
の
た
め
に
期
に
服
す
る
と
こ
ろ
の
意
味
を
表
白
し

　
た
の
で
あ
る
、
と
。

　
　
△
大
意
▽
　
喪
服
の
諸
制
度
は
、
す
べ
て
礼
経
書
た
る
「
儀
礼
」
の
中
に
登
載
さ
れ
て
い
る

　
　
　
　
と
し
て
、
「
斉
衰
杖
期
」
の
経
・
伝
文
を
事
例
と
し
て
援
引
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
実
証

　
　
　
　
し
て
い
る
。

　
　
注
　
○
父
卒
・
：
－
「
儀
礼
」
喪
服
の
斉
衰
杖
期
の
経
・
伝
文
。
○
後
・
：
―
「
後
」
は
経
文
に

　
　
　
　
は
「
従
」
の
字
に
作
り
、
「
父
卒
し
、
継
母
嫁
し
、
従
へ
ば
、
之
か
為
め
に
服
す
。
報

　
　
　
ゆ
」
と
読
む
こ
と
と
な
る
。
後
で
も
通
ず
る
。
胡
氏
「
儀
礼
正
義
」
引
に
よ
る
と
、
王

　
　
　
粛
は
「
従
二
乎
継
母
一
而
寄
育
、
則
為
‘
服
。
不
・
従
則
不
・
服
、
服
也
則
報
。
不
‘
服
則

　
　
　
不
ｙ
報
」
と
あ
る
。
こ
の
従
の
宇
に
つ
い
て
は
、
前
掲
書
「
儀
礼
」
Ⅲ
・
喪
服
七
八
頁

　
　
　
註
３
参
照
。
○
言
為
・
：
其
恩
－
当
該
伝
文
の
「
鄭
注
」
の
文
で
あ
る
。

闘
　
沈
存
中
誕
、
喪
服
中
、
曾
祖
脊
衰
服
。
曾
祖
以
上
、
皆
謂
二
之
曾
祖
一
。
恐
是

士
如
’
此
。
如
’
此
則
皆
合
‘
有
二
脊
衰
三
月
服
一
。
看
来
、
高
祖
死
、
畳
有
二
不
’
埓
‘
服

　
之
理
一
。
須
ス
ロ
行
申
脊
衰
こ
二
月
上
也
。
伊
川
頃
言
、
ヽ
祖
父
母
喪
、
須
二
是
不
ｙ
赴
７

　
フ
畢
。
後
来
不
二
曾
行
‘
。
法
令
雖
ｙ
熊
二
明
文
一
・
、
看
来
‐
、
烏
ｙ
士
者
、
埓
二
祖
父
母
一
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｍ
Ｉ
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
Φ
－
Ｉ
　
　
　
Ｉ

　
『
服
、
内
不
ｙ
富
ｙ
赴
ぃ
畢
。
倶



の
挙
式
に
は
赴
む
か
な
い
の
で
あ
る
。

　
Λ
大
意
▽
　
沈
括
の
喪
服
に
関
す
る
す
な
わ
ち
「
曽
祖
父
母
」
と
「
祖
父
母
」
に
対
す
る
服

　
　
　
の
説
に
つ
い
て
、
自
説
を
展
開
す
る
。

　
注
　
○
沈
存
中
－
沈
括
（
１
０
３
０
-
１
０
９
４
）
。
号
は
夢
渓
翁
。
宋
の
銭
塘
の
人
。
「
夢
渓
筆
談
」

　
　
　
な
ど
を
著
す
。
○
曽
祖
斉
衰
服
－
「
喪
服
」
の
斉
衰
三
月
の
伝
文
に
「
曽
祖
父
母
」
と

　
　
　
あ
る
に
よ
る
。
「
夢
渓
筆
談
」
巻
第
三
に
「
・
：
喪
服
但
有
‘
一
曽
祖
斉
衰
五
月
‘
。
遠
曽
總

　
　
　
麻
三
月
。
而
無
二
高
祖
遠
孫
服
‘
。
先
儒
皆
以
謂
、
服
同
二
曽
祖
曽
孫
一
。
故
不
乙
一
タ
可
二
推

　
　
　
而
知
‘
。
或
日
、
経
之
所
・
不
旨
酉
、
則
不
‘
服
。
皆
不
’
然
也
。
曽
重
也
。
由
い
祖
而
上
者
、

　
　
　
曽
祖
也
。
由
’
孫
而
下
者
皆
曽
孫
也
。
雖
こ
百
世
一
可
也
。
萄
有
二
相
違
者
一
、
則
必
為
・
服

　
　
　
喪
三
月
。
…
…
」
　
（
弁
証
一
）
と
あ
る
。
○
伊
川
頃
言
・
：
－
出
典
不
明
。
○
為
祖
父

　
　
　
母
・
：
Ｉ
「
喪
服
」
の
斉
衰
不
杖
期
の
経
文
に
「
祖
父
母
」
と
あ
る
に
よ
る
。

回
　
沈
存
中
云
、
高
祖
１
　
衰
三
月
。
不
二
特
四
世
祖
埓
’
然
。
自
二
四
世
一
以
上
、
凡

　
逮
・
事
、
皆
雪
‘
服
二
衰
麻
三
月
‘
。
高
祖
蓋
通
稀
耳
。
閔
祖

　
沈
存
中
云
ふ
、
高
祖
に
は
斉
衰
二
二
月
す
、
と
。
特
り
四
世
の
祖
の
み
に
然
と
埓

す
に
あ
ら
ず
。
四
世
自
り
以
上
、
凡
そ
事
ふ
る
に
逮
ぶ
に
は
、
皆
富
に
衰
麻
・
三
月

に
服
す
べ
し
。
高
祖
と
は
蓋
し
通
稀
す
る
の
み
。

　
沈
存
中
は
、
高
祖
に
は
斉
衰
・
三
月
の
喪
に
服
す
る
、
と
言
っ
て
い
る
。
た
だ
、

四
世
の
祖
す
な
わ
ち
曽
孫
が
曽
祖
母
の
た
め
に
斉
衰
・
三
月
に
服
す
る
だ
け
で
は
な

い
。
四
世
よ
り
以
上
で
も
、
す
べ
て
、
事
え
た
者
に
は
、
皆
衰
麻
（
＝
斉
衰
）
三
月

に
服
す
べ
き
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
高
祖
と
は
、
思
う
に
一
般
に
通
用
す
る
称
呼
で

あ
る
だ
け
だ
。

　
〈
大
意
Ｖ
　
高
祖
に
対
す
る
喪
服
の
沈
説
を
述
べ
、
曽
祖
父
母
と
高
祖
と
の
喪
服
に
つ
い
て

　
　
　
論
及
す
る
。

　
注
　
○
迪
－
或
本
に
は
逮
に
作
る
。

国
　
問
、
某
人
不
三
肯
丁
二
所
・
生
母
憂
一
。
日
、
鐙
埓
二
所
ｙ
生
父
母
‘
、
斉
衰
・
杖
・

　
期
。
律
文
許
‘
申
二
心
喪
‘
。
若
所
’
生
父
再
娶
、
亦
富
盲

　
問
、
若
所
ｙ
生
父
、
良
二
所
ｙ
継
父
一
、
倶
再
娶
、
雪
い
持
二
六
喪
一
乎
。
日
、
固
是
。

　
又
問
、
先
儒
争
一
腰
議
一
事
。
日
、
此
只
是
理
Ｊ
會
稀
’
親
。
富
時
蓋
有
７
引
二
戻
園
事
一

　
欲
‘
稀
二
皇
考
‘
者
上
。
又
問
、
稀
二
皇
考
一
是
否
。
日
、
不
ｙ
是
。
然
近
世
儒
者
、
亦

九
三
　
　
朱
子
礼
関
係
文
献
国
訳
口
（
山
根
）

　
有
ｃ
多
言
ｉ
合
。
椴
二
皇
考
‘
者
上
０
　
人
傑

　
問
ふ
、
某
の
人
、
肯
て
生
む
所
の
母
の
憂
に
丁
ら
ざ
る
こ
と
を
。
曰
く
、
疆
に
、

生
む
所
の
父
母
の
埓
め
に
、
頁
衰
し
て
杖
つ
き
期
す
、
と
。
律
の
文
に
心
喪
を
申
す

こ
と
を
許
す
。
若
し
生
む
所
の
父
、
再
び
娶
ら
ぱ
、
亦
富
に
律
に
従
ふ
べ
し
。
某
の

人
は
是
な
り
、
と
。
又
問
ふ
、
若
し
生
む
所
の
父
と
、
継
ぐ
所
の
父
と
、
倶
に
再
び

娶
ら
は
、
富
に
六
喪
を
持
す
べ
き
や
、
と
。
曰
く
、
固
よ
り
是
な
り
、
と
。
又
問
ふ
、

先
儒
酸
議
を
９
　
ふ
事
を
。
日
く
、
此
れ
只
だ
是
れ
親
を
稀
す
る
こ
と
を
理
會
す
。
富

時
、
蓋
し
戻
園
の
事
を
引
き
て
皇
考
と
稀
せ
ん
と
欲
す
る
者
有
り
、
と
。
又
問
ふ
、

皇
考
と
稀
す
る
こ
と
是
な
る
や
否
や
、
と
。
曰
く
、
是
な
ら
ず
。
然
る
に
、
近
世
の

儒
者
も
亦
多
く
合
に
皇
考
と
栃
す
べ
き
と
言
ふ
者
有
り
、
と
。

　
あ
る
人
が
、
実
の
母
親
の
喪
に
服
し
よ
う
と
し
な
い
の
は
、
ど
う
な
の
で
し
ょ
う

か
と
、
問
う
た
。
言
う
、
「
儀
礼
」
経
文
に
は
、
実
の
父
母
の
為
め
に
、
斉
衰
し
て

杖
つ
き
期
の
喪
に
服
す
る
と
あ
る
。
律
の
条
文
に
は
、
心
喪
に
服
す
る
こ
と
を
許
し

て
い
る
。
も
し
も
、
母
が
家
を
出
さ
れ
た
後
、
父
が
再
び
娶
っ
た
場
合
に
は
、
父
が

生
存
中
で
あ
れ
ば
、
律
に
従
っ
て
母
の
た
め
に
心
喪
に
服
し
、
父
が
没
し
て
い
る
時

は
、
・
斉
衰
し
て
杖
つ
き
期
の
喪
に
服
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
あ
る
人
の

場
合
は
、
こ
れ
に
該
当
す
る
の
で
あ
る
、
と
。
又
、
若
し
も
実
の
父
や
継
父
が
、
再

び
娶
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
継
母
に
対
す
る
喪
は
、
親
母
の
場
合
の
よ
う
に
す
る
の

か
、
と
問
う
た
。
言
う
、
も
と
も
と
そ
う
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
母
の
服
の

如
く
に
斉
衰
・
三
年
に
服
す
る
の
で
あ
る
、
と
。
又
、
先
輩
の
儒
者
達
が
、
膜
議
の

論
争
を
行
っ
た
事
に
つ
い
て
問
う
た
。
言
う
、
こ
の
論
争
は
、
宋
の
天
子
・
英
宗
が

実
の
親
を
ど
の
よ
う
に
呼
ん
だ
ら
よ
い
か
と
の
称
謂
を
考
え
た
も
の
で
あ
る
。
思
う

に
、
そ
の
当
時
、
戻
園
の
事
例
を
援
引
し
て
、
皇
考
と
呼
ん
だ
ら
よ
い
の
で
は
な
い

か
と
主
張
す
る
者
も
あ
っ
た
、
と
。
又
、
皇
考
と
称
呼
し
た
ら
よ
い
も
の
で
し
ょ
う

か
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
、
と
問
う
た
。
言
う
、
そ
れ
は
よ
く
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
近

頃
の
儒
者
達
の
多
く
も
、
ま
た
、
皇
考
と
称
呼
す
べ
き
だ
と
主
張
す
る
者
も
い
る
の

で
あ
る
、
と
。



九
四
　
　
高
知
大
学
学
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報
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十
八
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科
学

　
。
Λ
大
意
Ｖ
　
親
母
や
継
母
に
対
す
る
喪
服
に
つ
い
て
論
及
し
、
更
に
瀕
議
の
「
皇
考
」
の
称

　
　
　
謂
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。

　
　
注
　
○
礼
・
：
－
「
儀
礼
」
喪
服
の
経
文
に
「
父
」
　
（
父
の
た
め
に
す
Ｉ
子
は
父
の
た
め
に
服

　
　
　
　
の
重
い
斬
衰
こ
二
年
に
服
す
礼
Ｉ
）
と
あ
り
、
「
父
在
為
・
母
」
　
（
父
在
れ
ば
母
の
為

　
　
　
　
め
に
す
Ｉ
父
か
在
世
中
で
あ
れ
ば
、
子
は
父
に
屈
し
て
母
の
た
め
に
斉
衰
・
杖
・
期

　
　
　
　
に
服
す
る
か
、
心
の
う
ち
で
は
三
年
に
服
す
る
）
と
、
「
父
卒
則
為
ｙ
母
」
　
（
父
卒
す

　
　
　
　
わ
ば
母
の
為
め
に
す
Ｉ
父
が
卒
し
て
お
れ
ば
、
子
が
母
の
為
め
に
斉
衰
・
三
年
に
服
す

　
　
　
　
る
）
‘
と
、
更
に
「
出
妻
之
子
為
’
母
」
（
家
を
出
さ
れ
た
妻
の
子
が
、
再
嫁
し
な
い
母
の
た

　
　
　
め
に
は
、
’
父
が
没
し
て
い
る
時
は
斉
衰
杖
期
に
服
す
る
。
父
が
在
れ
ば
、
心
喪
に
服
す

　
　
　
。
る
）
と
あ
る
。
’
継
母
の
場
合
に
は
「
継
母
如
’
母
」
　
（
継
母
に
は
母
の
如
く
に
す
ト
継
。

　
　
　
　
母
に
も
母
の
服
の
如
く
に
斉
衰
二
二
年
に
服
す
る
）
と
あ
り
、
頁
疏
に
「
継
母
本
非
二

　
　
　
　
骨
肉
一
。
故
次
二
親
母
後
一
１
０
喪
‘
之
如
‘
一
親
母
一
」
と
あ
る
。
○
六
喪
―
或
木
に
は
大
喪
忙

　
　
　
　
作
る
か
ヽ
、
大
が
正
し
い
・
天
子
・
皇
１
　
・
皇
太
子
の
喪
礼
の
こ
七
で
あ
る
が
、
こ
と
で

　
　
　
‘
ヽ
は
親
の
喪
の
こ
と
。
○
混
議
－
宋
の
英
宗
（
１
０
６
３
-
１
０
６
６
）
が
、
そ
の
実
父
、
蕎
麦
勤
王

　
　
　
を
崇
拝
す
る
典
礼
を
議
し
た
時
に
、
皇
伯
と
称
す
べ
』
き
か
、
皇
親
と
称
す
べ
き
か
に
つ

　
　
　
　
い
て
論
争
し
た
こ
と
。
そ
の
中
に
は
、
呂
晦
（
1
0
1
4
-
1
0
7
1
）
-
呂
大
防
（
１
０
２
７
-
１
０
９
７
）
　
･

　
　
　
　
苗
純
仁
（
１
０
２
７
-
1
1
0
1
）
な
ど
が
い
る
。
○
皇
考
―
天
皇
の
亡
父
。
「
礼
記
」
曲
礼
に

　
　
　
　
「
父
日
二
皇
考
一
」
と
あ
る
。
○
戻
園
事
－
戻
園
の
事
と
は
具
体
的
に
何
を
指
す
か
不
明

　
　
。
で
あ
る
。
戻
を
麗
の
意
味
に
と
る
と
、
朝
廷
の
事
と
な
る
。

顛
　
儀
疆
期
喪
條
内
注
臆
、
國
君
有
い
疾
、
不
ｙ
能
’
埓
二
祖
父
母
・
曾
祖
父
母
一
服
上
、

　
則
世
子
斬
。
又
日
、
君
喪
、
皆
斬
。
誕
已
分
明
。
天
子
無
二
期
喪
一
。
凡
有
’
服
、

　
則
必
斬
三
年
。
淳

　
　
「
儀
鐙
」
期
の
喪
の
條
内
の
注
に
没
く
、
國
君
疾
有
り
て
、
祖
父
母
・
曾
祖
父
母

の
焉
め
に
服
す
る
こ
と
能
は
ざ
れ
ぱ
、
則
ち
世
子
斬
す
、
と
。
又
日
く
、
君
の
喪
に

は
、
皆
斬
す
、
と
。
説
已
に
分
明
な
り
。
天
子
に
は
期
の
喪
無
し
。
凡
そ
服
有
れ

ば
、
則
ち
必
ず
斬
す
る
こ
と
三
年
な
り
、
と
。

　
　
『
儀
礼
』
の
「
喪
服
」
の
期
の
喪
の
条
内
の
注
に
、
国
君
が
疾
病
で
あ
っ
て
、
祖

父
母
や
曽
祖
父
母
の
た
め
に
喪
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
時
に
は
、
父
で
あ
る
国

君
に
か
わ
っ
て
世
子
（
＝
太
子
）
が
、
斬
衰
・
三
年
に
服
す
る
、
と
説
い
て
い
る
。

又
、
君
の
喪
の
為
め
に
は
、
臣
は
皆
君
の
た
め
に
斬
衰
二
二
年
に
服
す
る
と
言
っ

て
い
る
。
こ
の
説
社
、
す
で
忙
は
っ
き
り
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
天
子
の
為
め
把

は
、
天
子
は
至
尊
で
あ
る
か
ら
、
期
の
喪
に
服
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
一
般

に
喪
に
服
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
必
ず
五
等
の
中
で
最
も
重
い
斬
衰
を
着
用
し
て
三

年
の
喪
に
服
す
る
の
で
あ
る
、
と
。

　
〈
大
意
▽
　
国
君
に
代
っ
て
世
子
か
祖
父
母
・
曽
祖
父
母
の
た
め
に
斬
に
服
す
る
こ
と
、
君

　
　
　
や
天
子
の
た
め
に
す
る
喪
服
に
。
つ
い
て
言
及
す
る
。

　
　
注
　
○
注
説
－
「
喪
服
」
中
拠
処
不
明
。
○
祖
父
母
：
・
Ｉ
「
喪
服
」
の
経
文
に
「
祖
父
母
」

　
　
　
　
（
祖
父
母
の
た
め
に
す
－
孫
亦
祖
父
年
の
た
め
に
斉
衰
し
て
杖
を
つ
加
な
い
で
期
の
喪

’
゛
　
　
に
服
す
る
）
と
、
．
ま
た
「
曽
祖
父
母
」
　
（
曽
祖
父
母
の
た
め
Ｋ
す
Ｉ
曽
孫
か
曽
祖
父
母

　
、
．
こ
旬
た
神
に
斉
衰
・
三
月
に
服
す
る
）
と
あ
る
。
太
デ
と
し
て
国
君
に
代
っ
て
，
股
す
る
の
『

　
ダ
　
で
、
加
服
す
る
の
で
あ
る
。
○
君
曳
－
経
文
に
「
君
」
　
（
君
の
た
め
に
す
－
臣
は
自
分
ニ
ゾ

．
，
，
の
君
の
奏
め
に
は
斬
衰
こ
二
年
に
膜
れ
ぞ
）
と
ぁ
る
、
・
○
天
子
無
期
’
・
・
・
・
卜
を
咎
こ
諸

　
　
　
　
侯
征
・
天
子
一
ド
（
諸
侯
天
子
の
為
始
に
す
－
諸
侯
は
天
子
の
大
妨
に
斬
貧
こ
二
年
に
服
、

　
　
　
　
す
る
）
と
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
』
　
　
　
　
　
　
　
　
・
‘



ぎ
を
受
け
継
ぐ
こ
と
に
な
る
。
近
頃
、
此
の
項
の
条
文
を
朝
廷
に
い
て
検
べ
る
の

に
、
ど
う
し
て
も
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
後
で
帰
宅
し
て
「
儀
礼
」
の

　
「
頁
疏
」
を
検
べ
て
み
る
と
、
こ
の
件
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ
て
、
大
変
詳
細
で

あ
っ
た
。
こ
の
事
実
は
、
今
日
の
他
の
事
柄
に
関
し
て
も
、
ま
さ
し
く
同
じ
よ
う
な

こ
と
か
存
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
書
籍
が
い
く
ら
多
量
に
蔵
せ
ら
れ
て
い
て

も
、
よ
く
そ
れ
ら
を
読
解
し
て
、
そ
の
書
籍
の
内
容
を
一
々
弁
別
し
理
解
で
き
な
い

よ
う
な
現
実
で
あ
る
こ
と
が
、
明
瞭
に
な
っ
た
。
前
々
か
ら
科
挙
四
科
目
に
「
明
経

科
」
が
設
け
ら
れ
て
い
た
の
で
、
人
々
は
経
書
に
関
す
る
多
く
の
書
籍
を
読
み
、
そ

の
上
、
そ
れ
ら
の
注
や
疏
ま
で
も
す
べ
て
読
破
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
本

朝
の
神
宗
の
時
、
王
安
石
が
伝
統
的
な
注
疏
の
理
解
に
よ
ら
な
い
で
、
新
し
い
経
書

の
解
釈
い
わ
ゆ
る
「
新
義
」
を
世
に
出
し
、
更
に
、
科
挙
の
科
目
か
ら
「
明
経
科
」

と
そ
の
中
の
「
学
究
科
」
を
廃
止
し
て
か
ら
は
、
人
々
は
一
段
と
経
書
と
り
わ
け
礼

経
書
を
読
ま
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
と
う
と
う
礼
経
文
の
変
則
的
内
容
（
す
な
わ
ち

変
服
な
ど
）
が
あ
っ
た
場
合
、
誰
一
人
と
し
て
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
理
解
を
示
す
こ

と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
て
、
ヽ
そ
の
弊
害
は
大
変
大
き
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
だ

か
ら
、
今
日
の
秀
才
た
ち
に
は
、
そ
の
根
本
と
な
る
経
文
に
・
照
合
し
て
、
礼
文
を
よ

く
看
る
よ
う
な
態
度
は
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
朝
廷
は
現
行
の
科
目
の

内
容
に
な
る
経
義
・
賦
・
論
策
な
ど
に
関
す
る
も
の
を
印
刷
配
布
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
人
々
を
教
育
し
よ
う
と
す
る
必
要
を
認
め
た
の
で
あ
っ
た
、
と
。

　
　
八
大
意
▽
　
末
代
に
お
け
る
科
挙
の
科
目
内
容
の
変
化
に
よ
っ
て
、
礼
経
書
を
正
し
く
理
解

　
　
　
す
る
こ
と
も
、
そ
の
能
力
を
も
つ
礼
学
者
も
い
な
く
な
っ
て
い
る
現
実
を
批
判
し
て
、

　
　
　
王
安
石
の
礼
経
観
・
政
教
政
策
に
論
及
す
る
。
こ
の
項
に
関
し
て
は
、
「
語
類
」
巻
八

　
　
　
十
四
回
節
参
照
。

　
　
注
　
○
孫
…
－
「
喪
服
」
の
斬
衰
三
年
の
経
文
の
「
為
こ
人
後
者
こ
の
伝
文
に
「
受
ｉ
重
者
、

　
　
　
必
以
二
尊
服
‘
服
‘
之
…
」
と
あ
る
。
○
時
－
或
本
に
は
将
に
作
る
。
Ｏ
経
義
ト
従
来
の

　
　
　
明
経
科
を
廃
し
て
作
っ
た
科
目
で
、
経
書
の
大
意
（
義
）
を
問
う
。
○
賦
Ｉ
詩
賦
。
○

　
　
　
論
策
－
宋
代
に
は
じ
ま
っ
た
科
目
で
、
時
務
政
策
。

九
五
　
　
朱
子
礼
関
係
文
献
国
訳
口
（
山
根
）

冊
　
無
二
大
功
尋
一
。
父
母
本
是
期
。
加
成
二
三
年
一
。
祖
父
母
・
世
父
母
・
叔
父
母
本

　
是
大
功
。
加
成
’
期
。
其
曾
祖
父
母
小
功
。
及
従
祖
伯
父
母
・
叔
父
母
小
功
者
、

　
及
正
服
之
不
ｙ
加
者
耳
。
閔
祖

　
大
功
の
璋
無
し
。
父
母
は
本
是
れ
期
な
り
。
加
へ
て
三
年
と
成
る
。
祖
父
母
・
世

父
母
・
叔
父
母
は
本
是
れ
大
功
な
り
。
加
へ
て
期
と
成
る
。
其
の
曾
祖
父
母
は
小
功

な
り
。
及
び
従
祖
伯
父
母
・
叔
父
母
の
小
功
な
る
者
は
、
乃
ち
正
服
の
加
へ
ざ
る
者

の
み
。

　
大
功
の
服
で
以
っ
て
至
尊
に
服
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
’
父
母
に

対
す
る
服
は
、
本
来
期
の
喪
に
服
す
る
の
で
あ
る
が
、
加
え
て
三
年
の
喪
に
服
す
る

の
で
あ
る
。
同
様
に
、
祖
父
母
・
世
父
母
・
叔
父
母
ら
に
対
す
る
服
は
、
本
来
大
功

の
喪
に
服
す
る
の
で
あ
る
が
、
加
え
て
期
の
喪
に
服
す
る
の
で
あ
る
。
だ
か
、
曽
祖

父
母
に
対
す
る
服
は
、
小
功
の
喪
に
服
す
る
の
で
あ
る
。
更
に
、
従
祖
伯
父
母
や
叔

父
母
に
対
し
て
、
小
功
の
喪
に
服
す
る
の
は
、
本
来
正
服
な
の
で
あ
っ
て
、
加
え
ら

れ
た
も
の
で
は
な
い
。

　
Λ
大
意
▽
　
尊
者
に
対
す
る
喪
服
は
、
大
功
で
服
す
る
こ
と
は
な
い
と
し
て
、
加
服
の
こ
と

　
　
　
　
に
言
及
し
、
更
に
正
服
に
つ
い
て
も
論
及
す
る
。

　
注
　
○
無
大
功
尊
－
喪
服
の
「
斉
衰
不
杖
期
」
の
伝
文
に
関
す
る
敷
継
公
の
説
に
「
謂
不
・

　
　
　
可
７
以
‘
一
大
功
之
服
一
服
巾
至
尊
上
。
故
加
而
為
ｙ
期
也
」
　
（
胡
氏
「
正
義
」
引
）
と
あ
る
。

　
　
　
更
に
、
李
如
圭
は
「
五
属
之
服
、
同
い
父
者
期
、
同
’
祖
者
大
功
、
同
二
曽
祖
‘
者
小
功
、

　
　
　
同
二
高
祖
‘
者
總
、
世
父
・
叔
父
与
ｙ
己
同
出
‘
’
於
祖
一
、
応
ｙ
服
二
大
功
一
。
以
三
其
与
’
父

　
　
　
為
一
二
体
一
。
故
進
服
ｙ
期
也
」
　
（
「
儀
礼
集
釈
」
）
と
云
っ
て
い
る
。
○
父
母
・
：
－
父

　
　
　
に
対
し
て
は
経
文
に
「
父
」
　
（
厚
恩
の
者
に
は
服
が
重
い
の
で
、
子
は
父
の
為
め
に
斬

　
　
　
衰
二
二
年
に
服
す
る
）
と
あ
り
、
母
に
対
し
て
は
、
「
父
卒
、
則
為
ｙ
母
」
（
父
が
卒
し

　
　
　
て
お
れ
ば
、
子
が
母
の
為
め
に
斉
衰
・
三
年
に
服
す
る
）
　
と
あ
る
が
、
「
父
在
、
為
。

　
　
　
母
」
　
（
父
が
在
世
中
で
あ
れ
ば
、
父
に
屈
し
て
母
の
為
め
に
、
斉
衰
・
杖
・
期
に
服
す

　
　
　
る
か
、
心
の
う
ち
で
は
三
年
に
服
す
る
）
と
あ
る
。
「
家
礼
」
喪
礼
で
は
、
「
子
為
‘

　
　
　
母
」
に
は
、
今
制
で
斬
衰
三
年
と
し
、
ま
た
、
正
服
で
斉
衰
三
年
と
も
し
て
い
る
。

　
　
　
○
祖
父
母
・
世
父
母
・
叔
父
母
－
経
文
に
「
祖
父
母
」
　
（
孫
が
祖
父
母
の
た
め
に
斉

　
　
　
Ｌ
寂
・
不
杖
・
期
に
服
す
る
。
）
と
、
更
に
　
「
世
父
母
・
叔
父
母
」
　
（
世
父
母
・
叔
父

　
　
　
母
の
た
め
に
そ
の
兄
弟
の
子
か
斉
衰
・
不
杖
・
期
に
服
す
る
）
と
あ
る
。
「
爾
雅
」
に

　
　
　
　
「
父
之
昆
弟
、
先
生
為
二
世
父
一
。
後
生
為
二
叔
父
一
。
父
之
兄
妻
為
二
世
母
‘
。
父
之
弟
妻
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’
為
二
叔
母
こ
（
釈
親
）
、
「
釈
名
」
に
も
「
父
之
兄
日
二
世
父
‘
。
言
為
‘
一
嫡
統
一
継
ｙ
世
也
」
と

　
　
　
　
あ
る
・
○
曽
祖
父
母
…
－
「
喪
服
」
の
経
文
に
「
曽
祖
父
母
」
　
（
曽
祖
父
母
の
た
め
に
す

　
　
　
　
Ｉ
曽
孫
が
曽
祖
父
母
の
た
め
に
斉
衰
・
三
月
に
服
す
る
）
と
、
伝
文
に
「
何
以
斉
衰
・

　
　
　
　
三
月
也
。
小
功
者
兄
弟
之
服
也
。
不
７
敢
以
二
兄
弟
之
服
一
服
巾
至
尊
上
也
」
（
曽
祖
父
母
に

　
　
　
　
は
小
功
・
五
月
の
喪
に
服
す
べ
き
な
の
に
、
何
ゆ
え
に
斉
衰
・
三
月
に
服
す
る
の
か
。

　
　
　
　
小
功
の
喪
に
服
す
る
の
は
兄
弟
の
た
め
の
服
で
あ
る
。
そ
こ
で
敢
て
兄
弟
の
服
を
も
っ

　
　
　
　
て
至
尊
で
あ
る
曽
祖
父
・
母
に
服
し
な
い
の
で
あ
る
）
と
あ
る
。
こ
の
詳
細
に
つ
い
て

　
　
　
　
は
、
前
掲
「
儀
礼
」
Ⅲ
・
頁
・
一
六
六
以
降
参
照
。
な
お
、
経
文
に
「
従
祖
祖
父
母
・
従

　
　
。
　
祖
父
母
。
報
」
　
（
従
祖
祖
浪
芦
・
従
祖
父
母
の
た
妨
に
す
。
報
ゆ
Ｉ
昆
弟
の
孫
が
従
祖

　
　
　
　
祖
父
母
・
従
祖
父
母
の
た
め
に
小
功
・
五
月
に
服
す
る
。
ま
た
。
、
従
祖
祖
父
母
が
昆
弟

コ
　
ク
の
孫
装
、
’
従
祖
父
母
が
従
父
昆
弟
の
子
に
対
し
て
報
『
い
る
』
ど
、
ま
た
「
従
祖
昆
弟
」

　
　
　
　
（
従
祖
昆
弟
の
た
め
に
す
Ｉ
従
祖
昆
弟
の
た
め
に
小
功
・
五
月
に
服
す
る
）
と
あ
る
。

㈲
。
母
之
姉
妹
服
、
反
重
二
於
母
之
兄
弟
一
。
９
　
’
於
｝
一
兄
弟
一
既
嫁
、
則
降
ｙ
服
。
而

゛
於
二
姉
妹
之
服
一
。
、
則
未
巾
嘗
降
上
。
故
鳥
・
子
者
、
於
ｙ
舅
服
・
総
。
於
二
嫡
母
一
服
二
小

　
功
‘
也
。
賀
孫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　
母
の
姉
妹
の
服
、
反
て
母
の
兄
弟
よ
り
も
重
し
。
兄
弟
に
於
て
既
に
嫁
す
れ
ば
、

則
ち
服
を
降
す
。
而
し
て
姉
妹
の
服
に
於
て
は
、
則
ち
未
だ
嘗
て
降
さ
ざ
る
に
縁

る
。
故
に
子
鳥
る
者
、
舅
に
於
て
は
總
に
服
す
。
嫡
母
に
於
て
は
小
功
に
服
す
る
な

　
子
が
母
の
姉
妹
（
大
双
母
＝
従
母
）
に
対
す
る
服
は
、
母
の
兄
弟
（
＝
舅
）
に
対
す

る
よ
り
も
、
む
し
ろ
重
い
喪
に
服
す
る
の
で
あ
る
。
母
の
兄
弟
の
中
で
す
で
に
結
婚

し
た
者
に
対
し
て
の
服
は
、
降
し
て
總
麻
の
喪
に
服
す
る
が
、
姉
妹
の
場
合
に
は
、

服
を
降
す
こ
と
は
し
な
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
子
は
そ
の
母
の
昆
弟
で
あ
る
舅
の

た
め
に
紹
麻
こ
二
月
に
服
す
る
。
そ
し
て
嫡
母
の
た
め
に
は
、
小
功
・
五
月
に
服
す

る
の
で
あ
る
。

　
　
〈
大
意
▽
　
母
の
昆
弟
・
姉
妹
に
対
す
る
服
に
つ
い
て
の
差
異
と
そ
の
本
質
と
を
述
べ
る
。

　
　
　
　
そ
の
差
異
の
本
質
的
理
由
は
種
々
あ
っ
て
、
に
わ
か
に
は
決
し
難
い
と
す
る
。

　
　
注
　
○
妹
姉
服
－
経
文
に
「
従
母
…
…
」
　
（
従
母
の
た
め
に
し
…
…
－
母
の
姉
妹
で
あ
る
従

　
　
　
　
母
の
た
め
に
小
功
・
五
月
に
服
す
る
…
…
）
と
、
伝
文
に
「
何
以
小
功
也
。
以
・
名
加

　
　
　
　
也
。
外
親
之
服
、
皆
親
也
」
　
（
・
：
母
の
名
が
あ
る
に
よ
っ
て
加
え
て
小
功
に
す
る
の
で

　
　
　
　
あ
る
。
本
来
外
親
族
の
服
社
、
昔
總
麻
で
あ
る
）
と
あ
る
。
こ
の
眉
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
前
掲
舎
「
儀
礼
」
Ⅲ
・
頁
二
六
一
以
下
参
照
。
○
於
i
g
;
-
-
―
経
文
に
「
舅
」
　
（
舅

の
た
め
に
す
Ｉ
母
の
昆
弟
で
あ
る
舅
の
た
め
に
総
麻
・
三
月
に
服
す
る
）
と
あ
る
。
○

嫡
母
―
母
の
姉
妹
。
「
釈
名
」
に
　
「
母
之
姉
妹
日
ｙ
嫡
」
　
（
釈
親
）
と
、
「
説
文
」
に

　
「
後
世
謂
二
母
之
姉
妹
一
日
’
嫡
」
と
あ
る
。

　
㈲
　
舅
於
二
甥
之
妻
一
有
ｙ
服
。
甥
之
妻
於
二
夫
之
舅
一
却
無
い
服
也
。
可
い
疑
、
恐
是
舅

　
　
則
従
二
父
身
上
一
推
将
来
、
故
廣
。
甥
之
妻
則
従
二
夫
身
上
一
推
将
来
、
故
狭
。
義
剛
’

　
　
舅
は
甥
の
妻
に
於
て
服
有
り
。
甥
の
妻
は
、
夫
の
舅
に
於
て
は
却
て
服
な
き
な
’

‐
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
－

・
・
り
。
疑
ふ
べ
し
、
恐
く
は
是
れ
舅
は
則
ち
父
の
身
上
従
り
推
し
将
ち
来
る
、
故
に
廣
　

　
し
。
甥
の
妻
は
則
ち
夫
の
身
上
従
り
推
し
将
ち
来
る
、
故
に
狭
し
、
と
。

　
　
　
゛
゜
’
“
’
　
・
’
　
　
　
　
　
ｋ
゛
　
ｊ
’
　
・
　
お
ひ
　
　
．
　
ｌ
　
　
。

　
　
母
の
昆
弟
で
あ
る
舅
が
い
姉
妹
の
子
で
あ
る
甥
の
妻
に
対
し
で
は
喪
に
服
す
る
　
０
、

　
と
こ
ろ
が
、
甥
の
妻
は
夫
の
舅
に
対
し
て
は
、
む
し
ろ
喪
に
服
さ
な
い
の
で
あ
る
。
‘

　
こ
れ
は
、
恐
ら
く
は
、
舅
は
夫
の
父
親
の
身
上
か
ら
推
考
し
て
来
る
の
で
、
喪
に
服

　
す
る
範
囲
が
広
く
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
甥
の
妻
は
、
夫
の
。
身
上
か
ら
推
考
し
て

　
来
る
の
で
、
そ
の
喪
に
服
す
る
範
囲
が
狭
く
な
る
の
で
あ
ろ
う
、
と
。

　
　
Λ
大
意
▽
　
舅
が
甥
の
妻
に
対
す
る
服
及
び
そ
の
報
服
に
つ
い
て
、
そ
の
根
拠
を
推
考
し
て

　
　
　
　
い
る
。

　
鼎
　
殿
、
妻
之
父
日
ｙ
舅
。
謂
二
我
舅
一
者
、
吾
謂
二
之
甥
一
。
古
殿
、
甥
字
用
處
極
多
。

　
　
如
７
婿
謂
二
之
甥
一
、
姑
之
子
亦
日
占
甥
。
或
問
、
姪
字
本
非
二
兄
弟
之
子
所
与
？

　
　
裕
。
日
、
然
。
伊
川
嘗
一
戸
之
。
胡
文
定
家
子
弟
裕
二
楢
子
一
。
腔
、
兄
弟
之
子
楢
‘

　
　
子
也
。
亦
不
・
成
二
稔
呼
一
。
嘗
見
、
文
定
家
将
二
伊
川
語
録
凡
家
謨
・
姪
處
一
、
皆
作
二

　
　
捨
子
‘
。
私
常
怪
い
之
。
後
見
二
他
本
一
、
只
作
二
姪
字
‘
。
乃
知
、
楢
子
字
文
定
所
・

　
　
改
。
以
二
伊
川
嘗
非
・
之
、
故
也
。
殊
不
・
知
、
伊
川
雖
ｙ
非
‘
之
、
然
未
‘
有
二
字

　
　
替
得
一
。
亦
且
只
得
‘
従
ｙ
俗
。
若
改
埓
二
楢
子
‘
、
豊
不
‘
騏
‘
俗
。
櫨
ｙ
殿
兄
弟
之
子

　
　
富
７
裕
二
従
子
‘
鳥
占
是
。
自
二
曾
祖
一
而
下
三
代
、
裕
二
従
子
‘
。
自
二
高
祖
一
四
世
而

　
以
上
、
稀
二
族
子
一
。
側

　
膿
に
妻
の
父
を
舅
と
日
ふ
。
我
を
舅
と
謂
ふ
者
、
吾
之
を
甥
と
謂
ふ
。
古
の
腰

拓
、
甥
の
字
用
ふ
る
處
極
て
多
し
。
婿
之
を
甥
と
謂
ひ
、
姑
の
子
も
亦
甥
と
日
ふ
が

　
　
　
Ｉ
　
ｄ
　
　
　
一
　
　
Ｉ
　
　
『
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｒ
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■



如
し
。
或
ひ
と
｀
問
ふ
、
姪
の
字
は
本
兄
弟
の
子
の
富
に
栴
す
べ
き
所
に
非
ず
、
と
。
曰

く
’
、
然
り
、
と
。
伊
川
嘗
づ
て
之
を
言
ふ
。
胡
文
定
は
家
の
子
弟
を
楢
子
と
柵
す
。

疆
に
「
兄
弟
の
子
猶
ほ
子
の
ご
と
き
な
り
。
」
と
。
亦
稀
呼
を
成
さ
ず
。
１
　
つ
て
見

る
、
文
定
の
家
、
「
伊
川
語
録
」
、
凡
そ
家
に
姪
と
説
く
處
を
牌
て
、
皆
捨
子
と
作

す
。
私
は
常
に
之
を
怪
む
。
後
に
他
本
を
見
る
に
、
只
だ
姪
の
字
に
作
る
。
乃
ち

知
り
ぬ
、
猶
子
の
字
は
、
文
定
の
改
む
る
所
な
る
を
べ
伊
川
１
　
つ
て
之
を
非
と
す
る

を
以
っ
て
の
故
な
り
。
殊
に
知
ら
ず
。
伊
川
之
を
非
と
す
る
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
未

だ
一
宇
を
も
替
へ
得
る
こ
と
有
ら
ず
、
亦
且
く
只
だ
俗
に
従
ふ
こ
と
を
得
た
り
。
若

し
改
め
て
捨
子
と
焉
さ
ば
、
豊
に
俗
を
駁
か
さ
ざ
ら
ん
や
。
腔
に
捷
り
て
、
兄
弟
の

子
は
盲
に
従
子
と
稀
す
る
を
是
と
場
す
べ
し
。
曾
祖
よ
り
し
て
、
下
三
代
は
従
子
と

稀
し
、
高
祖
よ
り
四
世
に
し
て
上
は
、
族
子
と
孵
す
。

　
礼
の
関
連
文
献
の
中
で
、
妻
の
父
を
舅
と
云
っ
て
お
る
。
「
爾
雅
」
の
釈
親
の
項
に
。

　
「
我
を
舅
と
呼
ぶ
者
に
対
し
て
は
、
吾
は
甥
と
称
呼
す
る
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

舅
を
「
し
う
と
」
と
か
「
お
ぢ
」
と
か
云
う
よ
う
に
、
古
い
礼
で
は
、
。
甥
の
字
を
使
用

す
る
称
謂
内
容
は
き
わ
め
て
多
岐
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
婿
を
甥
と
云
い
、
ま
た

姑
の
子
を
も
甥
と
称
讃
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
或
人
が
問
う
、
姪
の
字
は
本
来

兄
弟
の
子
の
称
謂
で
あ
る
べ
き
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
、
と
。
言
う
、
そ
の
通
り
だ
、

と
。
程
伊
川
が
、
・
兄
弟
の
子
の
称
謂
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
り
、
胡
安
国
の
家
で

は
、
・
子
弟
を
猶
子
と
称
呼
し
て
い
る
と
す
る
。
「
礼
記
」
の
檀
弓
上
に
「
兄
弟
の
子

の
服
に
は
、
猶
お
子
の
ご
と
く
期
の
喪
に
服
す
る
の
で
あ
る
」
と
あ
る
。
そ
の
事
か

ら
考
え
る
と
、
猶
子
は
ま
た
兄
弟
の
子
の
称
呼
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ

る
。
私
か
あ
る
時
よ
く
考
察
し
て
見
る
と
、
胡
文
定
の
家
で
は
、
伊
川
の
「
語
録
」

や
一
般
に
家
庭
内
で
「
姪
」
と
説
明
す
べ
き
所
を
、
皆
猶
子
と
作
っ
た
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
私
は
何
時
も
疑
問
を
い
だ
い
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、
他
の
版
本

を
見
る
と
、
そ
れ
に
は
た
だ
姪
の
字
に
作
っ
て
あ
っ
た
の
で
、
猶
子
の
宇
は
、
胡
文

定
が
恣
意
的
に
改
作
し
た
こ
と
が
、
。
判
然
と
し
て
来
た
の
で
あ
る
。
伊
川
は
そ
の
称

呼
の
間
違
い
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
伊
川
は
こ
れ

九
七
　
　
朱
子
礼
関
係
文
献
国
訳
り
（
山
根
）
ヘ
　
　
　
ド

を
不
正
だ
と
し
な
が
ら
も
、
そ
の
間
違
い
を
一
宇
を
も
改
め
替
え
る
こ
と
を
し
な
い

で
、
し
ば
ら
く
た
だ
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
た
真
意
は
、
特
に
理
解
で
き
な
い
の
で

あ
る
。
若
し
も
、
猶
子
と
改
作
し
た
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
俗
世
間
を
お
ど
ろ
か
さ
な

い
で
あ
ろ
う
か
、
お
ど
ろ
か
す
結
果
と
な
る
。
礼
経
の
正
し
い
称
謂
に
根
拠
を
お
い

て
、
兄
弟
の
子
は
、
ま
さ
し
く
従
子
と
称
呼
す
べ
き
が
、
正
し
い
の
で
あ
る
。
そ
の

場
合
、
曽
祖
よ
り
以
下
三
代
の
兄
弟
の
子
は
従
子
と
称
呼
し
、
高
祖
よ
り
四
代
以
上

に
は
、
同
族
の
子
ど
も
と
称
呼
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
△
大
意
▽
　
親
属
関
係
の
称
１
　
が
多
岐
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
胡
氏
の
猶
子
の
使
用
例
を
挙

　
　
　
　
げ
て
、
そ
の
正
し
い
称
謂
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
る
。

　
　
注
　
○
妻
之
父
日
舅
ｊ
「
礼
記
」
の
坊
記
に
「
婿
親
迎
見
‘
一
於
舅
姑
一
」
と
、
そ
の
鄭
注
に

　
　
　
　
「
舅
姑
、
妻
之
父
母
也
」
と
あ
る
。
○
調
我
舅
・
：
－
「
爾
雅
」
釈
親
の
文
。
喪
服
鄭
注

　
　
　
　
に
「
母
之
昆
弟
」
と
、
「
爾
雅
」
に
「
母
之
昆
弟
為
・
舅
…
」
　
（
釈
親
）
と
も
あ
る
。

　
　
　
　
○
甥
宇
・
：
ト
喪
服
鄭
注
に
「
姉
妹
之
子
」
と
、
「
爾
雅
」
に
「
姑
之
子
為
・
甥
、
舅
之

　
　
　
　
子
為
い
甥
、
妻
之
昆
弟
為
’
甥
、
姉
妹
之
夫
為
・
甥
」
　
（
釈
親
）
と
、
「
孟
子
」
に
「
帝

　
　
　
　
館
こ
甥
于
貳
室
一
」
　
（
萬
傘
下
）
と
、
そ
の
集
註
に
「
宛
以
・
女
妻
い
舜
、
故
国
こ
之
甥
こ

　
　
　
　
と
あ
る
。
○
姪
Ｉ
「
爾
雅
」
に
「
女
子
調
二
昆
弟
之
子
一
為
‘
姪
」
　
（
釈
親
）
と
、
喪
服

　
　
　
　
に
「
謂
二
１
　
姑
一
者
、
吾
謂
二
之
姪
」
と
も
あ
る
。
清
の
趙
翼
は
「
俗
称
二
兄
弟
之
子
一
日
ｙ

　
　
　
　
姪
、
非
也
。
凡
男
子
称
こ
兄
弟
之
子
一
、
当
ｙ
日
二
従
子
一
。
経
書
所
‘
載
、
未
・
有
二
称
‘
姪

　
　
　
　
煮
、
姪
乃
兄
弟
之
女
也
。
故
姪
字
従
二
女
旁
一
也
」
（
「
咳
蛉
叢
考
」
　
・
姪
）
と
云
う
。

　
　
　
　
○
伊
川
・
：
Ｉ
「
二
程
遺
書
」
に
見
ゆ
。
○
礼
・
：
Ｉ
「
礼
記
」
檀
弓
上
に
「
喪
服
、
兄
弟

　
　
　
　
之
子
猶
い
子
也
」
と
あ
る
。
な
お
、
伊
川
の
猶
子
に
関
す
る
朱
子
の
所
見
は
、
拙
稿
「
二

　
　
　
　
程
子
礼
説
考
」
　
（
吉
岡
博
士
還
暦
記
念
「
道
教
研
究
論
集
－
道
教
の
思
想
と
文
化
－
」

　
　
　
　
国
書
刊
行
会
・
五
十
二
年
二
月
刊
）
を
参
照
。

㈲
　
始
封
之
君
、
不
い
臣
二
其
兄
弟
一
。
封
君
之
子
、
不
ｙ
臣
二
其
諸
父
一
。
不
ｙ
忘
二
其

　
但
‘
也
。
公
謹

　
始
封
の
君
は
、
其
の
兄
弟
を
臣
と
せ
ず
。
封
君
の
子
は
、
其
の
諸
父
を
臣
と
せ

ず
。
其
の
芭
を
忘
れ
ざ
れ
ば
な
り
。
。

　
始
め
て
諸
侯
に
封
ぜ
ら
れ
た
君
主
は
、
自
分
の
兄
弟
た
ち
を
臣
と
し
て
取
り
扱
わ

な
い
。
ま
た
、
諸
侯
に
封
ぜ
ら
れ
た
君
主
の
適
子
は
、
そ
の
父
の
兄
弟
た
ち
を
臣
と

し
て
取
り
扱
わ
な
い
。
そ
れ
は
、
も
と
の
肉
親
と
し
て
の
人
倫
関
係
を
忘
れ
な
い
か



九
八

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
二
十
八
巻
　
人
文
科
学

ら
で
あ
る
。

　
Λ
大
意
Ｖ
　
君
主
か
兄
弟
を
、
君
主
の
子
が
諸
父
を
臣
と
し
て
取
り
扱
わ
な
い
こ
と
を
説
い

　
　
　
　
て
い
る
。

　
注
　
○
公
謹
－
李
文
宇
。
李
方
子
（
宇
は
公
晦
）
の
弟
。
耶
武
光
沢
の
人
。
ヽ

闘
　
喪
服
五
服
皆
用
‘
麻
。
朋
友
麻
。
是
加
二
麻
於
弔
服
之
上
一
。
麻
謂
ｙ
経
也
。
閔
祖

　
喪
服
、
五
服
に
は
皆
麻
を
用
ふ
。
朋
友
の
た
め
に
麻
す
は
、
是
れ
麻
を
弔
服
の
上

に
加
ふ
。
麻
は
経
を
謂
ふ
な
り
。
　
　
　
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
‘
‘

　
喪
服
五
等
の
服
に
は
、
皆
麻
の
経
・
帯
を
用
い
る
。
経
文
把
朋
友
０
た
め
に
は
麻

す
ど
は
、
ｆ
麻
の
経
・
帯
を
弔
服
の
上
に
加
え
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
麻
の
こ
と
を
経
　
．
、

㈲
　
問
、
改
葬
紀
。
鄭
玄
以
鳥
、
終
二
紀
之
月
斂
一
而
除
‘
服
。
王
家
以
埓
、
葬
畢
便

　
除
、
如
何
。
日
、
如
今
不
・
可
ｙ
考
。
破
宜
’
従
ｙ
厚
。
富
‘
如
二
鄭
氏
一
。
問
、
王
蕭
以

　
錫
、
既
虞
而
除
い
之
。
若
是
改
葬
、
神
已
在
’
廟
久
矣
。
何
得
‘
虞
乎
。
日
、
便
是

　
如
ｙ
此
而
今
都
不
’
可
・
考
。
看
来
也
須
Ｊ
富
反
二
哭
於
廟
一
。
問
、
鄭
氏
以
埓
、
只
是

　
有
二
三
年
服
一
者
、
改
葬
服
ｙ
總
三
月
。
非
二
三
年
服
一
者
、
弔
服
加
‘
麻
、
葬
畢
除
‘

　
之
否
。
日
、
然
。
子
思
日
、
破
父
母
改
葬
、
総
而
除
、
則
非
二
父
母
一
不
・
服
・
總

　
也
。
賀
孫

　
。
問
ふ
、
「
改
め
て
葬
れ
ば
總
す
」
と
。
鄭
玄
以
埓
く
、
紺
の
月
敷
を
終
へ
て
服
を

除
す
、
と
。
王
家
以
埓
く
、
葬
り
畢
れ
ぱ
、
便
ち
除
す
、
と
、
如
何
ん
、
と
。
曰

く
、
如
今
考
ふ
べ
か
ら
ず
。
破
は
宜
し
く
厚
に
従
ふ
べ
く
、
富
に
鄭
氏
の
如
く
な
る

べ
し
、
と
。
問
ふ
、
王
家
以
埓
く
、
既
に
虞
し
て
之
を
除
く
、
と
。
若
し
是
れ
改
め

葬
れ
ば
、
神
は
已
に
廟
に
在
る
こ
と
久
し
。
何
ぞ
虞
す
る
こ
と
を
得
ん
や
、
と
。
日

く
、
便
ち
是
れ
此
の
如
く
に
し
て
、
今
以
て
考
ふ
べ
か
ら
ず
。
看
来
た
れ
ば
也
だ

須
富
く
廟
に
反
哭
す
べ
し
、
と
。
問
ふ
、
鄭
氏
以
埓
く
、
只
だ
是
れ
三
年
の
服
有
る

者
は
、
改
め
て
葬
れ
ば
、
紹
を
服
す
る
こ
と
三
月
な
り
、
と
。
三
年
の
服
に
あ
ら
ざ

る
者
は
、
弔
服
し
て
麻
を
加
へ
、
葬
り
畢
り
て
之
を
除
く
や
否
や
、
と
。
曰
く
、
然

り
。
子
思
日
く
、
徴
に
父
母
改
葬
す
る
と
き
は
、
総
し
て
除
く
、
と
　
０
さ
す
れ
ば
則

ち
父
母
に
お
ら
ざ
れ
ば
総
を
服
せ
ず
、
と
・
。
。
　
　
　
　
　
　
ド
’
Ｊ
　
　
　
　
・
『

ド
問
う
’
ヽ
。
「
催
礼
」
経
文
に
’
「
改
め
て
葬
る
に
は
、
主
葬
者
は
総
麻
ご
二
月
に
服
す

る
」
と
あ
る
に
つ
い
て
、
鄭
玄
は
、
聊
の
月
数
を
終
っ
・
て
か
ら
服
を
除
く
と
考
え
て

お
り
、
王
家
は
こ
葬
が
終
れ
ば
服
を
除
く
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
ど
う
い
う
こ
と
な

の
で
し
ょ
う
か
、
。
と
。
言
う
、
今
日
で
ば
、
’
そ
の
儀
節
に
つ
い
て
考
え
。
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
し
か
し
、
儀
礼
は
厚
き
に
従
う
が
宜
と
さ
れ
る
の
で
、
当
然
、
鄭
氏
説
が

適
当
な
よ
う
に
思
え
る
。
と
。
問
う
、
王
家
は
、
虞
祭
が
終
る
と
服
を
除
く
と
考
え

て
い
る
が
、
若
し
も
改
め
て
葬
る
の
で
あ
れ
ば
、
す
で
に
久
し
く
親
霊
は
廟
内
に
お

ら
れ
る
の
で
、
ど
う
し
て
そ
こ
で
虞
祭
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か
、
と
。
言

う
、
こ
の
事
に
つ
い
て
は
、
全
く
そ
の
通
り
で
あ
っ
て
、
今
日
で
は
そ
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
全
く
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
だ
が
、
よ
く
考
え
て
見
る
と
、

当
然
廟
に
反
り
哭
す
べ
き
で
あ
ろ
う
、
と
。
問
う
、
鄭
氏
は
、
た
だ
三
年
の
喪
に
服

す
者
す
な
わ
ち
父
母
を
改
め
て
葬
る
に
は
総
麻
こ
二
月
に
服
す
る
と
考
え
て
い
ま
す

が
、
三
年
の
服
で
な
い
者
の
場
合
に
は
、
弔
服
し
て
麻
を
加
え
、
葬
り
終
っ
て
か
ら

そ
れ
を
除
く
の
で
し
ょ
う
か
、
ど
う
で
し
よ
う
か
、
と
。
言
う
、
そ
の
通
り
だ
。
子

思
が
艦
経
文
に
父
母
を
改
め
て
葬
る
に
は
、
総
麻
・
三
月
に
服
し
て
、
葬
が
終
れ
ば

こ
れ
を
除
く
、
と
云
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
父
母
で
な
け
れ
ば
紺
に
服
す

る
こ
と
は
し
な
い
の
で
あ
る
、
と
。

　
〈
大
意
▽
　
「
改
葬
總
」
の
具
体
的
儀
節
に
つ
い
て
論
及
す
る
。

　
注
　
○
改
葬
紹
－
喪
服
の
経
文
の
文
で
、
「
改
め
て
葬
す
る
に
は
總
す
」
　
（
墳
墓
か
自
然
災

　
　
　
害
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
事
情
で
こ
わ
れ
た
よ
う
な
場
合
は
、
そ
れ
を
葬
っ
た
時
と
同



じ
礼
で
、
改
め
て
蓼
る
硯
親
し
く
戸
柩
が
見
え
る
０
　
で
あ
る
か
ら
服
し
な
い
と
い
う

わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
そ
こ
で
、
主
葬
者
は
總
麻
こ
二
月
に
服
す
る
の
で
あ
る
）
と
あ

る
。
○
鄭
玄
・
：
－
経
文
の
鄭
注
に
「
總
三
月
而
除
ｙ
之
」
と
あ
る
。
○
王
蕭
…
－
胡
氏

正
義
引
に
「
本
有
こ
三
年
之
服
‘
者
、
道
有
‘
登
近
一
、
或
有
二
顛
故
‘
。
既
葬
而
除
不
い
得
。

待
ｙ
有
二
三
月
之
限
一
。
今
案
、
馬
注
与
い
鄭
略
同
。
唯
云
二
事
已
而
除
一
、
不
ｙ
必
こ
三
月
一
為
ｙ

異
。
王
注
亦
謂
’
不
’
待
二
三
月
’
。
後
儒
多
従
二
鄭
説
こ
と
あ
る
。
○
子
忌
日
・
：
Ｉ
「
偽

孔
叢
子
」
抗
志
篇
に
「
衛
司
徒
文
子
改
‘
一
葬
其
叔
父
一
、
問
二
服
於
子
思
一
。
子
思
日
、

礼
、
父
母
改
葬
總
、
既
葬
而
除
・
之
、
不
ｙ
忍
三
無
’
服
送
二
至
親
‘
也
。
非
‘
一
父
母
一
無
ｙ
服
。

無
・
服
、
則
弔
服
而
加
ｙ
麻
」
と
あ
る
。

　
　
　
　
　
既
　
夕

㈲
　
問
、
朝
ｙ
祖
時
、
有
二
遷
・
祖
莫
‘
。
恐
在
二
祖
廟
之
前
一
、
祖
無
・
莫
、
而
亡
者
難
二

　
濁
享
一
否
。
日
、
不
い
須
二
如
・
此
理
會
一
。
殿
説
い
有
’
莫
處
、
便
是
合
ｙ
有
ｙ
莫
。
無
・

　
莫
處
、
便
合
’
無
’
莫
。
更
何
用
’
疑
。
其
他
可
‘
疑
處
却
多
。
如
二
温
公
儀
一
、
斬
・
斉

　
古
制
、
而
功
總
又
却
不
二
古
制
‘
。
是
何
説
也
。
古
者
五
服
皆
用
‘
麻
。
但
有
二
等
差
‘
。

　
皆
有
二
冠
・
経
‘
。
但
功
・
・
總
之
経
小
耳
。
今
人
吉
服
不
’
古
、
而
凶
服
古
、
亦
無
’

　
謂
也
。
今
俗
喪
服
之
制
、
下
用
二
横
布
一
作
‘
欄
。
惟
斬
衰
用
不
ｙ
得
。
淳
○
義
剛
同
。

　
問
ふ
、
祖
に
朝
す
る
時
、
祖
に
遷
す
莫
有
り
。
恐
く
は
、
祖
廟
の
前
に
在
り
て
、

祖
に
は
莫
無
く
し
て
、
亡
す
る
者
濁
り
享
け
難
ん
や
否
や
、
と
。
曰
く
、
須
ら
く
此

の
如
く
理
會
す
べ
か
ら
ず
。
破
に
、
「
莫
有
り
」
と
説
く
處
は
、
便
ち
是
れ
合
に
奥

有
る
べ
し
。
「
莫
無
し
」
と
す
る
處
は
、
便
ち
合
に
莫
無
か
る
べ
し
。
更
に
何
ぞ
疑

ふ
こ
と
を
用
ひ
ん
。
其
の
他
の
疑
ふ
べ
き
處
は
、
却
て
多
し
。
温
公
の
儀
の
如
く
、

斬
・
斉
は
古
制
に
し
て
、
功
・
総
は
又
却
っ
て
古
制
な
ら
ず
。
是
れ
何
の
説
ぞ
や
。

古
者
、
五
服
皆
麻
を
用
ふ
。
但
だ
等
差
有
る
の
み
。
皆
冠
・
経
有
り
。
但
だ
功
・
總

の
経
は
小
な
る
の
み
。
今
の
人
、
吉
服
古
な
ら
ず
し
て
、
凶
服
古
な
る
は
、
亦
１
　
ひ

無
き
な
り
。
今
の
俗
、
喪
服
の
制
、
下
に
横
布
を
用
ひ
て
欄
と
埓
す
。
惟
だ
斬
衰
に

の
み
用
ふ
る
こ
と
を
得
ず
、
と
。

　
問
う
、
柩
を
遷
し
て
祖
に
朝
す
る
時
に
、
遷
祖
の
莫
が
あ
る
。
多
分
、
こ
の
莫

は
、
’
祖
廟
の
前
に
そ
な
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
祖
廟
の
前
に
莫
が
な
く
て
は
、
死

九
九
　
　
朱
子
礼
関
係
文
献
国
訳
口
（
山
根
）

者
だ
け
が
莫
を
享
け
る
こ
と
は
難
し
い
０
　
で
は
な
い
で
し
～
つ
か
、
ど
う
で
し
ょ
う

か
、
と
。
言
う
、
そ
の
よ
う
に
理
会
す
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。
礼
経
の
中
で
、

　
「
莫
が
有
る
」
と
説
い
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
当
然
莫
が
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
「
莫
が

無
い
」
と
説
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
は
、
当
然
莫
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
上
、

疑
問
を
さ
し
は
さ
む
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
以
外
の
処
で
、
疑

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
多
く
存
す
る
の
で
あ
る
、
と
。
司
馬
温
公
の
「
書

儀
」
に
説
い
て
い
る
斬
衰
・
斉
衰
の
喪
服
は
、
古
い
時
代
の
制
度
に
よ
っ
て
い
て
、

大
功
・
小
功
に
関
す
る
喪
服
は
、
む
し
ろ
古
い
制
度
に
よ
ら
な
い
で
、
不
整
合
に
考

え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
一
体
ど
う
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
古
は
、
五
等
の
服
に

は
、
皆
麻
を
用
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
等
差
が
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
皆
冠
・
経
を
着
用
し
た
の
で
あ
っ
て
、
た
だ
、
大
功
・
小
功

と
總
麻
と
の
経
だ
け
は
、
小
さ
い
も
の
を
着
用
し
た
の
で
あ
っ
た
。
今
日
の
人
々
が

着
用
す
る
吉
服
は
、
古
い
制
度
に
よ
っ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
逆
に
凶
服
に
関
し
て
’

は
、
古
い
制
度
に
従
’
て
規
定
さ
れ
て
い
る
の
も
、
ま
た
、
理
由
の
な
い
こ
と
で
あ

る
。
今
日
、
一
般
に
通
用
し
て
い
る
喪
服
の
制
度
は
、
下
の
裳
に
棋
布
を
用
い
て
欄

と
な
す
の
で
あ
る
。
た
だ
、
斬
衰
の
服
に
は
、
こ
れ
を
着
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

も
の
で
あ
る
、
と
。

　
〈
大
意
▽
　
朝
祖
の
時
の
遷
祖
莫
の
こ
と
に
言
及
し
て
、
礼
経
中
化
も
、
問
題
点
か
多
く
存

　
　
　
す
る
こ
と
を
、
喪
服
を
例
と
し
て
挙
げ
て
、
説
明
し
て
い
る
。

　
注
　
○
朝
祖
時
…
Ｉ
「
既
夕
礼
」
の
経
文
に
「
遷
二
于
祖
一
用
’
軸
。
重
先
莫
従
。
…
乃
莫
如
‘

　
　
　
初
・
：
」
と
あ
る
を
う
け
る
儀
節
で
、
鄭
注
に
「
遷
捗
也
。
徒
‘
一
于
祖
一
、
朝
二
祖
腐
‘
也
。

　
　
　
…
為
一
迦
祖
莫
一
也
…
」
と
云
っ
て
い
る
。
柩
を
遷
し
て
、
祖
廟
に
朝
し
、
遷
祖
莫
を
設

　
　
　
け
る
時
、
前
の
莫
を
新
莫
の
た
め
に
撤
去
す
る
の
で
、
そ
の
莫
の
所
在
に
つ
い
て
言
及

　
　
　
し
た
の
で
あ
る
・
○
温
公
儀
・
：
－
「
書
儀
」
巻
六
の
「
喪
儀
」
二
の
「
五
服
制
度
」
を

　
　
　
指
す
の
で
あ
る
。
○
欄
－
一
般
に
は
、
衣
と
裳
と
を
つ
ら
ね
た
ひ
と
え
も
の
の
意
。
こ

　
　
　
こ
で
は
、
裳
の
横
幅
を
用
い
る
も
の
、
も
す
そ
の
よ
こ
は
ば
ぎ
れ
を
欄
と
、
云
う
の
で

　
　
　
あ
る
。

　
　
　
　
　
少
牢
飴
食

間
　
儀
綾
日
用
二
丁
・
己
‘
。
按
二
注
家
説
‘
、
則
富
ｙ
作
二
丁
己
‘
。
蓋
十
干
中
柔
日



一
〇
〇
　
高
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大
学
学
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研
究
報
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二
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八
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よ
也
。
・
焙

　
　
「
儀
疆
」
に
「
日
は
丁
・
己
を
用
ふ
」
と
。
注
家
の
説
を
按
ず
れ
ば
、
則
ち
富
に

丁
・
已
に
作
る
べ
し
。
蓋
し
、
十
干
の
中
の
柔
日
な
り
。

　
　
「
儀
破
」
の
「
少
牢
倣
食
礼
」
に
は
、
「
祭
日
と
し
て
丁
か
己
か
の
日
を
用
い

る
」
・
と
あ
る
。
こ
の
事
に
つ
い
て
、
注
家
の
諸
説
を
考
え
て
見
る
と
、
当
然
こ
れ
は

丁
と
己
と
に
な
す
べ
き
で
あ
る
。
思
う
に
、
丁
と
己
と
は
十
干
の
中
の
柔
日
で
あ
る
。

か
ら
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
　
〈
大
意
兄
少
牢
伎
食
礼
を
実
施
す
る
柔
日
に
つ
い
て
述
’
べ
る
０
　
＼
…
…
…
一
　
～

　
ノ
注
　
注
胎
＝
・
‐
ご
の
経
文
の
鄭
注
に
は
ｙ
「
礼
記
」
曲
礼
上
・
趾

　
　
　
内
事
以
‘
一
柔
日
一
」
を
援
引
し
て
お
り
、
そ
の
買
疏
に
「
外
事
以
・
剛
ａ
…
'
内
事
以
こ
恚

日
‘
。
内
事
周
二
冠
昏
祭
祀
出
郊
一
。
外
事
謂
二
征
伐
巡
守
之
等
几
甲
丙
戊
庚
壬
為
二
剛
　
り

日
一
。
乙
丁
己
辛
契
為
二
柔
日
こ
と
あ
る
。
○
唯
－
呉
堆
、
字
は
和
中
。
・
’
福
建
省
建
駱
　
’
｀

の
人
。
慶
元
年
間
（
1
1
9
5
-
１
２
０
０
）
　
・
朱
子
六
十
五
歳
以
後
の
問
答
を
記
録
す
る
。
　
。
へ

㈲
　
儀
徽
偏
食
之
詞
、
日
、
ｙ
適
二
爾
皇
祖
伯
某
父
一
。
伯
、
伯
・
仲
・
叔
・
季
也
。

　
某
、
宇
也
。
父
、
美
積
助
餅
也
。
振

　
　
『
儀
喧
』
の
「
偏
食
」
の
詞
に
、
日
く
、
「
爾
の
皇
祖
伯
某
の
父
に
適
く
」
と
。

伯
は
、
伯
・
仲
・
叔
・
季
な
り
。
某
と
は
字
な
り
。
父
は
、
美
碍
で
助
餅
な
り
。

　
　
「
儀
礼
」
の
「
特
牲
億
食
礼
」
の
戸
を
篁
う
こ
と
を
命
じ
た
詞
に
、
「
爾
の
皇
祖

伯
某
の
父
の
所
に
ま
い
り
ま
す
」
と
言
っ
て
い
る
。
そ
の
伯
は
、
長
を
伯
、
次
を

仲
、
又
次
を
叔
、
末
を
季
と
い
う
と
こ
ろ
の
伯
の
こ
と
で
あ
る
。
某
と
は
、
そ
の
字

な
の
で
あ
る
。
更
に
、
父
と
は
、
男
子
の
美
称
で
、
助
辞
の
は
た
ら
き
を
す
る
も
の

で
あ
る
。

　
　
Λ
大
意
▽
　
頒
食
礼
の
「
伯
某
父
」
の
解
釈
を
す
る
。

　
　
注
　
○
儀
礼
・
：
－
こ
れ
に
該
当
す
る
経
文
は
、
「
特
牲
偵
食
礼
」
の
「
篁
「
戸
」
の
礼
す
な
わ

　
　
　
ち
戸
を
篁
う
こ
と
を
命
じ
た
辞
、
「
孝
孫
某
、
諏
二
此
某
事
一
、
適
二
其
皇
祖
某
子
一
。
φ
一
－

　
　
　
・
：
」
と
あ
る
に
近
い
。
更
に
「
少
牢
礼
」
に
は
、
’
「
笙
［
［
に
・
宿
戸
・
宿
諸
官
］
の
辞
に

　
　
　
　
「
・
：
用
薦
こ
歳
事
于
皇
祖
伯
某
一
、
Φ
。
。
尚
饗
」
と
か
、
「
陰
厭
」
の
礼
の
祝
辞
に
も
見
え

　
　
　
　
る
。
○
父
－
「
春
秋
」
隠
公
元
年
に
「
三
月
公
及
二
祁
儀
父
一
盟
二
于
味
こ
と
あ
り
、
そ

　
　
　
　
の
毀
梁
伝
に
「
儀
字
也
。
父
猶
ｙ
傅
也
。
‘
男
子
之
美
称
也
」
と
あ
る
。
○
振
－
呉
振
、

字
は
子
奇
。
浙
江
省
都
県
の
人
。
朱
子
六
十
四
歳
の
記
録
者
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
八
十
五
　
終
）

（
昭
和
五
十
四
年
九
月
二
十
八
日
受
理
）

（
昭
和
五
十
五
年
三
月
二
十
七
日
．
発
行
）
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